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はじめに 
 
このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｶﾞｲﾄﾞは、ﾕｰｻﾞｰが C ｺﾝﾊﾟｲﾗを使用して CipherLab 8 ｼﾘｰｽﾞ･ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

を書くためのｶﾞｲﾄﾞです。以下の章で構成されています。 
 
 
Part1 基本とﾊｰﾄﾞｳｪｱ制御 
 
第 1 章：開発環境。C ｺﾝﾊﾟｲﾗでﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを開発するための導入ｶﾞｲﾄﾞです。 
第 2 章：ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用関数。ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数の使用方法です。ﾃﾞｰﾀ通信用ﾗｲﾌﾞﾗﾘについて

 は Part2 を参照してください。 
第 3 章：標準関数。ANSI 標準関数に関する簡単な説明です。 
第 4 章：ﾘｱﾙﾀｲﾑｶｰﾈﾙ。ﾘｱﾙﾀｲﾑｶｰﾈﾙ、uC/OS に関する記述です。ﾕｰｻﾞｰは、uC/OS 機能を使用したﾘｱﾙﾀｲﾑ･ﾏ

 ﾙﾁﾀｽｸ･ｼｽﾃﾑを構築することができます。 
第 5 章：ｼﾐｭﾚｰﾀ。ｼﾐｭﾚｰﾀの機能と、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開発する際の使用方法に関する記述です。 
 
 
Part2 ﾃﾞｰﾀ通信 
 
第 1 章：通信ﾎﾟｰﾄ。 
第 2 章：TCP/IP 通信。 
第 3 章：ﾜｲﾔﾚｽﾈｯﾄﾜｰｸ。 
第 4 章：IEEE 802.11b/g。 
第 5 章：Bluetooth。 
第 6 章：GSM/GPRS。 
第 7 章：音響ｶﾌﾟﾗ。 
第 8 章：ﾓﾃﾞﾑ、ｲｰｻﾈｯﾄ& GPRS 接続。 
第 9 章：USB 接続。 
第 10 章：GPS 機能。 
第 11 章：FTP 機能。 
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1 開発環境 
 
C ｺﾝﾊﾟｲﾗの開発環境は、大きく bin, etc, include, lib, readme, user の 6 つのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘで構成されます。 
お使いのﾊﾟｿｺﾝに C ｺﾝﾊﾟｲﾗの開発環境をｲﾝｽﾄｰﾙする場合は、ﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ \C_Compiler を作成し、そこ

へ上記の 6 つのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを CD-ROM から全てｺﾋﾟｰします。 
C ｺﾝﾊﾟｲﾗが動作する OS は次の通りです。 
 Windows 2000 
 Windows XP 
 Windows Vista 
 Windows 7 
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1.1 ﾌｫﾙﾀﾞ構成と変数 
 

1.1.1 ﾌｫﾙﾀﾞ構成 
各ﾌｫﾙﾀﾞの用途と内容は次の通りです。 

bin  
実行ﾌｧｲﾙ(exe)のﾌｫﾙﾀﾞです。各実行ﾌｧｲﾙの使用方法などの詳細は、後述します。 
 Windows 2000、Windows XP では“BIN”ﾌｫﾙﾀﾞ”の実行ﾌｧｲﾙを使用します。 
 Windows Vista、Windows 7 では”BIN for Vista-7”ﾌｫﾙﾀﾞの実行ﾌｧｲﾙを使用します。 
 実行ﾌｧｲﾙ一覧 

ASM900.EXE CC900.EXE EZDRIVER.DLL MAC900.EXE 
THC1.EXE THC2.EXE TUARP.EXE TUCONV.EXE 
TUFAL.EXE TULIB.EXE TULINK.EXE TUMPL.EXE 

※ ご使用になる OS に応じて、正しいﾘﾝｸﾌｧｲﾙを使用してください。 

etc  
ﾍﾙﾌﾟやｺﾝﾊﾟｲﾗﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報などのﾌｫﾙﾀﾞです。 

include  
ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ(h)のﾌｫﾙﾀﾞです。 
 各ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ対応ﾗｲﾌﾞﾗﾘ用ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ。8200lib.h、8500lib.h …など。 
 ﾘｱﾙﾀｲﾑｶｰﾈﾙﾗｲﾌﾞﾗﾘ用ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ。UCOS.H。 
 標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘ用ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ。 

CTYPE.H ERRNO.H FLOAT.H LIMITS.H MATH.H 
STDARG.H STDDEF.H STDIO.H STDLIB.H STRING.H 
TCPIP.H 

LIB 
ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ(lib)のﾌｫﾙﾀﾞです。 
 C 標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘ。c900ml.lib。 
 各ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ対応ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 

8000lib.lib 8200lib.lib 8300lib.lib 8400lib.lib 8500lib.lib 
8700lib.lib 

Readme  
C ｺﾝﾊﾟｲﾗに関するﾊﾞｰｼﾞｮﾝ履歴情報や補足情報ﾌｧｲﾙのﾌｫﾙﾀﾞです。 

Download Utilities  
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝやﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするﾕｰﾃｨﾘﾃｨのﾌｫﾙﾀﾞです。 

Font 
ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙのﾌｫﾙﾀﾞです。 

Kernel 
ｶｰﾈﾙのﾌｫﾙﾀﾞです。 

Link File 
ﾘﾝｸﾌｧｲﾙのﾌｫﾙﾀﾞです。 

Manual 
ﾏﾆｭｱﾙのﾌｫﾙﾀﾞです。 
 

    2  



 

 

1.1.2 環境設定 
C ｺﾝﾊﾟｲﾗを正しく動作させるためには、幾つかの環境変数の設定が必要になります。下記の例に従って、環境変

数の設定を autoexec.bat ﾌｧｲﾙに追加してください。  
1) path = (既に設定されているﾊﾟｽ);c:\c_compiler\bin 
2) set thome900=c:\c_compiler 
3) set tmp = C: \tmp  *  既に temp が定義されている場合は、不要です。 
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1.2 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発ﾌﾛｰ 
下記にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発ﾌﾛｰを示します。 

 

C 言語 
ｿｰｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
(*.c) 

ﾘﾛｹｰﾀﾌﾞﾙ 
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ 
(*.rel) 

ﾏｼﾝ語 
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ 
(*.abs) 

tulink.exe 

ﾘﾝｶ 
ﾏｯﾌﾟﾌｧｲﾙ 
(*.lnk) 

ﾓﾄﾛｰﾗ 
S ﾌｫｰﾏｯﾄﾌｧｲﾙ 
(*.shx) 

tuconv.exe 

ﾀｰｹﾞｯﾄﾏｼｰﾝ 
ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

progload.exe 

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ 
(*.lib) 

ﾃｷｽﾄｴﾃﾞｨﾀ 

ｱｾﾝﾌﾞﾘ 
ﾘｽﾄﾌｧｲﾙ 
(*.asm) 

ｺﾝﾊﾟｲﾙ 
ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ 
(cerr.lst) 

 
 

1.2.1 C ｿｰｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
まず、ﾃｷｽﾄｴﾃﾞｨﾀで C ｿｰｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞし、拡張子を｢.c｣として、user ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに保存します。user ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

が作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘとなります。また、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成する場合は、できる限り関連する関数をﾓｼﾞｭｰﾙ化し、複数ﾌｧｲﾙ

に分割することをお奨めします。これは、ｺﾝﾊﾟｲﾙ時間の短縮にもつながり、作業効率がｱｯﾌﾟします。 
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1.2.2 ｺﾝﾊﾟｲﾙ 
C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｺﾝﾊﾟｲﾙは、cc900.exe ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで行います。 

 cc900 –[options] ﾌｧｲﾙ名.c 

cc900.exe ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及びそのｵﾌﾟｼｮﾝに関する詳細は、etc ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにある cc900.hlp を参照ください。 
簡単にｺﾝﾊﾟｲﾙを行うためのﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙ y.bat が user ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに用意されています。下記の書式で、ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝから実

行すればｺﾝﾊﾟｲﾗが起動します。 

 y      ﾌｧｲﾙ名.c 

このﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙを実行すると、bin ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ下に置かれた複数の実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが順に起動され、ｺﾝﾊﾟｲﾙが行われます。

複数の実行ﾌｧｲﾙは、ｺﾝﾊﾟｲﾗによって順番に起動されるため、ﾕｰｻﾞｰはその実行方法などを取得する必要はありま

せん。また、ｺﾝﾊﾟｲﾗを起動する場合、引数としてｵﾌﾟｼｮﾝ指定が必須となります。弊社が提供するﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙ y.bat
を使用せずに、独自のﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙを作成する場合は、下記を参照し、正しくｵﾌﾟｼｮﾝを指定するようにしてください。 
 -XA1, -XC1, -XD1, -Xp1 : ﾒﾓﾘｱﾗｲﾒﾝﾄの設定を全て 1 にします。 
 -XF : ｱｾﾝﾌﾞﾘﾌｧｲﾙを削除しません。ｱｾﾝﾌﾞﾘﾌｧｲﾙの解析が必要ない場合は、このｵﾌﾟｼｮﾝは省略可能です。 
 -O3 : 最適化ﾚﾍﾞﾙを 0(無し)~3(最大)の範囲で指定します。ｺｰﾄﾞｻｲｽﾞやﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽが問題で無い場合は、このｵﾌﾟｼｮ

ﾝは省略可能です。省略した場合は、ﾃﾞﾌｫﾙﾄの -O0(最適化無し)が適用されます。 
最適化を有効にすると、幾つか命令が最適化の過程で削除される場合があるので、注意が必要です。例えば、 

test() 
{ 
 unsigned int old_msec; 
 old_msec=sys_msec; 
 while (old_msec == sys_msec) ; 
} 

上記は、sys_msec 値に変化があるまで待つ関数です。ここで使用される sys_msec は、5 ﾐﾘ秒毎に更新されるｼｽ

ﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数ですが、最適化が有効となっている場合、無意味な無限ﾙｰﾌﾟと判断され、関数全体が切り詰めら

れてしまいます。これを避けたい場合は、ﾀｲﾌﾟ修飾子 volatile を使うことで最適化を防ぐことが可能です。 
 -c : ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙを生成します。(ﾘﾝｸは無し) 
 -e cerr.lst : ｴﾗｰﾘｽﾄﾌｧｲﾙ cerr.lst を生成します。 
ｺﾝﾊﾟｲﾙが完了すると、実行ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙを生成する際にﾘﾝｶによって使用される｢ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名.rel｣というﾘﾛｹｰﾀﾌﾞﾙﾌ

ｧｲﾙが生成されます。また、同時にﾃﾞﾊﾞｯｷﾝｸﾞにも利用可能な｢ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名.asm｣というｱｾﾝﾌﾞﾘﾌｧｲﾙも生成します。 
ｺﾝﾊﾟｲﾙで何らかのｴﾗｰが発生した場合は、ｴﾗｰﾘｽﾄﾌｧｲﾙ ｢cerr.lst｣ にその詳細が書かれます。 
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1.2.3 ﾘﾝｸ 
ｺﾝﾊﾟｲﾗによって、ﾘﾛｹｰﾀﾌﾞﾙﾌｧｲﾙが正しく生成されれば、次にﾘﾝｶを実行してﾏｼﾝ語ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙを生成します。 
ﾘﾝｶを実行する場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに応じたﾘﾝｶﾏｯﾌﾟﾌｧｲﾙを作成する必要があります。 

tulink      ﾌｧｲﾙ名.lnk 

ﾘﾝｶﾏｯﾌﾟﾌｧｲﾙ ｢ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名.lnk｣ は、ﾀｰｹﾞｯﾄﾏｼﾝの環境に従って、ｺｰﾄﾞ, ﾃﾞｰﾀ, 定数などの絶対ｱﾄﾞﾚｽの割り当てをﾘﾝｶ

へ指示するためのﾌｧｲﾙです。通常は、ﾊｰﾄﾞｳｪｱｱｰｷﾃｸﾁｬなどを熟知した上で作成する非常にめんどうな作業ですが、

下記の例のように各 CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用のﾘﾝｶﾏｯﾌﾟﾌｧｲﾙｻﾝﾌﾟﾙが用意されていますので、それを元にﾌｧｲ

ﾙ名の記述部分(下線付太字部分)を変更するだけでﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに合ったﾘﾝｶﾏｯﾌﾟﾌｧｲﾙを作成することができます。 
ﾘﾝｸが完了すると、ﾏｼﾝ語ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ ｢file1.abs｣ が生成され、同時に全ｺｰﾄﾞ, 変数ｱﾄﾞﾚｽ, ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞをﾘｽﾄ化した

ﾏｯﾌﾟﾌｧｲﾙ ｢file1.map｣ も生成されます。 
 
-lm –lg –ll    /* For Windows 2000, XP: parameters for TULINK, don't change */ 
       /* For Windows Vista, Windows7: remove “-lg” */ 
 
file1.rel    /* your C program name */ 
file2.rel    /* your C program name */ 
....            
....            
filen.rel    /* your C program name */ 
 
..\lib\c900ml.lib  /* standard library */ 
..\lib\8xxxlib.lib /* 8xxx Function library */ 
 
/*******************************************/ 
/*  User could provide suitable values to */ 
/*    the following variables              */ 
/*******************************************/ 
MainStackSize = 0x001000; 
HeapSize  = 0x000100; 
MaxSysRamSize = 0x020000; 
 
/*********************************************/ 
/*  Do not modify anything beyond this line  */ 
/*********************************************/ 
memory 
{  
    IRAM: org = 0x001100, len = 0x000e00    /* 0x1000 - 0x10ff IntVec */ 
                                            /* 0x1f00 - 0x1fff Stack */ 
    RAM      : org = 0x205000, len = 0x3b000 
    ROM      : org = 0xf00000, len = 0x0e0000 
} 
 
sections 
{ 
    code  org = 0xf00000 : { 
        *(f_head) 
        *(f_code) 
    } > ROM 
 
    area org = 0x205000 : { 
        . += MainStackSize; 
        . += HeapSize; 
        *(f_bcr) 
        *(f_area) 
    } > RAM 
 
    data  org=org(code)+sizeof(code)  addr=org(area)+sizeof(area) : { 
        *(f_data) 
    } /* global variables with initial values */ 
 
    xcode org = org(data) + sizeof(data)  addr = addr(data) + sizeof(data) : { 
        *(f_xcode)      /* code reside on RAM */ 
    }  
 
 RAM_OVERFLOW_CHECK org = org(area) + MaxSysRamSize : { 
   . += 1; 
 } > RAM 
 
 icode org = org(xcode) + sizeof(xcode) addr = 0x001100 : { 
   *(f_icode)  /* code reside on IRAM */ 
 } 
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    const org = org(xcode) + sizeof(xcode) : { 
        *(f_const) 
        *(f_tail) 
    } > ROM 
} 
 
    ActualRamSize = (addr(xcode) + sizeof(xcode)+3)/4*4 – 0x205000 ; 
                 /* long boundary */ 
SysRamEnd      = org(area) + MaxSysRamSize;   /* long boundary */ 
DataRam        = addr(data); 
XCodeRam       = addr(xcode); 
ICodeRam       = addr(icode); 
HeapTop        = org(area) + MainStackSize; 
 
/* End */ 
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1.2.4 ﾌｫｰﾏｯﾄ変換 
ﾘﾝｶが生成したﾏｼﾝ語ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙは東芝ﾌｫｰﾏｯﾄになっているため、CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする前

に tuconv.exe ﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでﾓﾄﾛｰﾗ S ﾌｫｰﾏｯﾄ(shx)に変換する必要があります。 

tuconv   -Fs32   -o    ﾌｧｲﾙ名.shx   ﾌｧｲﾙ名.abs 

変換後のﾌｧｲﾙの拡張子は必ず shx でなければいけません。 
 
user ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにあるﾊﾞｯﾁﾌｧｲﾙ z.bat を利用すれば簡単にﾌｫｰﾏｯﾄ変換を実行することが可能です。単純に、ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝ

で下記のようにﾀｲﾌﾟしてください。(z.bat ﾌｧｲﾙ中のﾌｧｲﾙ名を編集する必要があります。) 

z 

ｴﾗｰが発生しなければ、shx ﾌｧｲﾙが生成されます。 
 

1.2.5 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 
ﾓﾄﾛｰﾗ S ﾌｫｰﾏｯﾄﾌｧｲﾙ(SHX)が正しく生成できれば、いよいよﾀｰｹﾞｯﾄとなる CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ

へﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが正しく動作するかを確認します。progload.exe ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾕｰﾃｨﾘﾃｨﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを

実行して、下記のﾊﾟﾗﾒｰﾀをﾀｰｹﾞｯﾄﾏｼﾝの設定に合わせ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(shx)をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 
 File Name : ｢Browse｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙを選択 
 COM port : 通信に使用する COM ﾎﾟｰﾄの番号(1～255) 
 Baud rate : 9600, 19200, 38400, 57600, 115200bps 
 Parity  : なし 
 Data Bits : 8 
 Flow Control : なし 
 
※ ﾎﾞｰﾚｰﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨ、ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄなどは、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの COM ﾎﾟｰﾄ設定にあわせてください。 
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1.3 C ｺﾝﾊﾟｲﾗ 
本製品は、東芝 TLCS-900 ﾌｧﾐﾘｰ 16 ﾋﾞｯﾄ MCU 専用の ANSI 互換 C ｺﾝﾊﾟｲﾗです。但し、一部特有の特徴がありま

すので、下記を参照ください。 
 

1.3.1 変数型のｻｲｽﾞ 
変数型 ｻｲｽﾞ(ﾊﾞｲﾄ) 

char, unsigned char 1 
short int, unsigned short int, int, unsigned int 2 
long int, unsigned long int, 4 
pointer 4 
structure, union 4 

 

1.3.2 整数型の範囲定数 
ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ LIMITS.H には、整数型の範囲を表す、下記のﾏｸﾛが定義されています。 
 

ﾏｸﾛ名 説明 
CHAR_BIT 1 ﾊﾞｲﾄのﾋﾞｯﾄ数 
SCHAR_MIN signed char 型の最小値 
SCHAR_MAX signed char 型の最大値 
CHAR_MIN char 型の最小値 
CHAR_MAX char 型の最大値 
UCHAR_MAX unsigned char 型の最大値 
MB_LEN_MAX wide character 定数 のﾊﾞｲﾄ数 
SHRT_MIN short int 型の最小値 
SHRT_MAX short int 型の最大値 
USHRT_MAX unsigned short int 型の最大値 
INT_MIN int 型の最小値 
INT_MAX int 型の最大値 
UINT_MAX unsigned int 型の最大値 
LONG_MIN long int 型の最小値 
LONG_MAX long int 型の最大値 
ULONG_MAX unsigned long int 型の最大値 

 

1.3.3 浮動小数点型 
IEEE 規格に適合した下記の浮動小数点型をｻﾎﾟｰﾄしています。 

変数型 ｻｲｽﾞ(ﾋﾞｯﾄ) 
float 32 

double 64 
long double 80 

 

1.3.4 ﾒﾓﾘｱﾗｲﾒﾝﾄ  
ﾒﾓﾘ効率と CPU ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを最適化するために、各変数型のﾒﾓﾘｱﾗｲﾒﾝﾄをｺﾝﾊﾟｲﾗｵﾌﾟｼｮﾝで調整することができます

が、本ｺﾝﾊﾟｲﾗのﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑは、8 ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀﾊﾞｽを活用しているため、このｵﾌﾟｼｮﾝの効果はありません。 
従って、ﾒﾓﾘｱﾗｲﾒﾝﾄに関するｺﾝﾊﾟｲﾗｵﾌﾟｼｮﾝ値は、全て 1 (-XA1, -XD1, -XC1, -Xp1) を指定します。 
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1.3.5 ﾚｼﾞｽﾀと割り込みの扱い  
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのｼｽﾃﾑﾘｿｰｽへのｱｸｾｽは、弊社が提供している専用ﾗｲﾌﾞﾗﾘを通して行わなければいけな

いため、C 言語からﾚｼﾞｽﾀや割り込みを直接扱うことは禁止しています。 
 

1.3.6 基本予約語 
一般的な C 言語における基本予約語を下記に列挙します。 
 

auto double int struct break 
else long switch case enum 
register typedef char extern return 
union const float short unsigned 
continue for signed void default 
goto sizeof volatile do if 
static while 

 

1.3.7 拡張予約語 
本 C ｺﾝﾊﾟｲﾗにおける拡張予約語を下記に列挙します。全ての拡張予約語は、2 つのｱﾝﾀﾞｽｺｱ "_ _" で始まります。 

 
_ _adcel _ _cdcel _ _near _ _far 
_ _tiny _ _asm _ _io 
_ _XWA _ _XBC _ _XDE _ _XHL 
_ _XIX _ _XIY _ _XIZ _ _XSP 
_ _WA _ _BC _ _DE _ _HL 
_ _IX _ _IY _ _IZ _ _W 
_ _A _ _B _ _C _ _D 
_ _E _ _H _ _L _ _SF 
_ _ZF _ _VF _ _CF 
_ _DMAS0 _ _DMAS1 _ _DMAS2 _ _DMAS3 
_ _DMAD0 _ _DMAD1 _ _DMAD2 _ _DMAD3 
_ _DMAC0  _ _DMAC1 _ _DMAC2 _ _DMAC3 
_ _DMAM0 _ _DMAM1 _ _DMAM2 _ _DMAM3 
_ _NSP _ _XNSP _ _INTNEST 
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1.3.8 ﾋﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞ 
ﾋﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞ型のﾍﾞｰｽとして下記の変数型を使用することができます。 
 

変数型 ﾋﾞｯﾄ 
char, unsigned char 8 
short int, int, 
unsigned short int, unsigned int 

16 

long int,   unsigned long int 32 
 
ﾋﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞの割り当ては、下記のように行われます。 
 
1. ﾌｨｰﾙﾄﾞは、上位ﾋﾞｯﾄ(MSB)から順に格納されます。 

 
struct field1  { unsigned  int  a:1; 

unsigned  int  b:2; 
unsigned  int  c:3; 
unsigned  int  d:1; 
unsigned  int  e:8; } 
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 a b 

 
c d 

 
e 
 

 
 

上位 8 ﾋﾞｯﾄ 下位 8 ﾋﾞｯﾄ 

 
 

2. ﾋﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞのﾍﾞｰｽ変数型が unsigned  int 型のように、2 ﾊﾞｲﾄ以上を必要とする場合、下記に示すようにﾄｯﾌﾟ

ｻｲﾄﾞﾀﾞｳﾝ式にﾒﾓﾘへ格納されます。 
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上位 8 ﾋﾞｯﾄ 下位 8 ﾋﾞｯﾄ 

+0 

 +1 

 

ｵﾌｾｯﾄ 

 

 
 
3. ﾋﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞを異なるﾍﾞｰｽ変数型で定義した場合、新たな領域が割り当てられます。 

 
例 1 ) char/short の場合 
struct field  {  unsigned  char  a:2; 
   unsigned short  b:3; } 
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例 2 ) signed/unsigned の場合 (ﾍﾞｰｽ変数型は同じ) 
struct field  {  signed  short  a:2; 
   unsigned short  b:3; 
   signed  short  c:4; } 
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例 3 ) short/int の場合 
struct field  {  signed  short  a:5; 
   unsigned int     b:4; } 
 

 

15 14 
 

13 12 
 

11 10 
 

9 8 
 

7 6 
 

5 4 
 

3 2 
 

1 0 
 b  

 

15 14 
 

13 12 
 

11 10 
 

9 8 
 

7 6 
 

5 4 
 

3 2 
 

1 0 
 a  

 

 
 

ﾋﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞは、幾つかのｹｰｽでは非常に使いやすいものですが、特にﾒﾓﾘ消費に問題が無ければ、ｺｰﾄﾞｻｲｽﾞ及びﾊﾟ

ﾌｫｰﾏﾝｽ低下を招くため、ﾋﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞの使用は避けることをお奨めします。 
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2 CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ専用ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成を容易にするため、各ﾏｼﾝで利用できる専用ﾗｲﾌﾞﾗﾘを用意し

ています。このﾗｲﾌﾞﾗﾘは、通信, LCD ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ, ﾌﾞｻﾞｰ, ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｽｷｬﾅ, ﾌｧｲﾙｱｸｾｽなど、CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙで利用

できる様々なｼｽﾃﾑﾘｿｰｽを簡単に制御するための様々な関数を提供しています。本章では、それらの関数をｶﾃｺﾞﾘ

分けし、各節で説明を行っています。各ﾗｲﾌﾞﾗﾘの関数ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟやｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数定義は、各ﾗｲﾌﾞﾗﾘに対応するﾍ

ｯﾀﾞﾌｧｲﾙ(例 8300LIB.H)を参照ください。尚、本書は、C 言語に関する十分な知識がある方を前提に書かれていま

すので、予めご了承ください。 
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2.1 ｼｽﾃﾑ 
 

2.1.1 ｼｽﾃﾑ関数 

_KeepAlive__ 
 目的  ｼｽﾃﾑによる自動電源ｵﾌ(ｵｰﾄｵﾌ)を無効にします。 

 書式  void _KeepAlive__(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  _KeepAlive__(); 

 戻り値  無し 

 備考  この関数をｺｰﾙすると、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 AUTO_OFF が 0 にﾘｾｯﾄされます。つまり、手動

で電源をｵﾌにしない限り、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは稼動し続けます。 

 参照  AUTO_OFF 

ChangeSpeed           8000,8300 
 目的  CPU ｽﾋﾟｰﾄﾞを設定します。 

 書式  void ChangeSpeed (int speed); 

 引数  int speed 
1 1/16 ｽﾋﾟｰﾄﾞ 4 1/2 ｽﾋﾟｰﾄﾞ 
2 1/8 ｽﾋﾟｰﾄﾞ 5 ﾌﾙｽﾋﾟｰﾄﾞ 
3 1/4 ｽﾋﾟｰﾄﾞ   

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  ChangeSpeed (4); 

 戻り値  無し 

 備考  CPU ｽﾋﾟｰﾄﾞを 1~5(最速)の範囲で設定します。高速処理が必要で無い場合は、CPU ｽﾋﾟｰ

ﾄﾞを遅く設定し、ﾊﾞｯﾃﾘ消費を避けるようにします。 

CheckWakeUp         8000,8200,8400,8700 
 目的  設定されている電源立ち上げ方法を取得します。 

 書式  int CheckWakeUp(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (CheckWakeUp()==TIME_IS_UP) 
   printf(“Time is up”); 

 戻り値  8000 ｼﾘｰｽﾞの場合、下記の何れかの値を返します。 
0  設定なし 
1 POWER_KEY_PRESSED 電源ｷｰが押された時 
2 CHARGE_OK 充電が完了した時 
3 TIME_IS_UP ｾｯﾄされた時刻になった時(ｱﾗｰﾑ機能) 
8400 ｼﾘｰｽﾞの場合、下記の何れかの値を返します。 
0  設定なし 
2 RS232_CABLE_DETECTED RS232 ｹｰﾌﾞﾙを検出した時 
4 CHARGING 充電が開始された時 
8 CHARGE_OK 充電が完了した時 
16 POWER_KEY_PRESSED 電源ｷｰが押された時 
32 TIME_IS_UP ｾｯﾄされた時刻になった時(ｱﾗｰﾑ機能) 
64 USB_DETECTED USB ｹｰﾌﾞﾙを検出した時 
128 RS232_DATA_REXED RS232 ｹｰﾌﾞﾙでﾃﾞｰﾀを受信した時 
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8200/8700 ｼﾘｰｽﾞの場合、下記の何れかの値を返します。 
0  設定なし 
2 RS232_CABLE_DETECTED RS232 ｹｰﾌﾞﾙを検出した時 
4 CHARGING 充電が開始された時 
8 CHARGE_OK 充電が完了した時 
16 POWER_KEY_PRESSED 電源ｷｰが押された時 
32 TIME_IS_UP ｾｯﾄされた時刻になった時(ｱﾗｰﾑ機能) 
64 USB_DETECTED USB ｹｰﾌﾞﾙを検出した時 

GetIOPinStatus            8200,8400,8700 
 目的  I/O ﾋﾟﾝの状態を取得します。 

 書式  unsigned int GetIOPinStatus(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  iStatus = GetIOPinStatus(); 
   if (iStatus & 0x10) 
    printf(“RS232 cradle is connected.”); 
   else if (iStatus & 0x20) 
    printf(“USB cradle is connected.”); 
   if (iStatus & 0x40) 
    printf(“Adapter is connected.”); 

 戻り値  各状態を OR した値 

 備考  各状態とﾋﾞｯﾄ値は次の通りです。 
    

BIT 値  備考 
0 
～ 

3 

0x00 NO_CRADLE ｸﾚｰﾄﾞﾙに設置されていない 
0x01 MODEM_CRADLE ﾓﾃﾞﾑｸﾚｰﾄﾞﾙに設置されている 
0x02 ETHERNET_CRADLE ｲｰｻｰﾈｯﾄｸﾚｰﾄﾞﾙに設置されている 
0x03 GPS_CRADLE GPS ｸﾚｰﾄﾞﾙに設置されている 
0x04 CHARGER_CRADLE ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞｸﾚｰﾄﾞﾙに設置されている 

4 0x00 RS232_CABLE_DISCONNECTED RS232 ｹｰﾌﾞﾙに接続されていない 
0x10 RS232_CABLE_CONNECTED RS232 ｹｰﾌﾞﾙに接続されている 

5 0x00 USB_CABLE_DISCONNECTED USB ｹｰﾌﾞﾙに接続されていない 
0x20 USB_CABLE_CONNECTED USB ｹｰﾌﾞﾙに接続されている 

6 0x00 ADAPTER_DISCONNECTED SV DC ｱﾀﾞﾌﾟﾀに接続されていない 
0x40 ADAPTER_CONNECTED SV DC ｱﾀﾞﾌﾟﾀに接続されている 

SetPwrKey 

 目的  電源ｷｰを有効、または無効にします。 

 書式  void SetPwrKey (int mode); 

 引数  int mode 
0 POWER_KEY_DISABLE 電源ｷｰを無効に設定する 
1 POWER_KEY_ENABLE 電源ｷｰを有効に設定する 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetPwrKey (POWER_KEY_DISABLE); 

 戻り値  無し 

 備考  電源ｷｰを有効、または無効にします。但し、電源ｷｰを無効にした場合、電源ｷｰによる電源

ｵﾝ/ｵﾌができなくなるため、十分注意をして、この関数を使用するようにしてください。 
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shut_down 

 目的  ｼｽﾃﾑをｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝします。 

 書式  void shut_down(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  shut_down(); 

 戻り値  無し 

 備考  この関数をｺｰﾙすると、ｼｽﾃﾑがｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝされます。ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ後、電源をｵﾝにすると、ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑは常にﾘｽﾀｰﾄします。 

 参照  system_restart 

SysSuspend 

 目的  ｼｽﾃﾑをｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ(ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ)します。 

 書式  void SysSuspend(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SysSuspend(); 

 戻り値  無し 

 備考  この関数をｺｰﾙすると、ｼｽﾃﾑがｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ(ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ)されます。ｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ(ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ)後、電源を

ｵﾝにすると、ｼｽﾃﾑの設定に応じて、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾚｼﾞｭｰﾑ又はﾘｽﾀｰﾄします。 

system_restart 

 目的  ｼｽﾃﾑをﾘｽﾀｰﾄします。 

 書式  void system_restart(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  system_restart(); 

 戻り値  無し 

 備考  POR ﾙｰﾁﾝへｼﾞｬﾝﾌﾟし、ｼｽﾃﾑをﾘｽﾀｰﾄします。 

 参照  shut_down 
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2.1.2 POR (Power On Reset) 
ﾘｾｯﾄ後、下記に列挙するﾊｰﾄﾞｳｪｱ, ﾒﾓﾘﾊﾞｯﾌｧ, ﾊﾟﾗﾒｰﾀなどの初期化を行う POR ﾙｰﾁﾝが実行されます。 
C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開始ﾎﾟｲﾝﾄとなる main 関数が必ず 1 つ存在しなければいけません。上記の POR ﾙｰﾁﾝ

による初期化処理が終了した時点で、main 関数へ制御が移ります。 

COM ﾎﾟｰﾄ  
全て無効となります。 

ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 
全て無効となります。 

ｷｰﾊﾟｯﾄﾞｽｷｬﾆﾝｸﾞ 
有効です。 

LCD ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 
LCD ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲは初期化/ｸﾘｱされ、ｶｰｿﾙ位置は画面左上(0,0)となります。 
 ｺﾝﾄﾗｽﾄ : Level 4 

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ  
以下の値で初期化されます。 
 継続時間 20 秒 
 光度  Level 2 (= BKLIT_LO) 
 陰影効果 有効 (8200/8400 ｼﾘｰｽﾞでは BKLIT_SHADE_LO) 

LED 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 (8200/8400 ｼﾘｰｽﾞでは LDE_SYSTEM_CTRL)にﾘｾｯﾄされます。 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ 
初期化されます。 

ﾌﾞｻﾞｰ音量 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ値 (= HIGH_ V0L)にﾘｾｯﾄされます。 

USB 充電電流(8200/8400 ｼﾘｰｽﾞのみ) 
500mA にﾘｾｯﾄされます。 

その他 
ｽﾀｯｸｴﾘｱ及びﾊﾟﾗﾒｰﾀが初期化されます。 

    17  



 

 

2.1.3 ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 
下記に列挙する幾つかのｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数が定義されています。 
 
ｼｽﾃﾑﾀｲﾏｰ変数 sys_msec と sys_sec は、電源ｵﾝ時に 0 にﾘｾｯﾄされ、ﾀｲﾏｰ割り込みにより自動的に更新されます。

ｼｽﾃﾑﾀｲﾏｰ変数に値を書込んではいけません。 

 extern volatile unsigned long sys_msec;      /* 5ﾐﾘ秒 単位 */ 
extern volatile unsigned long sys_sec;      /* 1秒 単位 */ 
 

extern unsigned int AUTO_OFF;      /* 1秒 単位 */ 

自動的に電源ｵﾌする迄の時間を秒単位で設定します。ここで設定された秒数、何の操作もされなかった場合、自

動的に電源がｵﾌされます。この機能を無効にしたい場合は、0 を設定します。 

extern unsigned int POWER_ON; 
電源ｵﾝした時の動作を POWERON_RESUME(ﾚｼﾞｭｰﾑ) 又は POWERON_RESTART(ﾘｽﾀｰﾄ)の何れかに設定します。

ﾃﾞﾌｫﾙﾄは、POWERON_RESUME(ﾚｼﾞｭｰﾑ)です。但し、POWERON_RESUME(ﾚｼﾞｭｰﾑ)に設定した場合でも、ﾒｲﾝ

ﾊﾞｯﾃﾘ交換を行った場合やｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰを起動した場合は、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾘｽﾀｰﾄされます。 

extern const int  SYSTEM_BEEP[]; 
ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰに入った時の BEEP 音の周波数と鳴動時間をﾍﾟｱ設定します。次のようにｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞすることで使用でき

ます。 

on_beeper(SYSTEM_BEEP); 

extern unsigned int BKLIT_TIMEOUT;     /* 1秒 単位 */ 

LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄの継続時間を秒単位で設定します。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは 20 秒です。 

extern long  AIMING_TIMEOUT;     /* 5ﾐﾘ秒 単位 */ 

ｽｷｬﾅが Aiming ﾓｰﾄﾞのときの照準時間を 5 ﾐﾘ秒単位で設定します。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは 200(=1 秒)です。0 は設定できません。 

extern int  IrDA_Timeout;        8000,8300,8500 
IrDA 接続のﾀｲﾑｱｳﾄ値を 1(3 秒)~8(40 秒)の範囲内で設定します。ここで設定された時間内に IrDA ﾃﾞﾊﾞｲｽとの接続

を確立できなければ、ｼｽﾃﾑは接続ﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝを中止します。下記の範囲内で設定が可能です。 
1 3 秒(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 5 20 秒 
2 8 秒 6 25 秒 
3 12 秒 7 30 秒 
4 16 秒 8 40 秒 

extern int  BC_X, BC_Y; 
ﾊﾞｯﾃﾘｱｲｺﾝの表示座標を設定します。 
 8000 ｼﾘｰｽﾞ:  ﾃﾞﾌｫﾙﾄは(96,51) 
 8300 ｼﾘｰｽﾞ:  ﾃﾞﾌｫﾙﾄは(120,51) 
 8200/8400 ｼﾘｰｽﾞ: ﾃﾞﾌｫﾙﾄは(144,152) 
 8500/8700 ｼﾘｰｽﾞ: ﾃﾞﾌｫﾙﾄは(144,152) 

extern int  KEY_CLICK[4]; 
この配列変数には、ｻｳﾝﾄﾞ周波数と鳴動時間をﾍﾟｱで設定します。例えば、下記のように on_beeper 関数をｺｰﾙす

ると、ｷｰｸﾘｯｸ音と同じｻｳﾝﾄﾞ音を鳴動することができます。 

on_beeper(KEY_CLICK); 
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extern unsigned char WakeUp_Event_Mask; 
この配列変数には、ｻｳﾝﾄﾞ周波数と鳴動時間をﾍﾟｱで設定します。例えば、下記のように on_beeper 関数をｺｰﾙす

ると、ｷｰｸﾘｯｸ音と同じｻｳﾝﾄﾞ音を鳴動することができます。 
8000 ｼﾘｰｽﾞ PwrKey_WakeUp 電源ｷｰが押された時 

Alarm_WakeUp ｾｯﾄされた時刻になった時 
8300 ｼﾘｰｽﾞ Wedge_WakeUp ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞｹｰﾌﾞﾙが接続された時 

RS232_WakeUp RS232C ｹｰﾌﾞﾙが接続された時 
Charging_WakeUp 充電が開始された時 
ChargeDone_WakeUp 充電が完了した時 

8400 ｼﾘｰｽﾞ USB_WakeUp USB ｹｰﾌﾞﾙが接続された時 
RS232RXD_WakeUp RS232 ｹｰﾌﾞﾙでﾃﾞｰﾀを受信した時 
RS232_WakeUp RS232C ｹｰﾌﾞﾙが接続された時 
Charging_WakeUp 充電が開始された時 
ChargeDone_WakeUp 充電が完了した時 
PwrKey_WakeUp 電源ｷｰが押された時 
Alarm_WakeUp ｾｯﾄされた時刻になった時 

8500 ｼﾘｰｽﾞ Charging_WakeUp 充電が開始された時 
ChargeDone_WakeUp 充電が完了した時 

8200,8700 ｼﾘｰｽﾞ USB_WakeUp USB ｹｰﾌﾞﾙが接続された時 
RS232_WakeUp RS232C ｹｰﾌﾞﾙが接続された時 
Charging_WakeUp 充電が開始された時 
ChargeDone_WakeUp 充電が完了した時 
PwrKey_WakeUp 電源ｷｰが押された時 
Alarm_WakeUp ｾｯﾄされた時刻になった時 

例) 
WakeUp_Event_Mask = RS232_WakeUp | Charging_WakeUp; 

// RS232C ｹｰﾌﾞﾙが接続されるか、充電が開始された時にｳｪｲｸｱｯﾌﾟ 

extern char  ProgVersion[16]; 
この配列変数には、ﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を設定します。ここで設定したﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報は、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰの 
｢Information｣で表示されます。C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内で、下記のように宣言して、ｼｽﾃﾑのﾃﾞﾌｫﾙﾄ値を上書きしてください。 
char ProgVersion[16] = "Power AP 1.00"; 

    19  



 

 

2.1.4 ｼｽﾃﾑ情報 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの構成についての情報を取得するための関数です。 

DeviceType 
 目的  ﾊｰﾄﾞｳｪｱのﾓｼﾞｭｰﾙ構成情報を取得します。 

 書式  void *DeviceType(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("DEV : %s - % 01d", DeviceType(), KeypadLayout()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 

 備考  ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟの情報は、「xxxx」のﾌｫｰﾏｯﾄで表示されます。各要素は 0 から 9 まで数字で表

されます。 
8000 ｼﾘｰｽﾞ 0xxx ﾘｰﾀﾞなし 

1xxx CCD ｽｷｬﾅ 
2xxx ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ 
x0xx ﾜｲﾔﾚｽﾓｼﾞｭｰﾙなし 
x4xx 802.11b/g 
x5xx Bluetooth 
x6xx 音響ｶﾌﾟﾗ 
xx0x 単 4 ｱﾙｶﾘ電池 
xx1x ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池 

8200 ｼﾘｰｽﾞ 0xxx ﾘｰﾀﾞなし 
1xxx CCD ｽｷｬﾅ 
2xxx ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ 
3xxx 2 次元ｽｷｬﾅ 
x0xx ﾜｲﾔﾚｽﾓｼﾞｭｰﾙなし 
x5xx Bluetooth 
x8xx 802.11b/g + Bluetooth 

8300 ｼﾘｰｽﾞ 0xxx ﾘｰﾀﾞなし 
1xxx CCD ｽｷｬﾅ(H/W ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 4.0 以外) 
2xxx ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ 

CCD ｽｷｬﾅまたはﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ(H/W ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 4.0) 
4xxx ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ 
x0xx ﾜｲﾔﾚｽﾓｼﾞｭｰﾙなし 
x1xx 433MHz 無線 
x2xx 2.4GHz 無線 
x4xx 802.11b/g 
x5xx Bluetooth 
x6xx 音響ｶﾌﾟﾗ 
xx0x RFID 非対応 
xx1x RFID 対応 
xxx0 なし 
xxx1 CCD ｽｷｬﾅ(H/W ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 4.0 のみ) 

H/W ﾊﾞｰｼﾞｮﾝが 4.0 の場合、先頭桁が”2”のとき、ｽｷｬﾅ種別は CCD またはﾚｰｻﾞｰとなりま

す。このとき最終桁が”1”なら CCD、”0”ならﾚｰｻﾞｰとなります。 
8400 ｼﾘｰｽﾞ 0xxx ﾘｰﾀﾞなし 

1xxx CCD ｽｷｬﾅ 
2xxx ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ 
3xxx 2 次元ｽｷｬﾅ 
x4xx 802.11b/g + Bluetooth 
x5xx Bluetooth のみ 

8500 ｼﾘｰｽﾞ 0xxx ﾘｰﾀﾞなし 
1xxx CCD ｽｷｬﾅ 
2xxx ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ 
3xxx 2 次元ｽｷｬﾅ 
4xxx ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ 
5xxx ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ 
x4xx 802.11b/g + Bluetooth 
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x5xx Bluetooth のみ 
xx0x RFID 非対応 
xx1x RFID 対応 

8700 ｼﾘｰｽﾞ 0xxx ﾘｰﾀﾞなし 
1xxx CCD ｽｷｬﾅ 
2xxx ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ 
3xxx 2 次元ｽｷｬﾅ 
4xxx ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ 
x3xx 3.5G 通信 
x4xx 802.11b/g + Bluetooth 
x5xx Bluetooth のみ 
x7xx 802.11b/g + 3.5G 通信 + Bluetooth 
xx0x RFID 非対応 
xx1x RFID 対応 
xx2x GPS 

 参照  KeypadLayout 

BootloaderVersion          8200 
 目的  ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を取得します。 

 書式  void *BootloaderVersion(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("BL : %s", BootloaderVersion()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 

 参照  LibraryVersion 

FontVersion 
 目的  ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を取得します。 

 書式  void *FontVersion(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("FONT : %s", FontVersion()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 

 参照  CheckFont 

GetRFmode 
 目的  ｲﾝｽﾄｰﾙされている RF ﾓｼﾞｭｰﾙを取得します。 

 書式  int GetRFmode(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  GetRFmode(); 

 戻り値  ｲﾝｽﾄｰﾙされている RF ﾓｼﾞｭｰﾙに応じた値(0～8)を返します。 

 備考  各状態と戻り値は次の通りです。    
0x00 NO_RF_MODEL (8000,8200,8300) 
0x01 MODE_433M 廃止 
0x02 MODE_24G 廃止 
0x03 MODE_GSMGPRS (8780) 
0x04 MODE_802DOT11 (8071,8370,8470,8570,8770) 
0x05 MODE_BLUETOOTH (8062,8260,8362,8400,8500,8700) 
0x06 MODE_ACOUSTIC (8020,8021) 
0x07 MODE_802DOT11_GSM (8790) 
0x08 MODE_802DOT11_BT (8230,8330) 
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HardwareVersion 
 目的  ﾊｰﾄﾞｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を取得します。 

 書式  void *HardwareVersion(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("H/W : %s", HardwareVersion()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 

KernelVersion 

 目的  ｶｰﾈﾙのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を取得します。 

 書式  void *KernelVersion(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("KNL : %s", KernelVersion()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 

KeeypadLayout 

 目的  ｷｰﾊﾟｯﾄﾞのﾚｲｱｳﾄ情報を取得します。 

 書式  int KeypadLayout(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("DEV : %s - % 01d", DeviceType(), KeypadLayout()); 

 戻り値  ｷｰﾊﾟｯﾄﾞのﾚｲｱｳﾄ情報 
8000 0 (21-key) 
8200 0 (24-key) 
8300 0 (24-key) , 1 (39-key) 
8400 0 (29-key) , 1 (39-key) 
8500 0 (24-key) , 1 (44-key Type I) , 2 (44-key Type II [44-TE-key]) 
8700 0 (24-key) , 1 (44-key Type II [44-TE-key]) 

LibraryVersion 

 目的  ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を取得します。 

 書式  void *LibraryVersion(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("LIB : %s", LibraryVersion()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 
8000 標準関数(8000lib.lib)ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
8200 標準関数(8200lib.lib)ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
8300 標準関数(8300lib.lib)ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
8400 標準関数(8400lib.lib)ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
8500 標準関数(8500lib.lib)ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
8700 標準関数(8700lib.lib)ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

 参照  BootloaderVersion, NetVersion 

ManufactureDate 

 目的  製造年月日を取得します。 

 書式  void * ManufacturingDate(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("MDATE : %s", ManufacturingDate()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 
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NetVersion 

 目的  外部ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を取得します。 

 書式  void *NetVersion(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("NetLIB : %s", NetVersion()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 

 備考  外部ﾗｲﾌﾞﾗﾘがある場合はそのﾗｲﾌﾞﾗﾘの、なければ専用ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を返します。 
 外部ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 専用ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 
8000 80PPP.lib, 80NEP.lib, 80WLAN.lib 8000lib.lib 
8200  8200lib.lib 
8300 83PPP.lib, 83NEP.lib, 83WLAN.lib 8300lib.lib 
8400 84PPP.lib, 84WLAN.lib 8400lib.lib 
8500  8500lib.lib 
8700 87PPP.lib, 87WLAN.lib 8700lib.lib 

 参照  DeviceType, LibraryVersion, PPPVersion 

OriginalSerialNumber 

 目的  ｵﾘｼﾞﾅﾙｼﾘｱﾙ番号を取得します。 

 書式  void * OriginalSerialNumber(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("S/N : %s", OriginalSerialNumber()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 

 備考  ｵﾘｼﾞﾅﾙｼﾘｱﾙ番号が「???」の場合、ｼﾘｱﾙ番号が変更されていないことを意味します。 

 参照  SerialNumber 

PPPVersion            8000,8300,8400 

 目的  外部 PPP ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を取得します。 

 書式  void *PPPVersion(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("PPPLIB : %s", PPPVersion()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 

 備考  外部ﾗｲﾌﾞﾗﾘがある場合はそのﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を返し、なければ NONE を返します。 
 外部 PPP ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 専用ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 
8000 80PPP.lib, 80NEP.lib, 80WLAN.lib 8000lib.lib 
8300 83PPP.lib, 83NEP.lib, 83WLAN.lib 8300lib.lib 
8400 84PPP.lib, 84WLAN.lib 8400lib.lib 

 参照  DeviceType, LibraryVersion, NetVersion 

RFIDVersion            8300,8500,8700 

 目的  RFID のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を取得します。 

 書式  void *RFIDVersion(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("RFID : V%s", RFIDVersion()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 

 参照  DeviceType 
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SerialNumber 

 目的  現在のｼﾘｱﾙ番号を取得します。 

 書式  void *SerialNumber(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  prints("S/N : %s", SerialNumber()); 

 戻り値  該当情報のﾎﾟｲﾝﾀ 

 参照  OriginalSerialNumber 
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2.1.5 ｾｷｭﾘﾃｨ関数 
ここでは、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰをﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ保護する際に使用するｾｷｭﾘﾃｨ関数の説明を行います。尚、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの設定は、ｼｽﾃﾑ

ﾒﾆｭｰからも行うことができます。 

CheckPasswordActive 
 目的  ｼｽﾃﾑﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが有効であるかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int CheckPasswordActive(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (CheckPasswordActive()) 
       printf (“Please input password:”); 

 戻り値  0 =無効, 1 =有効 

 備考  ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは無効になっています。 

CheckSysPassword 
 目的  引数で与えられた文字列がﾊﾟｽﾜｰﾄﾞと一致するかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int ChechSysPassword(const char *psw); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if ( !ChechSysPassword(szInput) ) 
       printf(“Password incorrect !!!”); 

 戻り値  0 = 不一致, 1 = 一致 

 備考  引数で与えられた文字列がﾊﾟｽﾜｰﾄﾞと一致するかをﾁｪｯｸします。この関数は、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを同

じﾊﾟｽﾜｰﾄﾞで保護したい場合などに使用することができます。 

InputPassword 
 目的  ﾕｰｻﾞｰにﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力を求めます。 

 書式  int InputPassword(char *psw); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  char szPsw[10]; 
   printf (“Input password:”); 
   if ( InputPassword (szPsw) ) 
        if ( !ChechSysPassword (szPsw) ) 
             printf (“Illegal password!”); 

 戻り値  1 = ﾕｰｻﾞｰが ENTER ｷｰで入力を確定, 0 = ﾕｰｻﾞｰが ESC ｷｰで入力をｷｬﾝｾﾙ 

 備考  ﾕｰｻﾞｰにﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ入力を求める簡易入力関数です。入力された文字は、ｱｽﾀﾘｽｸ(*)でｴｺｰ表示

されます。 

SaveSysPassword 
 目的  ｼｽﾃﾑﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを保存(変更)します。 

 書式  int SaveSysPassword(const char *psw); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SaveSysPassword(“12345”); 

 戻り値  1 = 正常終了, 0 =  ｼｽﾃﾑﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが 8 文字を超えている 

 備考  ｼｽﾃﾑﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを保存(変更)します。但し、引数で指定するｼｽﾃﾑﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは 8 文字以内の文字

列でなければいけません。 
 Null を指定した場合は、ｼｽﾃﾑﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは無効に設定されます。 
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2.1.6 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬ 
ｶｰﾈﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの一部であるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬは、複数のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.shx)を管理することができます。 

ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬ) 
LoadProgram()をｺｰﾙすることにより、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを複数ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。 
 8000/8300/8500 ｼﾘｰｽﾞは 6 つまでﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。 
 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞは 7 つまでﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。 
ActivateProgram()をｺｰﾙすることで、それらのうちの１つのみをｱｸﾃｨﾌﾞな状態にすることができます。ｱｸﾃｨﾌﾞな

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは電源を入れることで起動します。 

SRAM(ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ) 
同様に DowmLoadProgram()をｺｰﾙすることで、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞで

きるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの数は、SRAM またはﾒﾓﾘｶｰﾄﾞのｻｲｽﾞによります。ただし、上限は 253 となっています。

ProgVersion[]に実行ﾌｧｲﾙ名が設定されていれば、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ後にﾃﾞﾌｫﾙﾄのﾌｧｲﾙ名として表示されます。設定されて

ない場合は、”UNKOWN”と表示されます。ﾌｧｲﾙ名は必要に応じて変更できます。 
 ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは UpdateBank()をｺｰﾙすることで、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬ(ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ)にﾛｰﾄﾞすることができます。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・ﾊﾞｰｼﾞｮﾝと同様、ﾌｧｲﾙ名もﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬに従ってｺﾋﾟｰされます。その後、ActivateProgram()をｺｰﾙす

ることでｱｸﾃｨﾌﾞな状態にすることができます。 
また、ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、UpdateUser()を呼ぶことで直接ｱｸﾃｨﾌﾞな状態にすることもできます。 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬﾒﾆｭｰ 
 Download 

LoadProgram()と同等の処理となります。 
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ方法の選択は、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの種類によって異なります。画面は 8500 ｼﾘｰｽﾞのものです。8300 ｼﾘｰｽﾞ

の場合、Direct RS-232、Cradle-IR、IrDA からの選択となります。8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞの場合、RS-232、

USB Virtual COM、Bluetooth、SD Card からの選択となります。 

 
 
 Activate 

ActivateProgram()と同等の処理となります。 
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 Upload 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬﾒﾆｭｰでは、ﾕｰｻﾞｰが別のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙまたはﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞすることができま

す。”Upload”を選択した後、1 つのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞするか、すべてのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞするかを選択しま

す。 
ただし、ProgVersion[]に設定されているﾌｧｲﾙ名の先頭に”#”が付いている場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがﾌﾟﾛﾃｸﾄされているこ

とを意味し、ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞすることはできません。 

ActivateProgram 
 目的  指定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｱｸﾃｨﾌﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに設定します。 

 書式  void ActivateProgram(int Prog, int mode); 

 引数  int Prog 
1～6 最大 6 つまで ｱｸﾃｨﾌﾞに設定するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱの番号 

(8000/8200/8300/8700 ｼﾘｰｽﾞ) 
1～7 最大 7 つまで ｱｸﾃｨﾌﾞに設定するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱの番号(8400 ｼﾘｰｽﾞ) 

   int mode 
0 KEEP_FILE_SYSTEM ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの元の状態を保持 
1 CLEAR_FILE_SYSTEM ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの元の状態をｸﾘｱ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  ActivateProgram(3, KEEP_FILE_SYSTEM); 
      // make program #3 become active and keep the file system 

 戻り値  無し 

 備考  指定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｱｸﾃｨﾌﾞｴﾘｱにｺﾋﾟｰし、そのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｱｸﾃｨﾌﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに設定します。 
 ｱｸﾃｨﾌﾞｴﾘｱに常駐していた前のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで上書きされます。 
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ更新中はｼｽﾃﾑ保護のため、電源ｷｰが無効となります。 
 成功すれば直ちに新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｱｸﾃｨﾌﾞに設定されます。失敗していれば元のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

の次の処理が実行されています。 

 参照  DeleteBank, LoadProgram, ProgramManager, ProgramManager 

DeleteBank 
 目的  指定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱのﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.shx)をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬ(ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ)から削除します。 

 書式  int DeleteBank(int slot); 

 引数  int slot 
1～6 最大 6 つまで 削除するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱの番号(8000/8200/8300/8700 ｼﾘｰｽﾞ) 
1～7 最大 7 つまで 削除するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱの番号(8400 ｼﾘｰｽﾞ) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (DeleteBank(1)) 
    Printf(“Delete OK”); 
   else 
    printf(“Delete NG”); 

 戻り値  0 =失敗, 1 =成功 

 参照  ActivateProgram, LoadProgram, UpdateBank 
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DownLoadProgram 
 目的  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ(SRAM)にﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(*.SHX) をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 

 書式  int DownLoadProgram(char *filename, int comport, int baudrate); 

 引数  char *filename 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾌｧｲﾙ名が格納された変数のﾎﾟｲﾝﾀ 
 ﾌｧｲﾙ名は最大 8 文字まで、null 文字を含むことはできません。 
 ﾌｧｲﾙ名が既存のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと同じ場合、処理に失敗します。 

   int comport 
1 or 2 or 5 COM ﾎﾟｰﾄの番号 

(COM5 は 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞのみ対応) 
   int baudrate 

BAUD_115200 
BAUD_76800 
BAUD_57600 
BAUD_38400 
BAUD_19200 
BAUD_9600 
BAUD_4800 
BAUD_2400 

ﾎﾞｰﾚｰﾄ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = DownLoadProgram(filename_buffer, 1, BAUD_115200); 
    // download user program via COM1 at 115200 bps and retuen file name to 

filename_buffer 

 戻り値  0 =失敗, 1 =成功, -1=異常終了 

 備考  8300 ｼﾘｰｽﾞでは、この処理をｺｰﾙする前に Direct RS-232 なら SetCommType(1,0)、
Cradle-IR なら SetCommType(1,2)のように、指定するﾎﾟｰﾄの通信ﾀｲﾌﾟを設定する必要が

あります。 
 IrDA によるﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞはこの関数ではなく Loadprogram()で行います。 

 参照  UpdateBank, UpdateUser 

LoadProgram 
 目的  指定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱにﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ (*.SHX) をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 

 書式  void LoadProgram(int Prog); 

 引数  int Prog 
1～6 最大 6 つまで ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱの番号(8000/8200/8300/8700) 
1～7 最大 7 つまで ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱの番号(8400) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  LoadProgram(3);  /* ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱ 3 にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします */  

 戻り値  無し 

 備考  この関数をｺｰﾙすると、ｼｽﾃﾑは指定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱにﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするため、ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞにｼﾞｬﾝﾌﾟします。 

 参照  ActivateProgram, DeleteBank, ProgramInfo, ProgramManager 
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ProgramInfo 
 目的  指定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱにあるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの情報をﾘｽﾄｱｯﾌﾟします。 

 書式  int ProgramInfo (int slot, char *programtype, char *programname); 

 引数  int slot 
1～6 最大 6 つまで ﾘｽﾄｱｯﾌﾟするﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱの番号(8000/8200/8300/8700) 
1～7 最大 7 つまで ﾘｽﾄｱｯﾌﾟするﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱの番号(8400) 

   char *programtype 
取得したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ種別を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

   char *programname 
取得したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = ProgramInfo (2, typebuffer, namebuffer); 

 戻り値  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが占有しているﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸｻｲｽﾞを K ﾊﾞｲﾄ単位で返します。0 は指定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱにﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑがないことを意味します。 

 備考  指定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱにあるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｻｲｽﾞとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ種別をﾁｪｯｸします。 
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが占有しているﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸｻｲｽﾞはｷﾛﾊﾞｲﾄ単位で返します。 
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬで表示されるものと同じものが表示されます。 
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ種別はｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ小文字で格納されます。”c”は C ﾌﾟﾛﾌﾞﾗﾑ、”b”ﾍﾞｰｼｯｸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、”f”

はﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙを意味します。 
 1 ﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸは、64K ﾊﾞｲﾄのため、戻り値は、64, 128, 192 … となります。 

 参照  ActivateProgram, LoadProgram, ProgramManager 

ProgramManager 
 目的  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬﾒﾆｭｰを表示します。 

 書式  void ProgramManager(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  ProgramManager();    /* ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬﾒﾆｭｰへｼﾞｬﾝﾌﾟ */  

 戻り値  無し 

 備考  この関数をｺｰﾙすると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行は中断され、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬへ処理が移ります。 

 参照  ActivateProgram, LoadProgram, ProgramInfo 
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UpdateBank 
 目的  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ(SRAM または SD)にあるﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.shx または .bin)をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬ(ﾌﾗｯｼｭﾒ

ﾓﾘ)にｺﾋﾟｰします。 

 書式  int UpdateBank(const char *filename); 

 引数  char *filename 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = UpdateBank(“PlayTest”);  // update bank via a file in SRAM 
   val = UpdateBank("A:\\PlayTest"); // update bank via a file on SD card 

 戻り値  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱの番号(8000/8200/8300/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞは 1～6、8400 ｼﾘｰｽﾞは 1～7) 
   失敗した場合、ｴﾗｰ原因の値を返します。 

-1 ﾌｧｲﾙを開くのに失敗した 
-2 ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ不正 
-3 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱ番号に空きがない 
-4 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに十分な空き容量がない 
-5 元ﾌｧｲﾙからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺｰﾄﾞを読めなかった 
-6 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに消去/書込みに失敗した 

 備考  以下の制約があります。 
 SRAM にあるﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名は 8 ﾊﾞｲﾄまでです。null 文字は使用できません。 
 指定されたﾌｧｲﾙ名がﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ中の既存のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名と同じ場合、ﾌｧｲﾙは上書きされま

す。ﾌｧｲﾙ名が異なる場合は、自動的に割り当てられたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｴﾘｱに格納されます。 
 SD ｶｰﾄﾞは 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞのみ対応しています。ﾌｧｲﾙ名の先頭に”A:\\”のように A

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ上を指定すると SD ｶｰﾄﾞ上のﾌｧｲﾙとして処理されます。ﾌｧｲﾙﾊﾟｽについては

『2.16.2 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ』を参照してください。”ProgVersion”に設定されているﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報がﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ中の既存のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのものと同じ場合、ﾌｧｲﾙは上書きされま

す。SD ｶｰﾄﾞ上のﾌｧｲﾙ名ではないことに注意してください。 

 参照  DeleteBank, DownLoadProgram, UpdateUser 

UpdateBootloader          8200 
 目的  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ(SRAM または SD)にあるﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.shx または .bin)をﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ(ﾌﾗｯｼｭﾒﾓ

ﾘ)にｺﾋﾟｰし、ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを更新します。 

 書式  void UpdateBootloader(const char *filename, int mode, int remove); 

 引数  char *filename 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

   int mode 
0 KEEP_FILE_SYSTEM SRAM ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑを保持 
1 CLEAR_FILE_SYSTEM SRAM ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑをｸﾘｱ 

   int remove 
0  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはそのまま 
1  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを削除 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = UpdateBootLoader("8200B100", KEEP_FILE_SYSTEM, 0); 
    // update bootloader via a file in SRAM 
     val = UpdateBootLoader("A:\\8200B100", KEEP_FILE_SYSTEM, 0); 
    // update bootloader via a file on SD card 

 戻り値  更新成功すれば、ﾃﾞﾊﾞｲｽはﾘｽﾀｰﾄします。失敗した場合、ｴﾗｰ原因の値を返します。 
0 ﾌｧｲﾙがない 
1 不正なﾌｫｰﾏｯﾄ、またはﾌｧｲﾙの読込みに失敗 
2 現在のﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞよりﾊﾞｰｼﾞｮﾝが古い 

 備考  ﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞはできません。 
  SRAM にあるﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名は 8 ﾊﾞｲﾄまでです。null 文字は使用できません。 
  ﾌｧｲﾙ名の先頭に”A:\\”のように A ﾄﾞﾗｲﾌﾞ上を指定すると SD ｶｰﾄﾞ上のﾌｧｲﾙとして処理され

ます。 

 参照  DownLoadProgram, UpdateKernel, UpdateUser 
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UpdateKernel 
 目的  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ(SRAM または SD)にあるｶｰﾈﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.shx または .bin)をｶｰﾈﾙ(ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ)にｺﾋﾟｰ

し、ｶｰﾈﾙを更新します。 

 書式  void UpdateKernel(const char *filename, int mode, int remove); 

 引数  char *filename 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

   int mode 
0 KEEP_FILE_SYSTEM SRAM ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑを保持 
1 CLEAR_FILE_SYSTEM SRAM ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑをｸﾘｱ 

   int remove 
0  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはそのまま 
1  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを削除 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = UpdateBootLoader("8400K100", KEEP_FILE_SYSTEM, 0); 
    // update kernel via a file in SRAM 
     val = UpdateBootLoader("A:\\8400K100", KEEP_FILE_SYSTEM, 0); 
    // update kernel via a file on SD card 

 戻り値  更新成功すれば、ﾃﾞﾊﾞｲｽはﾘｽﾀｰﾄします。失敗した場合、ｴﾗｰ原因の値を返します。 
0 ﾌｧｲﾙがない 
1 ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ不正 
2 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに十分な空き容量がない 
3 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ書込みに失敗した 
4 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ読込みに失敗した 
5 現在のｶｰﾈﾙよりﾊﾞｰｼﾞｮﾝが古い 

 備考  以下の制約があります。 
 8200 ｼﾘｰｽﾞを除き、ﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞはできません。 
 8200 ｼﾘｰｽﾞを除き、ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに 125 の KB 以上の空きが必要です。 
 8200 ｼﾘｰｽﾞの場合、ﾌｧｲﾙが SD ｶｰﾄﾞ上にある場合、SRAM ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑに 1.5MB 以上の空

き容量が必要です。 
 SRAM にあるﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名は 8 ﾊﾞｲﾄまでです。null 文字は使用できません。 
 SD ｶｰﾄﾞは 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞのみ対応しています。ﾌｧｲﾙ名の先頭に”A:\\”のように A

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ上を指定すると SD ｶｰﾄﾞ上のﾌｧｲﾙとして処理されます。 

 参照  DownLoadProgram, UpdateBootLoader, UpdateUser 
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UpdateUser 
 目的  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ(SRAM または SD)からﾛｰﾄﾞされたﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(.shx または.bin)をｱｸﾃｨﾌﾞにしま

す。 

 書式  int UpdateUser(const char *file_name, int mode…); 

 引数  char *filename 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

   int mode 
0 KEEP_FILE_SYSTEM ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの元の状態を保持 
1 CLEAR_FILE_SYSTEM ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの元の状態をｸﾘｱ 

   int remove 
0  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはそのまま 
1  ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを削除 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = UpdateUser("PlayTest", KEEP_FILE_SYSTEM, 0); 
    // activate then program in SRAM, and keep the file system as well as this program 

     val = UpdateUser("A:\\PlayTest", KEEP_FILE_SYSTEM, 0); 
    // activate then program on SD card, and keep the file system as well as this program 

 戻り値  更新成功すれば、ﾃﾞﾊﾞｲｽはﾘｽﾀｰﾄします。失敗した場合、ｴﾗｰ原因の値を返します。 
0 ﾌｧｲﾙがない 
1 ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ不正 
2 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに十分な空き容量がない 
3 ﾌｧｲﾙ名の長さが既定以上 

 備考  UpdateUser(const char *file_name, int mode)、UpdateUser(const char *file_name, int 
mode, int remove)のどちらでもｺｰﾙできます。 

   ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑからﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ中のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬのｱｸﾃｨﾌﾞｴﾘｱに指定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを直接ｺﾋﾟｰし、ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑをｱｸﾃｨﾌﾞにします。元のﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑは引数により元の状態を保持、またはｸﾘｱされま

す。ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑが保持される場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑから削除されます。 
 SRAM にあるﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名は 8 ﾊﾞｲﾄまでです。null 文字は使用できません。 
 SD にあるﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名は 64 ﾊﾞｲﾄまでです。null 文字は使用できません。 
 ｱｸﾃｨﾌﾞｴﾘｱにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが存在する場合、新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに上書きされます。 
 SD ｶｰﾄﾞは 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞのみ対応しています。ﾌｧｲﾙ名の先頭に”A:\\”のように A

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ上を指定すると SD ｶｰﾄﾞ上のﾌｧｲﾙとして処理されます。 
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ更新中はｼｽﾃﾑ保護のため、電源ｷｰが無効となります。 
 成功すれば直ちに新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｱｸﾃｨﾌﾞに設定されます。失敗していれば元のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

の次の処理が実行されています。 

 参照  DownLoadProgram, UpdateBank 
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2.1.7 ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾓｰﾄﾞ 

DownloadPage 
 目的  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行を中止して、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞへｼﾞｬﾝﾌﾟします。 

 書式  void DownloadPage(void); 
   void DownloadPage(int detect, int comtype, int baudrate); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  open_com(1, 0x80); 
   DownloadPage(); 

 戻り値  無し 

 備考  ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾓｰﾄﾞにします。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ画面が表示され、ﾕｰｻﾞｰは通信ﾎﾟｰﾄとﾎﾞｰﾚｰ

ﾄを設定します。 
   引数を指定してｺｰﾙすることもできます。 

引数 1 detect NO_MENU 固定 
引数 2 comtype ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾀｲﾌﾟ、SetCommType 参照 
引数 3 baudrate ﾎﾞｰﾚｰﾄ、open_com 参照 

   (例) 
   DownloadPage (NO_MENU, COMM_DIRECT, BAUD_115200); 
   この方法で DownloadPage 関数をｺｰﾙした場合、ｼｽﾃﾑは｢Ready to download｣画面へｼﾞｬﾝ

ﾌﾟします。 
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2.1.8 ﾒﾆｭｰﾃﾞｻﾞｲﾝ 
SMENU および MENU 構造体は、各ﾓﾃﾞﾙのﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙで定義されています。ﾕｰｻﾞｰは MENU 構造体を設定し、

prc_menu をｺｰﾙするだけで階層ﾒﾆｭｰ形式のﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使用することができます。 

MENU 構造体 
 struct SMENU { 
  int total_entry; 
  int selected_entry; 
  int ReturnFlag; 
  char *title; 
  struct SMENU_ENTRY *entry_list[14]; 
 }; 
 typedef struct SMENU MENU; 

int total_entry ﾒﾆｭｰ項目数(1～14) 
int selected_entry 選択中ﾒﾆｭｰ番号(1～total_entry) 
int ReturnFlag 次ﾒﾆｭｰから処理が戻った場合の動作、1 = 続行, 0 = 終了 
char *title ﾒﾆｭｰﾀｲﾄﾙ 
struct SMENU_ENTRY *entry_list[14] MENU_ENTRY 構造体参照 

MENU_ENTRY 構造体 
 struct SMENU_ENTRY { 
  int text_x; 
  int text_y; 
  char *text; 
  void (*func)(void); 
  struct SMENU *sub_menu; 
 }; 
 typedef struct SMENU_ENTRY MENU_ENTRY; 

int text_x ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ項目の X 座標 
int text_y ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ項目の Y 座標 
char *text ｻﾌﾞﾒﾆｭｰ項目のﾀｲﾄﾙ 
void (*func)(void) 選択されたときに実行する関数へのﾎﾟｲﾝﾀ 
struct SMENU *sub_menu 選択されたときに実行するｻﾌﾞﾒﾆｭｰへのﾎﾟｲﾝﾀ 
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prc_menu 

 目的  ﾒﾆｭｰ選択ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを生成します。 

 書式  int prc_menu (MENU *menu); 

 引数  MENU *menu 
SMENU および MENU 構造体は、各ﾓﾃﾞﾙのﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙで定義されています。ﾕｰｻﾞｰは MENU
構造体を設定し、prc_menu をｺｰﾙするだけで階層ﾒﾆｭｰ形式のﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使用するこ

とができます。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  // declare the MENU_ENTRY before the Menu reference 
   MENU_ENTRY Collect; 
   MENU_ENTRY Upload; 
   MENU_ENTRY Download; 
   MENU MyMenu = {3, 1, 0, "My menu", {&Collect, &Upload, &Download}}; 
    
   // declare function before the MENU_ENTRY reference 
   Void FuncCollect (void); 
   Void FuncUpload (void); 
   Void FuncDownload (void); 
   MENU_ENTRY Collect = {0, 1, "1. Collect", FuncCollect, 0}; 
   MENU_ENTRY Upload = {0, 2, "2. Upload", FuncUpload, 0}; 
   MENU_ENTRY Download = {0, 3, "3. Download", FuncDownload, 0}; 
    
   Void FuncCollect (void) 
           { 
           /* この関数の処理ｺｰﾄﾞを記述 */ 
           } 
   Void FuncUpload (void) 
           { 
           /* この関数の処理ｺｰﾄﾞを記述 */ 
           } 
   Void FuncDownload (void) 
           { 
           /* この関数の処理ｺｰﾄﾞを記述 */ 
           } 
   Void main (void) 
   { 
    // start_menu 
    clr_scr(); 
    gotoxy(0,0); 
    while(1) 
    { 
     prc_menu (&MyMenu); /* MyMenu ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを生成*/ 
     ・・・ 
    } 
   } 

 戻り値  MENU 構造体の ReturnFlag が 1 の場合、1 が戻ります。ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝを中止で ESC ｷｰが押さ

れた場合は、0 が戻ります。 

 備考  ﾕｰｻﾞｰ定義ﾒﾆｭｰを生成します。上下ｷｰ、ENT ｷｰに加えて、ｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰでの操作が提供され

ます。各項目ﾀｲﾄﾙの 1 文字目は、はｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰとして扱われます。上記の例において、1、

2、3 は、それぞれの項目のｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰとなります。すなわち、[1]を押すと”Collect”の処理

に入ります。ﾒﾆｭｰ項目の文字列の長さが画面 1 行分を超えている場合、一定間隔で分割し

て表示されます。 
 8500/8700 ｼﾘｰｽﾞはﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝに対応しています。すなわち、項目にﾀｯﾁすることで選択す

ることができます。ﾒﾆｭｰが複数ﾍﾟｰｼﾞにわたる場合、最初のﾍﾟｰｼﾞ以外の毎ﾍﾟｰｼﾞの最終

行に「ﾍﾟｰｼﾞ・ｱｯﾌﾟ」ｱｲｺﾝが表示されます。 

 参照  GetMenuPauseTime, SetMenuPauseTime 
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GetMenuPauseTime 
 目的  ﾒﾆｭｰ項目の文字列の長さが画面 1 行分を超えている場合に、分割表示する間隔を取得しま

す。 

 書式  unsigned long GetMenuPauseTime(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  interval = GetMenuPauseTime();  

 戻り値  分割表示する間隔(5msec 単位) 

 参照  prc_menu 

SetMenuPauseTime 
 目的  ﾒﾆｭｰ項目の文字列の長さが画面 1 行分を超えている場合に、分割表示する間隔を設定しま

す。 

 書式  void SetMenuPauseTime(unsigned long time); 

 引数  unsigned long time 
分割表示する間隔(5msec 単位) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetMenuPauseTime(200); // set display interval to 1 second  

 戻り値  なし 

 備考  画面ｻｲｽﾞやﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞによってﾒﾆｭｰ項目の文字列が 1 行で表示できる長さが変わってきま

す。ﾒﾆｭｰ項目の文字列の長さが画面 1 行分を超えている場合は分割して表示されます。そ

れら分割表示される各文字列の表示間隔を設定します。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは 2 秒となっています。 

 参照  prc_menu 
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2.2 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞﾓｼﾞｭｰﾙは下記にあるような多くのｽｷｬﾅが用意されています。 
ｽｷｬﾝｴﾝｼﾞﾝ：”○”は対応機種あり 8000 8200 8300 8400 8500 8700 
1D CCD ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

標準ﾚｰｻﾞｰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ － － ○ － ○ ○ 
ｴｸｽﾄﾗﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ (ELR) － － － － ○ － 

2D 2 次元ｲﾒｰｼﾞｬ － ○ － ○ ○ ○ 
 

2.2.1 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読取り 
下記はﾊﾞｰｺｰﾄﾞを解読する処理と関係する 4 つのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数です。これらの変数はｼｽﾃﾑによって宣言されていま

すので、ﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはそれらを宣言する必要はありません。 

extern unsigned char  ScannerDesTbl[23];   // 8000 
     ScannerDesTbl[40];   // 8300 
     ScannerDesTbl[83];   // 8200,8400,8500,8700 
Decode()関数の動作はこの変数によって管理されます。 
 ScannerDesTbl の詳細については付録 1、2 を参照してください。 
 8200/8400/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、現状、ScannerDesTbl の最初の 43 ﾊﾞｲﾄのみが使用されていて、残りは予備

となっています。 
※ 2 次元、(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰのｽｷｬﾅの場合、ScannerDesTbl の設定変更を有効にするには、

ConfigureReader()をｺｰﾙする必要があります。 

extern char   CodeBuf[]; 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読取りに成功すると、読取ったﾃﾞｰﾀはこの変数に格納されます。 

extern char   CodeType; 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読取りに成功すると、読取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞの種別がこの変数に格納されます。 

extern char   CodeLen; 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読取りに成功すると、読取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞの長さがこの変数に格納されます。 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取りを有効にするにはまず InitScanner1()をｺｰﾙして、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄを初期化します。ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄを初期化後、

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内で Decode()をｺｰﾙし、ﾃﾞｺｰﾄﾞ処理を行います。 
 CCD、ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅの場合、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取りを行う際に利用する関数は、InitScanner1()、Decode()、 

HaltScanner1()の 3 つとなります。 
 2 次元、(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰのｽｷｬﾅの場合、ScannerDesTbl の設定変更を有効にするには、InitScanner1()を

ｺｰﾙする前に ConfigureReader()をｺｰﾙする必要があります。 

ConfigureReader        8200,8300,8400,8500,8700 
 目的  ScannerDesTbl 配列の設定変更を有効にします。 

 書式  int ConfigureReader(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  memcpy(ScannerDesTbl, DefaultSetting, sizeof(DefaultSetting)); 
   if (configureReader()) 
    printf("Set OK"); 
   else 
    printf("Set NG"); 

 戻り値  0 =失敗, 1 =成功 

 備考  2 次元、(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅの場合、ScannerDesTbl の新しい設定を有効にするに

は、この処理を実行する必要があります。 
   また、この処理は、InitScanner1 の前、HaltScanner1 の後に行う必要があります。 

 参照  ScannerDesTbl 
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Decode 
 目的  ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのﾃﾞｺｰﾄﾞを実行します。 

 書式  int Decode (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  while (1) { 
     if (Decode()) break; 
    } 

 戻り値  ﾃﾞｺｰﾄﾞに成功すると、読取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀの桁数(>0)を返し、ﾃﾞｺｰﾄﾞに成功していなけ

れば、0 を返します。 

 備考  ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄを InitScanner1()で初期化後、この Decode 関数をｺｰﾙしてﾊﾞｰｺｰﾄﾞのﾃﾞｺｰﾄﾞを行

います。 
 上記のｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例のように、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのﾃﾞｺｰﾄﾞが必要な場合は、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾙｰﾌﾟ内で

Decode 関数をｺｰﾙします。 
 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取りを長時間必要としない場合は、HaltScanner1()をｺｰﾙし、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄをｸﾛｰ

ｽﾞ処理することをお奨めします。 
 Decode 関数がﾃﾞｺｰﾄﾞに成功すると、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 CodeBuf[]に読取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰ

ﾀがｾｯﾄされます。また、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 CodeLen 及び CodeType にもそれぞれ、適

切な値がｾｯﾄされます。 

 参照  HaltScanner, InitScanner 

HaltScanner1 
 目的  ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄをｸﾛｰｽﾞします。 

 書式  void HaltScanner1 (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  HaltScanner1(); 

 戻り値  無し 

 備考  ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄをｸﾛｰｽﾞします。再度、ﾘｰﾀﾞを動作させたい場合は、InitScanner1()をｺｰﾙする必

要があります。 
 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取りを長時間必要としない場合は、HaltScanner1()をｺｰﾙし、ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄをｸﾛｰ

ｽﾞ処理することをお奨めします。 

 参照  Decode, InitScanner1 

InitScanner1 
 目的  ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄを初期化します。 

 書式  void InitScanner1(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  InitScanner1( ); 
   while (1) {  
    if (Decode( )) break; 
    } 

 戻り値  無し 

 備考  ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄは初期化後、使用可能となります。 

 参照  Decode, InitScanner1 
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2.2.2 CodeType 変数  
下記に CodeType 変数にｾｯﾄされ得るｷｬﾗｸﾀとそれに対応するﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙﾀｲﾌﾟを表に示します。 
※ CCD,ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅでは、ｺｰﾄﾞ変換処理が行われた時に元のｺｰﾄﾞ種別を格納するために OrgCodeType 変数が用意

されています。 

1 次元ｽｷｬﾅ用 CodeType 表 
文字ｺｰﾄﾞ ｷｬﾗｸﾀ ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙﾀｲﾌﾟ 対応ｽｷｬﾅ 
63 ? Coop 25 8000,8200,8300,8400,8700-CCD, ﾚｰｻﾞｰ 
64 @ ISBT 128 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
65 A Code 39 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
66 B Italian Pharmacode CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
67 C CIP 39 (French Pharmacode) CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
68 D Industrial 25 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
69 E Interleaved 25 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
70 F Matrix 25 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
71 G Codabar (NW7) CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
72 H Code 93 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
73 I Code 128 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
74 J UPC-E0 / UPC-E1 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
75 K UPC-E with Addon 2 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
76 L UPC-E with Addon 5 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
77 M EAN-8 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
78 N EAN-8 with Addon 2 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
79 O EAN-8 with Addon 5 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
80 P EAN-13 / UPC-A CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
81 Q EAN-13 with Addon 2 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
82 R EAN-13 with Addon 5 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
83 S MSI CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
84 T Plessey CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
85 U GS1-128 (EAN-128) CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
86 V 予備  
87 W 予備  
88 X 予備  
89 Y 予備  
90 Z Telepen CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
91 [ GS1 DataBar (RSS) CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
92 \ 予備  
93 ] 予備  
OrgCodeType 変数は、ｺｰﾄﾞ変換処理が行われた時に元のｺｰﾄﾞ種別を格納するために用意されています。 
例えば、「EAN-8→EAN-13 変換」が設定されている場合、EAN-8 のﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読取ると EAN-13 に変換されます。

このとき、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種別は EAN-13 で、元のﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種別は EAN-8 となります。 

OrgCodeType 表 
文字ｺｰﾄﾞ ｷｬﾗｸﾀ ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙﾀｲﾌﾟ 対応ｽｷｬﾅ 
65 A UPC-E CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
66 B UPC-E with Addon 2 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
67 C UPC-E with Addon 5 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
68 D EAN-8 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
69 E EAN-8 with Addon 2 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
70 F EAN-8 with Addon 5 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
71 G EAN-13 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
72 H EAN-13 with Addon 2 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
73 I EAN-13 with Addon 5 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
74 J UPC-A CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
75 K UPC-A with Addon 2 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
76 L UPC-A with Addon 5 CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
0 NUL 変換なし CCD,ﾚｰｻﾞｰ 
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2 次元ｽｷｬﾅ,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ用 CodeType 表 
文字ｺｰﾄﾞ ｷｬﾗｸﾀ ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙﾀｲﾌﾟ 対応ｽｷｬﾅ 
64 @ ISBT 128 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
65 A Code 39 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
66 B Italian Pharmacode 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
67 C なし  
68 D なし  
69 E Interleaved 25 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
70 F Matrix 25 8200,8400,8700-2 次元 
71 G Codabar (NW7) 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
72 H Code 93 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
73 I Code 128 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
74 J UPC-E0 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
75 K UPC-E with Addon 2 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
76 L UPC-E with Addon 5 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
77 M EAN-8 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
78 N EAN-8 with Addon 2 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
79 O EAN-8 with Addon 5 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
80 P EAN-13 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
81 Q EAN-13 with Addon 2 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
82 R EAN-13 with Addon 5 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
83 S MSI 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
84 T なし  
85 U GS1-128 (EAN-128) 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
86 V 予備  
87 W 予備  
88 X 予備  
89 Y 予備  
90 Z 予備  
91 [ GS1 DataBar Omnidirectional (RSS-14) 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
92 \ GS1 DataBar Limited (RSS Limited) 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
93 ] GS1 DataBar Expanded (RSS Expanded) 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
94 ^ UPC-A 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
95 _ UPC-A with Addon 2 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
96 ` UPC-A with Addon 5 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
97 a UPC-E1 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
98 b UPC-E1 with Addon 2 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
99 c UPC-E1 with Addon 5 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
100 d TLC-39  (TCIF Linked Code 39) 2 次元 
101 e Trioptic (Code 39) 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
102 f Bookland (ENA) 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
103 g Code 11 2 次元,8300,8700-ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
104 h Code 39 Full ASCII 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
105 i IATA(※) (25) 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
106 j Industrial 25 (Discrete 25) 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
107 k PDF417 2 次元 
108 l MicroPDF417 2 次元 
109 m Data Matrix 2 次元 
110 n Maxicode 2 次元 
111 o QR Code 2 次元 
112 p US Postnet 2 次元 
113 q US Planet 2 次元 
114 r UK Postal 2 次元 
115 s Japan Postal 2 次元 
116 t Australian Postal 2 次元 
117 u Dutch Postal 2 次元 
118 v Composite Code 2 次元 
119 w Macro PDF417 2 次元 
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120 x Macro MicroPDF417 2 次元 
121 y Chinese 25 8200,8400,8700-2 次元 
122 z Aztec 8200,8400,8700-2 次元 
123 { MicroQR 8200,8400,8700-2 次元 
124 | USPS 4CB / One Code / Intelligent Mail 8200,8400,8700-2 次元 
125 } UPU FICS Postal 8200,8400,8700-2 次元 
126 ~ Coupon Code 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰ 
※ IATA は国際航空運送協会(International Air Transport Association)の略称です。このﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種別は航空ﾁｹｯﾄで

使用されています。 
 

2.2.3 ｽｷｬﾅ設定ﾃｰﾌﾞﾙ変数  
符号なし配列の ScannerDesTable(=Scanner Description Table)は Decode 関数の動作を管理しています。

ScannerDesTable 変数の詳細は付録 1 にある 2 つの表を参照してください。 
 表 1 は CCD,ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ用、表 2 は 2 次元,(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ用です。 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ毎のﾊﾟﾗﾒｰﾀは付録 2 を参照してください。ｽｷｬﾅのﾊﾟﾗﾒｰﾀは付録 3 を参照してください。 
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2.3 RFID ﾘｰﾀﾞ 
8300/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞには、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞにｵﾌﾟｼｮﾝの RFID ﾘｰﾀﾞを付けることができます。 
 RFID を使用するには外部ﾗｲﾌﾞﾗﾘが必要です。 
 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成 必要なﾗｲﾌﾞﾗﾘ 
8300 8300 – ﾊﾞｯﾁ + RFID 83RFID.lib 

8370 – 802.11b/g + RFID 83WLAN.lib + 83RFID.lib 

RFID ﾘｰﾀﾞは、使用するﾀｸﾞによりますが、読取り/書込み処理をｻﾎﾟｰﾄしています。ISO 15693 Icode、ISO 
14443A および ISO 14443B をｻﾎﾟｰﾄしています。動作確認の結果は次の通りです。 
※ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするにあたり、RFID ﾀｸﾞの仕様を理解することをお勧めします。 
ﾀｸﾞ種別 UID のみ 読取り 書込み 
TAG_MifareISO14443A    
Mifare Standard 1K ○ ○ ○ 
Mifare Standard 4K ○ ○ ○ 
Mifare Standard Ultralight ○ ○ ○ 
Mifare DESFire ○ － － 
Mifare S50 ○ ○ ○ 
SLE44R35 ○ － － 
SLE66R35 ○ ○ ○ 
TAG_SR176    
SRIX 4K ○ ○ ○ 
SRIX176 ○ ○ ○ 
TAG_ISO15693    
ICODE SLI ○ ○ ○ 
SRF55V02P ○ － － 
SRF55V02S ○ － － 
SRF55V10P ○ － － 
TI Tag-it HF-I ○ ○ ○ 
TAG_ICODE    
ICODE ○ ○ ○ 
※ この結果は、RFID ﾓｼﾞｭｰﾙ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 1.0 でのものです。○はｻﾎﾟｰﾄありを意味します。RFIDVersion()を使用す

ることで、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を取得することができます。 
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2.3.1 ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM 
RFID ﾘｰﾀﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑは、COM ﾎﾟｰﾄに関する処理をｺｰﾙすることで実現されます。RFID のﾊﾞｰﾁｬﾙ

COM ﾎﾟｰﾄは COM4 に定義されています。 
 open_com(4, int) RFID COM ﾎﾟｰﾄを初期化、有効にします。(int は任意の値) 
 close_com(4)  RFID COM ﾎﾟｰﾄを切断、無効にします。 
 read_com(4, char*) RFID COM ﾎﾟｰﾄからｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを読取ります。 
 write_com(4, char*) RFID COM ﾎﾟｰﾄ経由でｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを書込みます。 

各関数の戻り値は次の通りです。 
関数 戻り値 
read_com(4, char*) -1 ﾀｸﾞなし 
 -2 ﾀｸﾞ取得失敗 
 -3 ﾀｸﾞﾍﾟｰｼﾞ取得失敗 
 -5 認証失敗 
 0 以上 取得したﾃﾞｰﾀの長さ 
Com_eot(4) -1 ﾀｸﾞなし 
 -2 ﾀｸﾞ取得失敗 
 -3 ﾀｸﾞﾍﾟｰｼﾞ取得失敗 
 -4 ﾀｸﾞﾍﾟｰｼﾞ書込み失敗 
 -5 認証失敗 
 0 その他ｴﾗｰ 
 1 成功 
 

2.3.2 RFID ﾊﾟﾗﾒｰﾀ構造体 
特定のﾀｸﾞを読み書きする前に、RFIDReadFormat()および RFIDWriteFormat()をｺｰﾙして RFID のﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定す

る必要があります。 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 説明 
unsigned char TagType[4] TagType[0] 

Bit6～7 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 
予備 ISO 

14443B 
SR176 ISO 

14443A 
Icode Tagit ISO 

15693 
 TagType[1～3]：予備 

unsigned int StartByte 読込み/書込み処理のﾃﾞｰﾀの開始ﾊﾞｲﾄ位置 
unsigned int MaxLen  読込み時：最大ﾃﾞｰﾀ長(1～255)、0 は UID ﾃﾞｰﾀのみ 

 書込み時：予備(任意の値) 
unsigned char Reserve[20] 予備 
 

2.3.3 RFID ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
read_com()で取得したﾃﾞｰﾀのﾌｫｰﾏｯﾄは次の通りです。 
0 ﾊﾞｲﾄ 1～17 ﾊﾞｲﾄ 18 ﾊﾞｲﾄ以降 
ﾀｸﾞ種別 ‘V’ 

‘T’ 
‘I’ 
‘M’ 
‘S’ 
‘Z’ 

TAG_ISO15693 
TAG_Tagit 
TAG_Icode 
TAG_MifareISO14443A 
TAG_SR176 
TAG_ISO14443B 

Tag UID (SN) ﾃﾞｰﾀ 
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RFIDReadFormat           8300,8500,8700 
 目的  RFID 読取りのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定します。 

 書式  void RFIDReadFormat(RFIDParameter *source); 

 引数  RFIDParameter *source 
読取り動作のためのﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  parameter.TagType[0] = 0x3f; // all supported tag types are enabled 
   parameter.StartByte = 0; 
   parameter.MaxLen = 150; 
   RFIDReadFormat(&parameter); 

 戻り値  なし 

 備考  ﾊﾟﾗﾒｰﾀは読取り処理を行う前に設定する必要があります。 

RFIDWriteFormat           8300,8500,8700 
 目的  RFID 読取りのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定します。 

 書式  void RFIDWriteFormat(RFIDParameter *source); 

 引数  RFIDParameter *source 
書込み動作のためのﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  parameter.TagType[0] = 0x01; // tag type ISO15693 is enabled 
   parameter.StartByte = 0; 
   parameter.MaxLen = 0; 
   RFIDWriteFormat(&parameter); 

 戻り値  なし 

 備考  ﾊﾟﾗﾒｰﾀは書込み処理を行う前に設定する必要があります。 
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2.3.4 RFID 認証 

GetRFIDSecurityKey           8300,8500,8700 
 目的  ﾀｸﾞ固有のｾｷｭﾘﾃｨｷｰのｽﾃｰﾀｽをﾁｪｯｸします。 

 書式  int GetRFIDSecurityKey(unsigned char TagType, unsigned char *KeyString, unsigned char 
*KeyType); 

 引数  unsigned char TagType 
‘V’ 
‘T’ 
‘I’ 
‘M’ 
‘S’ 
‘Z’ 

TAG_ISO15693 
TAG_Tagit 
TAG_Icode 
TAG_MifareISO14443A 
TAG_SR176 
TAG_ISO14443B 

ﾀｸﾞ種別の詳細は 2.3 にある表を参照してください。 

   unsigned char *KeyString 
ｾｷｭﾘﾃｨｷｰの値が格納される変数(文字列)へのﾎﾟｲﾝﾀ 

   unsigned char *KeyType 
ｾｷｭﾘﾃｨ種別の値が格納される変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (!GetRFIDSecurityKey(TAG_MifareISO14443A, key_buffer, &keytype)) { 
    Printf(“No Security Key.”); 
   } 

 戻り値  ｾｷｭﾘﾃｨｷｰが設定されている場合は 1、それ以外の場合は 0 が戻ります。 

 備考  この処理はﾀｸﾞ固有のｾｷｭﾘﾃｨｷｰが Mifare Standard 1K/4K または SLE66R35 のように設定

されているかどうか調べるために使用されます。 

SetRFIDSecurityKey           8300,8500,8700 
 目的  ﾀｸﾞ固有のｾｷｭﾘﾃｨｷｰを設定します。 

 書式  void SetRFIDSecurityKey(unsigned char TagType, unsigned char *KeyString, unsigned 
char KeyType); 

 引数  unsigned char TagType 
‘V’ 
‘T’ 
‘I’ 
‘M’ 
‘S’ 
‘Z’ 

TAG_ISO15693 
TAG_Tagit 
TAG_Icode 
TAG_MifareISO14443A 
TAG_SR176 
TAG_ISO14443B 

ﾀｸﾞ種別の詳細は 2.3 にある表を参照してください。 

   unsigned char *KeyString 
ｾｷｭﾘﾃｨｷｰの値が格納される変数(文字列)へのﾎﾟｲﾝﾀ 

   unsigned char KeyType    
1 MIFARE_KEY_A Key A 
2 MIFARE_KEY_B Key B 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetRFIDSecurityKey(TAG_MifareISO14443A, “FFFFFFFFFF”, MIFARE_KEYA)); 
      // Set Key A with a specified value for ISO14443A tags 

 戻り値  なし。 

 備考  この処理はﾀｸﾞ固有のｾｷｭﾘﾃｨｷｰを Mifare Standard 1K/4K または SLE66R35 のように設定

します。 
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2.4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
ﾓﾃﾞﾙ 8300 ｼﾘｰｽﾞは、専用のｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞｹｰﾌﾞﾙを本体に接続することで、PC との間でｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞによるﾃﾞｰﾀ送

信を行うことが可能になります。ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 WedgeSetting で、PC やｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞに関する適切な設定を

行い、SendData()で実際のﾃﾞｰﾀを送信します。 
Bluetooth HID、USB HID、ｳｪｯｼﾞｴﾐｭﾚｰﾀﾕｰﾃｨﾘﾃｨはｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞｹｰﾌﾞﾙに対応していません。下の表『2.4.3 ｳｪｯｼﾞｴ

ﾐｭﾚｰﾀ』、Part II の『付録 4 使用例』を参照してください。 
ｳｪｯｼﾞ 使用する関数 対象ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞｹｰﾌﾞﾙ WedgeSetting 変数 

SendData() 
WedgeReady() 

8300 ｼﾘｰｽﾞ 

ｳｪｯｼﾞｴﾐｭﾚｰﾀ(IR,IrDA,RS-232) SendData() 
WedgeReady() 
open_com() 
SetCommType() 
close_com() 

8000/8300/8500 ｼﾘｰｽﾞ 

ｳｪｯｼﾞｴﾐｭﾚｰﾀ(Bluetooth SPP) SendData() 
WedgeReady() 
open_com() 
SetCommType() 
close_com() 

8000/8300/8500 ｼﾘｰｽﾞ 

Bluetooth HID または USB HID WedgeSetting 変数 
SetCommType() 
open_com() 
com_eot() 
write_com() 
nwrite_com() 
close_com() 

8000/8200/8300/8400/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞ 

 

extern char   WedgeSetting[3]; 
SendData()の処理はこの変数によって管理されています。 

SendData            8000,8300,8500 
 目的  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを通して、ﾃﾞｰﾀを送信します。 

 書式  void SendData (char* out_str); 

 引数  char* out_str 
送信するﾃﾞｰﾀの格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SendData (CodeBuf); 

 戻り値  無し 

WedgeReady            8000,8300,8500 
 目的  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙが正しく接続されているかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int WedgeReady (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (WedgeReady()) 

       SendData (CodeBuf); 

 戻り値  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙが正しく接続されていれば、1 を返し、接続されていなけれ

ば、0 を返します。 

 備考  実際にﾃﾞｰﾀを送信する前に、この関数でｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙの接続状態を確認し

ます。 
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2.4.1 WedgeSetting 変数定義 
配列 ﾋﾞｯﾄ位置 説明 
0 7 - 0 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟ 

1 7 1 : CAPS ﾛｯｸ自動検出有り 
0 : CAPS ﾛｯｸ自動検出無し 

1 6 1 : CAPS ﾛｯｸ ｵﾝ 
0 : CAPS ﾛｯｸ ｵﾌ 

1 5 1 : 大文字/小文字を無視 
0 : 大文字/小文字を認識 

1 4 - 3 
00 : 一般ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
10 : 下段数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
11 : 上段数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

1 2-1 
00 : 一般ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
10 : CAPS ﾛｯｸｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
11 : SHIFT ﾛｯｸｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

1 0 1 : 数字ﾃﾞｰﾀをﾃﾝｷｰﾃﾞｰﾀとして送信 
0 : 数字ﾃﾞｰﾀをﾌﾙｷｰﾃﾞｰﾀとして送信 

2 7 - 0 送信ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 
※ 上記の設定は、一部の PC では正しく動作しない場合があります。動作検証の上、ご使用ください。 

配列 0：ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟ 
下記に WedgeSetting[0] に設定可能な値を示します。 

設定値 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟ 設定値 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟ 
1 PC AT (USA) 21 PS55 002-81, 003-81 
2 PC AT (ﾌﾗﾝｽ) 22 PS55 002-2, 003-2 
3 PC AT (ﾄﾞｲﾂ) 23 PS55 002-82, 003-82 
4 PC AT (ｲﾀﾘｱ) 24 PS55 002-3, 003-3 
5 PC AT (ｽｳｪｰﾃﾞﾝ) 25 PS55 002-8A, 003-8A 
6 PC AT (ﾉﾙｳｪｰ) 26 IBM 3477 TYPE 4 
7 PCAT (UK) 27 PS2-30 
8 PCAT (ﾍﾞﾙｷﾞｰ) 28 Memorex Telex 122 Keys 
9 PCAT (ｽﾍﾟｲﾝ) 29 PCXT 
10 PCAT (ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ) 30 IBM 5550 
11 PS55 A01-1 31 NEC 5200 
12 PS55 A01-2 32 NEC 9800 
13 PS55 A01-3 33 DEC VT220,320,420 
14 PS55 001-1 34 Macintosh (ADB) 
15 PS55 001-81 35 Hitachi Elles 
16 PS55 001-2 36 Wyse Enhance KBD (US) 
17 PS55 001-82 37 NEC Astra 
18 PS55 001-3 38 Unisys TO-300 
19 PS55 001-8A 39 Televideo 965 
20 PS55 002-1, 003-1 40 ADDS 1010 

配列 1 
 CAPS ﾛｯｸ自動検出 

この設定がｲﾈｰﾌﾞﾙ(有効)に設定されている場合、SendData 関数は、ﾃﾞｰﾀ送信前に CAPS ﾛｯｸｽﾃｰﾀｽを自動検

出し、ﾃﾞｰﾀを正しく入力することができます。但し、この設定は、PC AT, PS2-30, PS55, Memolex Telex
でのみ有効で、その他のｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(PC)ﾀｲﾌﾟでは、次の CAPS ﾛｯｸｽﾃｰﾀｽの設定に従って、ﾃﾞｰﾀは送信されます。 

 CAPS ﾛｯｸｽﾃｰﾀｽ 
SendData 関数でｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄｹｰｽ(大文字・小文字)に従って、正しくﾃﾞｰﾀを送信しようとする場合、予め CAPS
ﾛｯｸｽﾃｰﾀｽが正しく設定されていることが前提となります。間違った CAPS ﾛｯｸｽﾃｰﾀｽが設定されていると、

実際の大文字ﾃﾞｰﾀが小文字に、小文字ﾃﾞｰﾀが大文字で入力されることになります。 
 大文字/小文字 

この設定を｢大文字/小文字を認識｣に設定した場合、SendData 関数は、ﾃﾞｰﾀの大文字・小文字を区別して正

しく送信を行いますが、｢大文字/小文字を無視｣に設定した場合は、大文字・小文字に関係無く、SHIFT ｷｰ

を付加せずにﾃﾞｰﾀを送信します。 
 数字ｷｰﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 
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この設定を｢上段数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ｣に設定した場合、SendData 関数は、数字ﾃﾞｰﾀを送信する際、SHIFT ｷｰを付

加して送信します。通常は、｢一般ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ｣に設定してください。尚、この設定は、PC AT, PS2-30, PS55, 
Memolex Telex でのみ有効です。 

 CAPS/SHIFT ﾛｯｸｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞが CAPS ﾛｯｸﾀｲﾌﾟであるか、SHIFT ﾛｯｸﾀｲﾌﾟであるかを設定します。通常は、｢一般ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ｣に設定

してください。尚、この設定は、PC AT, PS2-30, PS55, Memolex Telex でのみ有効です。 
 数字ﾃﾞｰﾀ送信 

この設定を｢数字ﾃﾞｰﾀをﾃﾝｷｰﾃﾞｰﾀとして送信｣に設定した場合、SendData 関数は、数字ﾃﾞｰﾀをﾃﾝｷｰﾃﾞｰﾀとし

て送信します。ﾌﾙｷｰﾃﾞｰﾀとして送信したい場合は、｢数字ﾃﾞｰﾀをﾌﾙｷｰﾃﾞｰﾀとして送信｣に設定してください。 

配列 2：送信ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ 
送信ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲには、0 ~ 255 ﾐﾘ秒を設定することが可能です。ﾚｽﾎﾟﾝｽの遅い PC など、ﾃﾞｰﾀ送信に支障が生

じる場合、送信ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲに適当な値をｾｯﾄし、送信速度を調整します。 
 

2.4.2 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｳｪｯｼﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｷｬﾗｸﾀ表 
SendData()は、下記の表に従ってﾃﾞｰﾀの送信を行います。 
 00 10 20 30 40 50 60 70 80 
0  F2 SP 0 @ P ` p  
1 INS F3 ! 1 A Q a q  
2 DLT F4 " 2 B R b r  
3 Home F5 # 3 C S c s  
4 End F6 $ 4 D T d t  
5 Up F7 % 5 E U e u  
6 Down F8 & 6 F V f v  
7 Left F9 ' 7 G W g w  
8 BS F10 ( 8 H X h x  
9 HT F11 ) 9 I Y i y  
A LF F12 * : J Z j z  
B Right ESC + ; K [ k {  
C PgUp Exec , < L \ l |  
D CR CR* - = M ] m }  
E PgDn  . > N ^ n ~  
F F1  / ? O _ o Dly ENTER* 
(1) Dly：ﾃﾞｨﾚｲ 100 ﾐﾘ秒 
(2) ～：ﾃﾝｷｰﾃﾞｰﾀ 
(3) CR*/Send/ENTER*：ﾃﾝｷｰの ENTER ｷｰ 
 
SendData()では、前頁のｷｬﾗｸﾀを単純に送信するだけで無く、特殊ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞを利用して、ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｷｰやﾀﾞｲﾚｸﾄｽ

ｷｬﾝｺｰﾄﾞの送信も行うことができます。下記に特殊ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞの説明を行います。 

0xC0 : 次に続くｺｰﾄﾞがﾀﾞｲﾚｸﾄｽｷｬﾝｺｰﾄﾞであることを意味します。 
0xC0 | 0x01 : 次に続くｷｬﾗｸﾀに SHIFT ｷｰを付加して送信します。 
0xC0 | 0x02 : 次に続くｷｬﾗｸﾀに左 CTRL ｷｰを付加して送信します。 
0xC0 | 0x04 : 次に続くｷｬﾗｸﾀに左 ALT ｷｰを付加して送信します。 
0xC0 | 0x08 : 次に続くｷｬﾗｸﾀに右 CTRL ｷｰを付加して送信します。 
0xC0 | 0x10 : 次に続くｷｬﾗｸﾀに右 ALT ｷｰを付加して送信します。 
0xC0 | 0x20 : 次に続くｷｬﾗｸﾀを送信後、全てのｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｷｰｽﾃｰﾀｽをｸﾘｱします。 

例えば、 
[A] [CTRL-INSERT] [5] [ｽｷｬﾝｺｰﾄﾞ 0x29] [TAB] [2] [SHIFT-CTRL-A] [B] [ALT-1] [ALT-2-BREAK] [ALT-1] [ALT-3] 

と送信したい場合、下記のｷｬﾗｸﾀを SendData 関数で送信します。 

0x41,0xC2,0x01,0x35,0xC0,0x29,0x09,0x32,0xC3,0x41,0x42,0xC4,0x31,0xE4,0x32,0xC4,0x31,0xC4,0x33,0x00 

※ ｽｷｬﾝｺｰﾄﾞ 0x29 =ｽﾍﾟｰｽ(PC AT 機), ALT+12=ﾌｫｰﾑﾌｨｰﾄﾞ, ALT+13=ENTER に相当します。 
※ ALT+12 の後の BREAK ｺｰﾄﾞは必須です。省略した場合、ALT-12, ALT-13 では無く、ALT1213 と送信されます。 
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2.4.3 ｳｪｯｼﾞｴﾐｭﾚｰﾀ 
8000/8300/8500 ｼﾘｰｽﾞ用にｳｪｯｼﾞｴﾐｭﾚｰﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「ｼﾘｱﾙ→ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ変換」(Serial2KB.exe)が用意されています。

SendData()や WedgeReady()のように、一般的なｳｪｯｼﾞ機能である IR/IrDA/RS-232/Bluetooth SPP によって受信

したﾃﾞｰﾀをｷｰﾎﾞｰﾄﾞ入力に変換します。このﾕｰﾃｨﾘﾃｨは、ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ入力処理のないｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでのｷｰﾎﾞｰﾄﾞｷｰ入力を

開発するのを支援します。Part II の『付録 4 使用例』を参照してください。 
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2.5 ﾌﾞｻﾞｰ 
ここでは、ﾌﾞｻﾞｰを操作する関数について説明します。ﾌﾞｻﾞｰを鳴動させる場合、ﾌﾞｻﾞｰ周波数とﾌﾞｻﾞｰ間隔をﾍﾟｱ

で定義したﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽを引数として、on_beeper 関数または play 関数をｺｰﾙします。この関数をｺｰﾙすると、ｵﾍﾟﾚ

ｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑは自動的に定義されたﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽに従ってﾌﾞｻﾞｰをﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞで鳴動させます。従って、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、

ﾌﾞｻﾞｰの鳴動が終わるのを待つ必要はありません。 
beeper_status()はﾌﾞｻﾞｰが鳴動中か判断するために、off_beeper()はﾌﾞｻﾞｰを直ちに終了させるために使用します。 
※ 8200 ｼﾘｰｽﾞはﾌﾞｻﾞｰの代わりにｽﾋﾟｰｶｰを搭載しています。 
 

2.5.1 ﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽ 
ﾌﾞｻﾞｰ周波数及びﾌﾞｻﾞｰ間隔を指示するﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽは、int 型配列変数で定義します。ﾌﾞｻﾞｰ周波数とﾌﾞｻﾞｰ間隔をﾍﾟ

ｱで定義し、1 つのﾍﾟｱが 1 回のﾌﾞｻﾞｰを表します。 
 

2.5.2 ﾌﾞｻﾞｰ周波数 
ﾌﾞｻﾞｰ周波数には、ﾌﾞｻﾞｰを鳴動した時のﾌﾞｻﾞｰ周波数(ﾄｰﾝ)を int 型の値で指定します。指定する周波数値は、実際

の周波数とは異なり、下記の計算式で算出します。 

ﾌﾞｻﾞｰ周波数 = 76000 / 実際に鳴動したい周波数 

例えば、4KHz のﾌﾞｻﾞｰを鳴動したい場合は、ﾌﾞｻﾞｰ周波数を 19 にｾｯﾄします。また、ﾌﾞｻﾞｰを一時停止(ﾎﾟｰｽﾞ)し
たい場合は、ﾌﾞｻﾞｰ周波数を 0 にｾｯﾄします。適切なﾌﾞｻﾞｰ周波数範囲は、1~6KHz で、4KHz がﾋﾟｰｸとなります。

また、最後で、ﾌﾞｻﾞｰ間隔を 0 にすれば、ﾌﾞｻﾞｰの鳴動を終了することができます。 
※ 停止ではなく、一時停止にするには、ﾌﾞｻﾞｰ周波数に 0 にｾｯﾄします。 
 

2.5.3 ﾌﾞｻﾞｰ間隔 
ﾌﾞｻﾞｰ間隔には、ﾌﾞｻﾞｰを鳴動したい時間を int 型の値で指定します。設定は、10 ﾐﾘ秒単位で行い、1 秒間 ﾌﾞｻﾞｰ

を鳴動したい場合は、100 をｾｯﾄします。また、0 をｾｯﾄすると、ﾌﾞｻﾞｰの鳴動が終了します。 

beeper_status 
 目的  ﾌﾞｻﾞｰが鳴動中であるかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int beeper_status (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  while (beeper_status()); /* ﾌﾞｻﾞｰ鳴動が終了するまで待機 */ 

 戻り値  ﾌﾞｻﾞｰが鳴動中であれば、1 を返し、終了していれば、0 を返します。 

get_beeper_vol           8200,8400 
 目的  音量を取得します。 

 書式  int get_beeper_vol(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = get_beeper_vol(); // get the volume level 

 戻り値  音量 

set_beeper_vol           8200,8400 
 目的  音量を設定します。 

 書式  void set_beeper_vol(int level); 

 引数  int level 
0 MUTE_VOL 消音 (8200 のみ) 
1 LOW_VOL 音量小 
2 MEDIUM_VOL 音量中 
3 HIGH_VOL 音量大 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  set_beeper_vol(2);  // set the volume level to “Medium” 

 戻り値  なし 
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on_beeper 
 目的  指定のﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽに従ってﾌﾞｻﾞｰを鳴動します。 

 書式  void on_beeper(const int* sequence);       // 8000,8300,8400,8500,8700 
   unsigned char on_beeper(const void *buffer);   // 8200 のみ 
 引数  const int* sequence 

ﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽ配列変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 
   const void *buffer 

以下のいずれかの変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 
(1) ﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽ配列変数 
(2) ｳｪｰﾌﾞﾃｰﾌﾞﾙの格納された変数 
(3) SD ｶｰﾄﾞに保存されている WAV ﾌｧｲﾙの名前。ﾌｧｲﾙ名は”A:\\”、”a:\\”、”A:/”、”a:/”で始ま

る。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(1)  int two_beeps[]= { 19, 10, 0, 10, 19, 10, 0, 0 }; 
   on_beeper (two_beeps); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(2)  on_beeper (“A:\\Sound.wav”); // play a wave file from SD card on 8200 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(3)  on_beeper (“A:\\Sound”); // filename extension is optional 

 戻り値  8200 ｼﾘｰｽﾞの場合、以下の戻り値があります。 
0 成功 
1 ﾌｧｵｰﾏｯﾄ不正 
2 SD ｶｰﾄﾞに該当ﾌｧｲﾙなし 

 備考  指定のﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽに従ってﾌﾞｻﾞｰを鳴動します。但し、ﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽ終了前に、次のﾌﾞｻﾞｰｼｰ

ｹﾝｽが実行されると、先のｼｰｹﾝｽはｷｬﾝｾﾙされ、新しいｼｰｹﾝｽだけが実行されます。 
   8200 ｼﾘｰｽﾞでは以下の仕様の WAV 形式のﾌｧｲﾙを使用できます。 

 ﾁｬﾝﾈﾙ：ﾓﾉﾗﾙ 
 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ：8000、11025、22050、32000、44100 
 ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞ：8bit、16bit 

off_beeper 
 目的  ﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽを強制終了します。 

 書式  void off_beeper(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  off_beeper(); 

 戻り値  無し 
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play 
 目的  指定されたﾌﾞｻﾞｰｼｰｹﾝｽに従ってﾒﾛﾃﾞｨｰを演奏します。 

 書式  void play(const char* sequence); 

 引数  const int* sequence 
ﾒﾛﾃﾞｨｰｼｰｹﾝｽが格納されたﾊﾞｯﾌｧへのﾎﾟｲﾝﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  const char song[] = {0x31, 10, 0x32, 10, 0x33, 10, 0x34, 10, 0x35, 10, 0x36, 10,  
    0x37, 10, 0x41, 10, 0x31, 4, 0x32, 4, 0x33, 4 0x34, 4 0x35, 4 0x36, 4 
    0x37, 4, 0x41, 4, 0x00, 0 }; 
   play (song); 

 戻り値  なし。 

 備考  この関数は、on_beeper()に似ています。ただし、周波数特性は以下のように指定されて

います。  
ﾋﾞｯﾄ 7 6 5 4 3 2 1 0 
 予備 A(ラ)音階の周波数 #記号 音階 

000 : 予備 
001(1) : 55Hz 
010(2) : 110Hz 
011(3) : 220Hz 
100(4) : 440Hz 
101(5) : 880Hz 
110(6) : 1760Hz 
111(7) : 3520Hz 

0:無効 
1:有効 

000 : 予備 
001(1) : ド 
001(2) : レ 
001(3) : ミ 
001(4) : ファ 
001(5) : ソ 
001(6) : ラ 
001(7) : シ 
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2.6 LED 
Cipher ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは、ｵﾍﾟﾚｰﾀへｽﾃｰﾀｽを知らせるための LED を装備しています。 

set_led 
 目的  LED を制御します。 

 書式  void set_led (int led, int mode, int duration); 

 引数  int led 
0 LED_RED 赤色。 
1 LED_GREEN 緑色。 
2 LED_BULE 青色。8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞで、ﾜｲﾔﾚｽ通信時に使用

する方の LED。 
3 LED_GREEN2 緑色。8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞで、ﾜｲﾔﾚｽ通信時に使用

する方の LED。 
   int mode 

0 LED_OFF duration で指定された時間(x10 ﾐﾘ秒単位)消灯してか

ら点灯 
1 LED_ON duration で指定された時間(x10 ﾐﾘ秒単位)点灯してか

ら消灯 
2 LED_FLASH duration で指定された間隔(x10 ﾐﾘ秒単位)でﾌﾗｯｼｭ(点

滅) 
0xf0 LED_SYSTEM_CTRL 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞで、ﾜｲﾔﾚｽ通信時に使用する方

の LED をﾃﾞﾌｫﾙﾄに設定します。 
 青色は、Bluetooth の通信状態です。速い点滅は、

接続待ちを意味し、ゆっくりとした点滅は接続済

みを意味します。 
 緑色は、Wi-Fi の通信状態です。速い点滅は、接続

待ちを意味し、ゆっくりとした点滅は接続済みを

意味します。 
0xf1 LED_USER_CTRL 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞで、ﾜｲﾔﾚｽ通信時に使用する方

の LED を使用します。 
   int duration 

間隔を 10 ﾐﾘ秒単位で設定します。 
 引数 mode が LED_SYSTEM_CTRL または LED_USER_CTRL の場合、このﾊﾟﾗﾒｰﾀは

無視されます。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  set_led (LED_RED, LED_FLASH, 50);  
    // set red LED to flash for each 1 second cycle 
   set_led (LED_BLUE, LED_USER_CTRL, 0); 
   set_led (LED_BLUE, LED_FLASH, 0);// set blue LED on 8400 for user control 

 戻り値  無し 
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2.7 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀとﾋｰﾀ 
この章はﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀとﾋｰﾀの処理に関する記述です。 
 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ：ｽﾃｰﾀｽ認識のために使用します。 
 ﾋｰﾀ：使用環境の温度が-10℃未満に下がるような寒い場所で、LCD を機能させるために使用されます。 
 

2.7.1 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ 
ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ機能は 8200/8300/8400/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞでｻﾎﾟｰﾄされています。 
※ ただし、8300 ｼﾘｰｽﾞでは、ﾊｰﾄﾞｳｪｱのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 4 以上が必要です。 

GetVibrator          8200,8300,8400,8500,8700 
 目的  ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀのｽﾃｰﾀｽを取得します。。 

 書式  int GetVibrator(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = GetVibrator();  

 戻り値  1 = ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ ON, 0 = ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ OFF 

SetVibrator          8200,8300,8400,8500,8700 
 目的  ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀのｽﾃｰﾀｽを設定します。。 

 書式  void SetVibrator(int mode); 

 引数  int mode 
0  ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ OFF 
1  ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ ON 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetVibrator(1);  // turn on the vibrator  

 戻り値  なし 

 備考  一度 SetVibrator(1)でﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀを ON にすると、SetVibrator(0)で OFF にするまで、振動し

続けます。 
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2.7.2 ﾋｰﾀ 

GetHeaterMode           8500 
 目的  ﾋｰﾀのｽﾃｰﾀｽを取得します。。 

 書式  int GetHeaterMode(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = GetHeaterMode();  

 戻り値  1 = ﾋｰﾀ ON, 0 = ﾋｰﾀ OFF 

SetHeaterMode           8500 
 目的  ﾋｰﾀのｽﾃｰﾀｽを設定します。。 

 書式  void SetHeaterMode(int mode); 

 引数  int mode 
0  ﾋｰﾀ OFF 
1  ﾋｰﾀ ON 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetHeaterMode(1);  // turn on the heator  

 戻り値  なし 

 備考  一度 SetHeaterMode(1)でﾋｰﾀを ON し、使用環境の温度が-10℃未満に下がると

SetHeaterMode(0)で OFF にするまで、自動的に発熱します。 
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2.8 ﾘｱﾙﾀｲﾑｸﾛｯｸ 
ここでは、ｶﾚﾝﾀﾞｰやﾀｲﾏｰを操作する関数について説明します。 
 

2.8.1 ｶﾚﾝﾀﾞｰ 
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのｼｽﾃﾑ日付及び時刻は、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ付ｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯﾌﾟ内に保持されており、get_time()及び

set_time()で取得及び設定を行うことができます。 
 うるう年の扱いは、ｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯﾌﾟが自動的に行っているため、ﾕｰｻﾞｰは特に意識をする必要はありません。 
※ ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数として用意されている sys_msec 変数及び sys_sec 変数は、ｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯﾌﾟとは無関係に CPU ﾀ

ｲﾏｰにより操作されているため、精度は CPU ｸﾛｯｸに依存しています。また、電源ｵﾝ時に 0 へﾘｾｯﾄされるため、

正確な時間操作には適していません。 

DayOfWeek 
 目的  ｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯﾌﾟから現在の日付に対応する曜日を取得します。 

 書式  int DayOfWeek (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  day = DayOfWeek ( ); 

 戻り値  曜日に対応する 1~7 を返します。 

 備考  1(月), 2(火),3(水), 4(木), 5(金), 6(土), 7(日) 

get_time 
 目的  ｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯﾌﾟから現在の日付・時刻を取得します。 

 書式  void get_time (char*cur_time); 

 引数  char* cur_time 
取得した日付・時刻を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
Char 型配列変数は、日付・時刻及びﾇﾙﾀｰﾐﾈｰﾀを含め、最低 15 ﾊﾞｲﾄの大きさが必要です。 
"YYYYMMDDhhmmss" 
YYYY = 年 4 桁, MM = 月 2 桁, DD = 日 2 桁, hh = 時 2 桁, mm = 分 2 桁, ss = 秒 2 桁 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  get_time (system_time); 

 戻り値  なし。 

set_time 
 目的  ｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯﾌﾟに新しい日付・時刻を設定します。 

 書式  int set_time (char* new_time); 

 引数  char* new_time 
設定する日付・時刻を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
Char 型配列変数は、日付・時刻及びﾇﾙﾀｰﾐﾈｰﾀを含め、最低 15 ﾊﾞｲﾄの大きさが必要です。 
"YYYYMMDDhhmmss" 
YYYY = 年 4 桁, MM = 月 2 桁, DD = 日 2 桁, hh = 時 2 桁, mm = 分 2 桁, ss = 秒 2 桁 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  set_time ("20050105125800");  /* JAN 5, 2005  12:58:00 */ 

 戻り値  通常、1 を返しますが、ｶﾚﾝﾀﾞｰﾁｯﾌﾟの動作不良などが発生した場合は、0 を返します。 

 備考  引数がﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰ(例 : 時刻を 25 時とした)の場合は、単純に処理が拒否されるのみで、ｴﾗｰ

扱いにはなりません。 
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2.8.2 ｱﾗｰﾑ 
8000/8200/8400 ｼﾘｰｽﾞでのみ使用できます。 

GetAlarm            8000,8200,8400 
 目的  電源を自動立ち上げする時刻を読み出します。(ｱﾗｰﾑ機能) 

 書式  void GetAlarm(char *cur_time); 

 引数  char* cur_time 
取得した日付・時刻を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
Char 型配列変数は、日付・時刻及びﾇﾙﾀｰﾐﾈｰﾀを含め、最低 15 ﾊﾞｲﾄの大きさが必要です。 
"YYYYMMDDhhmmss" 
YYYY = 年 4 桁, MM = 月 2 桁, DD = 日 2 桁, hh = 時 2 桁, mm = 分 2 桁, ss = 秒 2 桁 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  GetAlarm(time_buf); 

 戻り値  無し 

SetAlarm            8000,8200,8400 
 目的  電源を自動立ち上げする時刻をｾｯﾄします。(ｱﾗｰﾑ機能) 

 書式  void SetAlarm(const char *time); 

 引数  char* cur_time 
設定する日付・時刻を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
Char 型配列変数は、日付・時刻及びﾇﾙﾀｰﾐﾈｰﾀを含め、最低 15 ﾊﾞｲﾄの大きさが必要です。 
"YYYYMMDDhhmmss" 
YYYY = 年 4 桁, MM = 月 2 桁, DD = 日 2 桁, hh = 時 2 桁, mm = 分 2 桁, ss = 秒 2 桁 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetAlarm(“20050105125800”) /* 2005/01/05 12:58:00 に電源を立ち上げる / 

 戻り値  無し 

 備考  引数がﾌｫｰﾏｯﾄｴﾗｰ(例 : 時刻を 25 時とした)の場合は、単純に処理が拒否されるのみで、ｴﾗｰ

扱いにはなりません。 
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2.9 ﾊﾟﾜｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ 
この章では、ﾒｲﾝとﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟのﾊﾞｯﾃﾘの電圧ﾚﾍﾞﾙをﾓﾆﾀｰするためのﾊﾟﾜｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ機能について説明します。

CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは、通常動作を行うための主電池と SRAM ﾒﾓﾘ及びﾘｱﾙﾀｲﾑｸﾛｯｸをﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟするための

副電池を装備しています。 
 

2.9.1 ﾊﾞｯﾃﾘ電圧 

get_vmain 
 目的  主電池の電圧を取得します。 

 書式  int get_vmain(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (get_vmain( ) < 2200)                 // 主電池の電圧をﾁｪｯｸ 
        puts (“Battery is low”); 

 戻り値  主電池の電圧(mV)を返します。 

get_vbackup 
 目的  副電池の電圧を取得します。 

 書式  int get_vbackup(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  bat1 = get_vbackup(); 

 戻り値  副電池の電圧(mV)を返します。 
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2.9.2 充電 

charger_status 
 目的  主電池の充電ｽﾃｰﾀｽを取得します。 

 書式  int charger_status (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (charger_status() == CHARGE_DONE) 
        puts (“Battery is full”); 

 説明  主電池の充電ｽﾃｰﾀｽを取得します。 

 戻り値  8000/8300 ｼﾘｰｽﾞの場合、下記の何れかの値を返します。 
0 CHARGE_STANDBY 外部電源に接続されていません。 
1 CHARGING 主電池を充電中です。 
2 CHARGE_DONE 主電池は満ﾀﾝです。 
3 CHARGE_FAIL 主電池を充電できません。 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞの場合、下記の何れかの値を返します。 
0 CHARGE_STANDBY 外部電源に接続されていません。 
1 CHARGING_SV 主電池を SV から充電中です。 
2 CHARGE_DONE 主電池は満ﾀﾝです。 
3 CHARGE_FAIL 主電池を充電できません。 
17 CHARGING_USB 主電池を USB から充電中です。 
8500 ｼﾘｰｽﾞの場合、下記の何れかの値を返します。 
0 CHARGING 主電池を充電中です。 
1 CHARGE_DONE 主電池は満ﾀﾝです。 
2 CHARGE_FAIL 主電池を充電できません。 
3 CHARGE_STANDBY 外部電源に接続されていません。 

 参考  GetUSBChargeCurrent, SetUSBChargeCurrent 

GetUSBChargeCurrent          8200,8400 
 目的  USB からの充電電流を取得します。 

 書式  int GetUSBChargeCurrent(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = GetUSBChargeCurrent(); // get charging setting 

 戻り値  下記の何れかの値を返します。 
0 CURRENT_500mA 500mA で充電。 
1 CURRENT_100mA 100mA で充電。 
2 CURRENT_0mA 充電無効。 

SetUSBChargeCurrent          8200,8400 
 目的  USB への充電電流を設定します。 

 書式  void GetUSBChargeCurrent(int current_type); 

 引数  int current_type 
0 CURRENT_500mA 500mA で充電。 
1 CURRENT_100mA 100mA で充電。 
2 CURRENT_0mA 充電無効。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetUSBChargeCurrent(CURRENT_500mA);  // set 500mA for USB setting 

 戻り値  なし 

    59  



 

 

2.10 ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ 
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは、32 ﾊﾞｲﾄのｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧをｻﾎﾟｰﾄしていますが、ﾊﾞｯﾌｧが一杯になると、以降のｷｰｽ

ﾄﾛｰｸは破棄されてしまいます。C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開発する際は、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧを定期的にﾁｪｯｸするようにｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞし

てください。 
 

2.10.1 一般 

CheckKey 
 目的  指定のｷｰが押されたかを検出します。 

 書式  int CheckKey(const int scan_code,…); 

 引数  検出したいｷｰを全て引数として列挙します。但し、最後の引数は、検出ﾓｰﾄﾞを下記の何れ

かで指定します。 
   int current_type 

-1 CHK_EXC 列挙したｷｰが同時に押された場合に、戻り値 1 を返します。 
-2 CHK_INK 列挙したｷｰを含むｷｰが押された場合に、戻り値 1 を返します。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  while (1) { 
    if ( CheckKey(SC_1, SC_2, SC_3, CHK_EXC)) 
     printf ("The user presses 1, 2, 3 simultaneously"); 
          OSTimeDly(8);  // delay 8x5 = 40ms 
    } 

 戻り値  正常終了すると、1 を返し、それ以外は、0 を返します。 

 備考  引数で列挙されたｷｰが押されたかを指定ﾓｰﾄﾞに従って検出します。通常、この関数は、特

殊な目的で、ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝｷｰを検出したい場合に使用します。ｼｽﾃﾑが全てのｷｰをｽｷｬﾝするに

は約 40msec 要するため、連続して 2 回ｺｰﾙすることは避けてください。もし、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内

でｺｰﾙしている間隔が分からない場合は、上記の例のように OSTimeDly 関数を使って、明

示的に 40 ﾐﾘ秒の間隔を空けることができます。 

 参照  OSTimeDly 

clr_kb 
 目的  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧをｸﾘｱします。 

 書式  void clr_kb(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  clr_kb(); 

 戻り値  無し 

 備考  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧをｸﾘｱします。この関数は、電源を立ち上げた時、ｼｽﾃﾑにより自動的にｺｰﾙさ

れます。 

 参照  getchar, kbhit 

    60  



 

getchar 
 目的  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧから 1 文字を取得します。 

 書式  int getchar(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  c = getchar(); 
   if (c >0 )  
    printf ("Key %d pressed", c); 
   else  
    printf ("No key pressed"); 

 戻り値  正常終了すると、取得した文字を返します。ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧが空の場合は、ﾇﾙ(0x00)を返し

ます。 

 備考  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧから 1 文字を取得し、そのﾃﾞｰﾀをﾊﾞｯﾌｧから削除します。 

 参照  clr_kb, kbhit, putch 

GetKBDModifierStatus 
 目的  修飾ｷｰ(SHIFT/ALT/FN)の情報を取得します。 

 書式  unsigned int GetKBDModifierStatus(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  status = GetKBDModifierStatus(); 

 戻り値  修飾ｷｰの状態を bit 値で返します。 

 備考  各ﾋﾞｯﾄの意味は次の通りです。    
ﾋﾞｯﾄ 項目 値 
0 電源ｷｰ 0=無効, 1=有効 
1 FN ｷｰ修飾 0=無効, 1=有効 
2 FN ﾄｸﾞﾙ 0=自動再開ﾓｰﾄﾞ, 1=ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ 
3 LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ操作 

FN + Up/Down (8000/8300/8500/8700) 
Backlight key + Left/Right (8200/8400) 

0=無効, 1=有効 

4 SHIFT ｷｰ修飾 0=無効, 1=有効 
5 通常ｷｰとしての FN ｷｰ 0=無効, 1=有効 
6 通常ｷｰとしての SHIFT ｷｰ 0=無効, 1=有効 
7 通常ｷｰとしての ALT ｷｰ 0=無効, 1=有効 
8 ALT ｷｰ修飾 0=無効, 1=有効 
9 LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ操作 

FN + Left/Right (8500/8700) 
Backlight key + Up/Down (8200/8400) 

0=無効, 1=有効 

10 ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ 0=無効, 1=有効 
11 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｷｰ 0=無効, 1=有効 
12 F9～F20 ｷｰｽﾃｰﾀｽ (8400, 29-key のみ) 0=無効, 1=有効 

   8000/8300 ｼﾘｰｽﾞの場合、初期設定は 9 になっています。 
 Bit 0 ：電源ｷｰ有効 
 Bit 3 ：LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ操作有効 

   8200/8400/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞの場合、初期設定は 0x209 になっています。 
 Bit 0 ：電源ｷｰ有効 
 Bit 3 ：LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ操作有効 
 Bit 9 ：LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ操作有効 

 参照  get_shift_lock_state, GetAltKeyState, GetFuncExtKey, GetFuncToggle, set_shift_lock, 
SetAltKey, SetFuncExtKey, SetFuncToggle, SetPwrKey 

    61  



 

GetKeyClick 
 目的  ｷｰｸﾘｯｸ音の設定を取得します。 

 書式  int GetKeyClick(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  state = GetKeyClick(); 

 戻り値  0 =無効(ｷｰｸﾘｯｸ音なし) 
   1~5 =ｷｰｸﾘｯｸﾄｰﾝ 1~5 

 備考  ｷｰｸﾘｯｸ音は、ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは、有効に設定されていますが、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰ又はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで、設定

を変更することができます。 

 参照  SetKeyClick 

kbhit 
 目的  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧにﾃﾞｰﾀがあるかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int kbhit(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  for ( ;!kbhit(); );  // ｷｰが押下されるまで待ちます 

 戻り値  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧが空の場合は、0 を返します。何かｷｰが押下され、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧ内にﾃﾞｰﾀが

ある場合は、1 を返します。 

 参照  SetKeyClick 

putch          8200,8400,8500,8700 
 目的  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧに 1 文字出力します。 

 書式  void putch(unsigned char c); 

 引数  unsigned char c 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧに出力する文字。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  putch(KEY_ESC);  // put ESC key value to keyboard buffer 

 戻り値  成功すると、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧから読まれた文字を返します。そうでなければ、ﾊﾞｯﾌｧが空で

あることを示す null 文字(0x00)を返します。 

 参照  clr_kb, getchar 

SetKeyClick 
 目的  ｷｰｸﾘｯｸ音を設定します。 

 書式  void SetKeyClick(int status); 

 引数  int status 
0 無効(ｷｰｸﾘｯｸ音なし) 
1～5 ｷｰｸﾘｯｸﾄｰﾝ 1~5 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetKeyClick(1);     // ｷｰｸﾘｯｸ音あり 

 戻り値  無し 

 備考  ｷｰｸﾘｯｸ音は、ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは、有効に設定されていますが、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰ又はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで、設定

を変更することができます。また、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 KEY_CLICK にｷｰｸﾘｯｸ音の周波数及

び間隔がｾｯﾄされているため、on_beeper 関数を使って、ｷｰｸﾘｯｸ音と同じ音を鳴らすこと

が可能です。 
   on_beeper (KEY_CLICK); 

 参照  GetKeyClick, KEY_CLICK 

    62  



 

TriggerStatus 
 目的  読取りﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝ(ｽｷｬﾝｷｰ)が押下されているかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int TriggerStatus (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if ( TriggerStatus() ) 
       printf ("Scan key is pressed"); 

 戻り値  1 = 押下されている 
   0 = 押下されていない 
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2.10.2 ALPHA ｷｰ 

dis_alpha 
 目的  ｱﾙﾌｧｷｰを無効にします。 

 書式  void dis_alpha(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  dis_alpha(); 

 戻り値  無し 

 備考  無効に設定した場合、ｱﾙﾌｧｷｰを押してもｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ入力ﾓｰﾄﾞへの切り替えはできなくなりま

す。 
 LockAlphaState(0)と同じ結果になります。 

en_alpha 
 目的  ｱﾙﾌｧｷｰを有効またはﾛｯｸ解除します。 

(1) 8000/8200/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞ：引数は ALPHA_ROLLING のみ 
(2) 8300 ｼﾘｰｽﾞ,24-key：引数は ALPHA_ROLLING のみ 
(3) 8300 ｼﾘｰｽﾞ,39-key：引数は ALPHA_FIXED または ALPHA_ROLLING 
(4) 8400 ｼﾘｰｽﾞ,24-key：引数は ALPHA_ROLLING のみ 
(5) 8400 ｼﾘｰｽﾞ,39-key：引数は ALPHA_FIXED のみ 

 書式  void en_alpha(int type); 

 引数  int type 
1 ALPHA_FIXED ｷｰ入力 1 に対して 1 文字表示されます。表示される文字は入

力ﾓｰﾄﾞによります。 
2 ALPHA_ROLLING 同じｷｰを 1 秒以内に押すことにより、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄと数字を順番

に表示します。例えば、”2ABC”ｷｰを 1 秒以内に続けて押す

と、A→B→C→2 と順番に表示されます。 
 
8300 ｼﾘｰｽﾞ,39-key の場合 
同じｷｰを 1 秒以内に押すことにより、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄと数字を順番

に表示します。例えば、”2B”ｷｰを 1 秒以内に続けて押すと、B
→2 と順番に表示されます。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  en_alpha(); 

 戻り値  無し 

 備考  ﾃﾞﾌｫﾙﾄで、入力ﾓｰﾄﾞは数値で、ｱﾙﾌｧｷｰによって変更することができます。 
 ｱﾙﾌｧｷｰは dis_alpha()で無効に設定し、この処理で有効に設定します。 
 ｱﾙﾌｧｷｰは LockAlphaState()でﾛｯｸし、この処理でﾛｯｸ解除します。 

get_alpha_enable_state 
 目的  現在のｱﾙﾌｧｷｰ状態を取得します。 

 書式  int get_alpha_enable_state(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  state = get_alpha_enable_state(); 

 戻り値  下記の何れかの値を返します。 
-1 8500,44-key(Type I)ですべてのｱﾙﾌｧｷｰが無効。 
0 ｱﾙﾌｧｷｰ無効。 
1 ｱﾙﾌｧｷｰ有効(ALPHA_FIXED)。 
2 ｱﾙﾌｧｷｰ有効(ALPHA_ROLLING)。 

 備考  ﾃﾞﾌｫﾙﾄで、ｱﾙﾌｧｷｰは有効に設定されています。 
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get_alpha_lock_state 
 目的  ｱﾙﾌｧｷｰﾛｯｸ状態を取得します。 

 書式  int get_alpha_lock_state(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  state = get_alpha_lock_state(); 

 戻り値  下記の何れかの値を返します。 
-1 8500,44-key(Type I)ですべてのｱﾙﾌｧｷｰが無効。 
0 数値のみ。 
1 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字。 
2 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ小文字。 
3 ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ。 

 備考  ﾃﾞﾌｫﾙﾄで、ｱﾙﾌｧｷｰはｱﾝﾛｯｸに設定されています。 

LockAlphaState 
 目的  文字入力を指定のﾓｰﾄﾞに変更し、ｱﾙﾌｧｷｰをﾛｯｸ状態にします。 

 書式  void LockAlphaState(int state); 

 引数  int state 
1 NUMERIC_KEYPAD 数値入力固定。 
2 UPPER_CASE ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字入力固定。 
3 LOWER_CASE ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ小文字入力固定。 
4 FUNCTION_KEY ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ固定。(8000,8200 のみ) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  LockAlphaState(2);  // lower case alpha mode, ALPHA key disabled 

 戻り値  無し 

 備考  入力を指定のﾓｰﾄﾞに固定します。ｱﾙﾌｧｷｰを押してもﾓｰﾄﾞは変更されません。 

set_alpha_lock 
 目的  文字入力を指定のﾓｰﾄﾞに変更し、ｱﾙﾌｧｷｰをﾛｯｸ解除にします。 

 書式  void set_alpha_lock (int state); 

 引数  int state 
1 数値入力。 
2 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ大文字入力。 
3 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ小文字入力。 
4 ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ。(8000,8200 のみ) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例   set_alpha_lock(1);   // upper case alpha mode, ALPHA key enabled 

 戻り値  無し 

 備考  入力を指定のﾓｰﾄﾞに設定します。ｱﾙﾌｧｷｰを押すとﾓｰﾄﾞは変更されます。 
 ALPHA ｷｰが dis_alpha()で無効、または LcokAlphaState()でﾛｯｸされている場合、

en_alpha()で、有効(ﾛｯｸ解除)してください。 

    65  



 

 

2.10.3 SHIFT ｷｰ 
ｼﾌﾄｷｰはｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを大文字から小文字に変換する修飾ｷｰです。 
※ ｼﾌﾄｷｰは 8500,44-key(Type I)でのみ使用できます。 

get_shift_lock_state                                                                                           8500 
 目的  ｼﾌﾄｷｰ状態を取得します。 

 書式  int get_shift_lock_state(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  state = get_shift_lock_state(); 

 戻り値  0～3 が返ります。ただし、8500 ｼﾘｰｽﾞの 24-key や 44-key(Type II)にはｼﾌﾄｷｰがないた

め、-1 が返ります。 

set_shift_lock                                                                                                8500 
 目的  ｼﾌﾄｷｰ状態を変更します。 

 書式  void set_shift_lock(int state); 

 引数  int state 
0 ｼﾌﾄｷｰ変更不可。(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
1 ｼﾌﾄｷｰ変更可。 
2 ｼﾌﾄｷｰ変更不可 +通常ｷｰ扱い。 
3 ｼﾌﾄｷｰ変更可 +通常ｷｰ扱い。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  set_shift_lock(0);  // no SHIFT modification 

 戻り値  無し 

 備考  この関数は、SHIFT ｷｰで変更できる SHIFT ｷｰ状態を設定します。 
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2.10.4 ALT ｷｰ 
ｵﾙﾄｷｰは修飾ｷｰとして使用します。 
ｵﾙﾄｷｰは 8500,44-key(Type I)または 8500/8700,44-TE(Type II)でのみ使用できます。 

GetAltKeyState           8500,8700 
 目的  ｵﾙﾄｷｰ状態を取得します。 

 書式  int GetAltKeyState(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  state = GetAltKeyState(); 

 戻り値  0～3 が返ります。ただし、8500/8700 ｼﾘｰｽﾞの 24-key にはｵﾙﾄｷｰがないため、-1 が返りま

す。 

SetAltKey           8500,8700 
 目的  ｵﾙﾄｷｰ状態を変更します。 

 書式  void SetAltKey(int state); 

 引数  int state 
0 ｵﾙﾄｷｰ変更不可。(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
1 ｵﾙﾄｷｰ変更可。 
2 ｵﾙﾄｷｰ変更不可 + 通常ｷｰ扱い。 
3 ｵﾙﾄｷｰ変更可 + 通常ｷｰ扱い。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetAltKey(0);  // no ALT modification 

 戻り値  無し 

 備考  この関数は、ALT ｷｰで変更できる ALT ｷｰ状態を設定します。 
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2.10.5 ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ(FN)ｷｰは組み合わせて使うことで修飾ｷｰとしてします。 
(1) この修飾ｷｰを使用する場合、ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ上でﾌｧﾝｸｼｮﾝ(FN)ｷｰを押してください。すると、ｽﾃｰﾀｽ・ｱｲｺﾝ「F」が画

面上に表示されます。 
(2) ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが SetFuncToggle()でｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞに設定されている場合、ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰと組み合わせとなるｷｰが押

されると、ｽﾃｰﾀｽ・ｱｲｺﾝは画面から消去されます。つまり、この修飾ｷｰは 1 操作分のみです。 
(3) 他のﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ動作を行う場合は、上記操作を繰り返してください。 
ただし、ﾌｧﾝｸｼｮﾝ(FN)ｷｰが SetFuncToggle()によってﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞに設定されている場合、この修飾ｷｰは再度ﾌｧﾝｸｼｮﾝ

(FN)ｷｰが押されるまで有効となります。 

GetFuncToggle         8300,8400,8500,8700 
 目的  ﾌｧﾝｸｼｮﾝ(FN)ｷｰのﾄｸﾞﾙ状態を取得します。 

 書式  int GetFuncToggle(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  state = GetFuncToggle(); 

 戻り値  (1) 8300 ｼﾘｰｽﾞでは 0～1 が返ります。 
   (2) 8400 ｼﾘｰｽﾞでは 0～4、6 が返ります。 
   (3) 8500/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、以下の値が返ります。 

 24-key または 44-key,Type I の場合、0～3 
 44-key,Type II の場合、0～4、6 

SetFuncToggle         8300,8400,8500,8700 
 目的  ﾌｧﾝｸｼｮﾝ(FN)ｷｰのﾄｸﾞﾙ状態を設定します。 

 書式  void SetFuncToggle(int status); 

 引数  int state 
   8300 ｼﾘｰｽﾞ,24-key、39-key 

0 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
1 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ 

   (1)8400 ｼﾘｰｽﾞ, 24-key、39-key (2)8500/8700 ｼﾘｰｽﾞ,key Type II 
0 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
1 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ 
2 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ+ 通常ｷｰ扱い 
3 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ+ 通常ｷｰ扱い 
4 ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ 
6 ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ+ 通常ｷｰ扱い 

   8500 ｼﾘｰｽﾞ, 24-key、44-key Type I 
0 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
1 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ 
2 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ+ 通常ｷｰ扱い 
3 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ + ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ+ 通常ｷｰ扱い 
4 効果なし 
 ｵｰﾄﾚｼﾞｭｰﾑﾓｰﾄﾞ：ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを押すことでﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞとなり、組み合わせとなるｷｰを押

すことでﾓｰﾄﾞが終了します。ｽﾃｰﾀｽ・ｱｲｺﾝが画面上に表示されます。8300/8400/8700 ｼﾘ

ｰｽﾞでは、ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ中に再度ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを押すことで、ﾓｰﾄﾞを終了させることができ

ます。 
 ﾄｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ：ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを押すことでﾌｧﾝｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞとなり、再度ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを押すまでこのﾓ

ｰﾄﾞが継続します。ｽﾃｰﾀｽ・ｱｲｺﾝが画面上に表示されます。 
 ﾏﾙﾁｷｰﾓｰﾄﾞ：ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰと組み合わせとなるｷｰを同時に押す、またはﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを押し、

そのまま組み合わせとなるｷｰを押します。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  state = SetFuncToggle(0); // set the FN state to Auto Resume and Multi-key mode 

 戻り値  なし 
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拡張ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ 
8400 ｼﾘｰｽﾞ,24-key では、ﾃﾞﾌｫﾙﾄで F1～F8 が利用可能ですが、SetFunctionKey(1)をｺｰﾙすることで、F9～F20 を

使用することができるようになります。 

GetFuncExKey           8400 
 目的  拡張ﾌｧﾝｸｼｮﾝ(FN)ｷｰ F9～F20 が有効かどうかﾁｪｯｸします。 

 書式  int GetFuncExKey(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  state = GetFuncExKey(); 

 戻り値  有効なら 1、無効なら 0 が返ります。 

SetFuncExKey           8400 
 目的  拡張ﾌｧﾝｸｼｮﾝ(FN)ｷｰ F9～F20 の状態を設定します。 

 書式  void SetFuncExKey(int status); 

 引数  int state 
0 拡張ﾌｧﾝｸｼｮﾝ(FN)ｷｰ F9～F20 無効 
1 拡張ﾌｧﾝｸｼｮﾝ(FN)ｷｰ F9～F20 有効 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  state = SetFuncExKey(1); // enable key combination F9-F20 

 戻り値  なし 

 備考  F9～F20 の組み合わせは次の通りです。 
ｷｰの組み合わせ 結果 
FN + [-] F9 
FN + [.] F10 
FN + [1] F11 
FN + [2] F12 
FN + [3] F13 
FN + [4] F14 
FN + [5] F15 
FN + [6] F16 
FN + [7] F17 
FN + [8] F18 
FN + [9] F19 
FN + [0] F20 

 参照  SetFuncToggle 
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2.10.6 ENTER ｷｰ 
8200 ｼﾘｰｽﾞにある黄色のｷｰはﾃﾞﾌｫﾙﾄでｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰとしても機能します。使用すると中ｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰとして認識さ

れます。 
 InitScanner1()をｺｰﾙした後は、黄色のｷｰはｽｷｬﾝｷｰとして機能します。 
 HaltScanner1()をｺｰﾙした後は、黄色のｷｰはｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰとして機能します。 

CheckKeyEnter           8200 
 目的  ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰが押されているかどうかﾁｪｯｸします。 

 書式  unsigned char CheckKeyEnter(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  c = getchar(); 
   If (c == KEY_CR) { 
    type = CheckKeyEnter(); 
    if (type == 1) { 
     printf(“right enter”); 
    } else if (type == 2) { 
     printf(“left enter”); 
    } else if (type == 3) { 
     printf(“middle enter”); 
    } 
   } 

 戻り値  下記の何れかの値を返します。 
0 ｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰは押されていない。 
1 右ｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰが押されている。 
2 左ｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰが押されている。 
3 中ｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰが押されている。 

 備考  この関数は getchar()の後にｺｰﾙすることをお勧めします。 

SetMiddleEnter           8200 
 目的  黄色のｽｷｬﾝｷｰをｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰとして使用できるかどうかを設定します。 

 書式  void SetMiddleEnter(int status); 

 引数  int state 
0 中ｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰ無効 
1 中ｴﾝﾀｰ(改行)ｷｰ有効 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  state = SetMiddleEnter(1); 

 戻り値  なし 
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2.11 LCD 
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは、本体に FSTN ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを装備しています。ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの性能は LCD ﾊﾟﾈﾙの

ｻｲｽﾞによります。ｶｰｿﾙの行列(x, y)を指定するために、座標系はｶｰｿﾙ移動処理に使用されます。左上の座標は(0,0)
です。一方、右下の座標は、LCD とﾌｫﾝﾄのｻｲｽﾞによって異なります。ｸﾞﾗﾌｨｯｸ表示では、ﾋﾟｸｾﾙ単位で座標の指定

を行います。 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ 画面ｻｲｽﾞ 左上座標 右下座標 
8000 100 × 64 ﾄﾞｯﾄ (0, 0) (99, 63) 
8300 128 × 64 ﾄﾞｯﾄ (0, 0) (127, 63) 
8200,8400 160 × 160 ﾄﾞｯﾄ (0, 0) (159, 159) 
8500,8700 160 × 160 ﾄﾞｯﾄ (0, 0) (159, 159) 
 

2.11.1 ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ 
 ｺﾝﾄﾗｽﾄ：0～7。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは 4。 
 ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ：ﾃﾞﾌｫﾙﾄは消灯です。8200/8400 ｼﾘｰｽﾞでは、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄﾎﾞﾀﾝを使用します。それ以外のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙでは

FN+Enter ｷｰを使用します。 
※ 8200/8400/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ点灯時の明るさは 2 に設定されています。 

DecContrast 
 目的  LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄﾚﾍﾞﾙを 1 段階下げます。 

 書式  void DecContrast(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  DecContrast(); 

 戻り値  なし 

 備考  この関数を 1 回ｺｰﾙすると LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄは 1 段階下がります。ｺﾝﾄﾗｽﾄの最小値は 0 です。 

IncContrast 
 目的  LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄﾚﾍﾞﾙを 1 段階上げます。 

 書式  void IncContrast(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  IncContrast(); 

 戻り値  なし 

 備考  この関数を 1 回ｺｰﾙすると LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄは 1 段階上がります。ｺﾝﾄﾗｽﾄの最大値は 7 です。 

 参照  GetContrast, SetContrast, SetContrastControl 

GetContrast 
 目的  LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄﾚﾍﾞﾙを取得します。 

 書式  int GetContrast(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int nContrastLevel = GetContrast(); 

 戻り値  LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄﾚﾍﾞﾙを 0~7 の範囲で返します。 

 備考  現在の LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄﾚﾍﾞﾙを取得します。ﾃﾞﾌｫﾙﾄは 4 です。 
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SetContrast 
 目的  LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄﾚﾍﾞﾙを設定します。 

 書式  void SetContrast(int level); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetContrast(4); 

 戻り値  無し 

 備考  引数で指定されたﾚﾍﾞﾙに LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄをｾｯﾄします。設定可能な範囲は、0(暗い)~7(明るい)
です。 

 参照  DecContrast, IncContrast, SetContrastControl 

GetVideoMode 
 目的  LCD 表示ﾓｰﾄﾞを取得します。 

 書式  int GetVideoMode(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (GetVideoMode( ) == VIDEO_NORMAL)  
    puts("Normal Mode"); 

 戻り値  下記の何れかの値を返します。 
0 VIDEO_NORMAL 通常表示 
1 VIDEO_REVERSE 反転表示 

 備考  現在の LCD 表示ﾓｰﾄﾞを取得します。 

SetVideoMode 
 目的  LCD 表示ﾓｰﾄﾞを設定します。 

 書式  void SetVideoMode(int mode); 

 引数  int mode 
0 VIDEO_NORMAL 通常表示 
1 VIDEO_REVERSE 反転表示 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetVideoMode(VIDEO_REVERSE);   // set reverse video mode 

 戻り値  無し 

 備考  LCD 表示ﾓｰﾄﾞを設定します。 
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lcd_backlit 
 目的  LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄを設定します。 

 書式  void lcd_backlit(int state); 

 引数  int state 
   8000/8300 ｼﾘｰｽﾞで使用する引数は次の通りです 

0 BKLT_OFF ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ OFF 
1 BKLT_ON ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ ON 

   8200/8400 ｼﾘｰｽﾞで使用する引数は次の通りです 
0x0000 BKLT_OFF ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ OFF 
0x0001 BKLT_VERY_LO ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ明るさ最低 
0x0002 BKLT_LO ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ明るさ低 
0x0003 BKLT_MED ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ明るさ中 
0x0004 BKLT_HI ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ明るさ高 
0x0010 BKLT_SHADE_OFF ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ陰影効果なし 
0x0011 BKLT_SHADE_VL ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ陰影効果最低 
0x0012 BKLT_SHADE_LO ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ陰影効果低 
0x0013 BKLT_SHADE_MED ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ陰影効果中 
0x0014 BKLT_SHADE_HI ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ陰影効果高 

   8500/8700 ｼﾘｰｽﾞで使用する引数は次の通りです 
0 BKLT_OFF ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ OFF 
1 BKLT_VERY_LO ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ明るさ最低 
2 BKLT_LO ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ明るさ低 
3 BKLT_MED ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ明るさ中 
4 BKLT_HI ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ明るさ高 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  lcd_backlit(1);  // turn on LCD backlight, low density 

 戻り値  無し 

 備考  LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄを OFF 又は指定の明るさに設定します。 
 LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄを ON に設定した場合、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 BKLIT_TIMEOUT で指定された

秒数、何も操作が行われないとﾊﾞｯｸﾗｲﾄは自動的に OFF に戻ります。但し、この値を 0
にｾｯﾄしている場合は、ﾕｰｻﾞｰが手動でｵﾌにするか、引数に 0 を指定して、lcd_backlit 関

数をｺｰﾙするまで、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄは OFF に戻りません。 

 参照  BKLT_TIMEOUT, SetBklitControl 
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SetBklitControl         8200,8400,8500,8700 
 目的  ｷｰ組み合わせ操作で LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄを設定できるようにするかどうかを設定します。 

 書式  void SetBklitControl(int mode); 

 引数  int mode 
   8200/8400 ｼﾘｰｽﾞで使用する引数は次の通りです 

0 [ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ] + [↑]/[↓]無効 
1 [ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ] + [↑]/[↓]有効 
2 [ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ] + [↑]/[↓]無効、[ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ]ｷｰを通常ｷｰ扱い 
3 [ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ] + [↑]/[↓]有効、[ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ]ｷｰを通常ｷｰ扱い 

   8500/8700 ｼﾘｰｽﾞで使用する引数は次の通りです 
0 FN + [←]/[→]無効 
1 FN + [←]/[→]有効 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetBklitControl(0);  // disable the key combination for Backlight Control 

 戻り値  無し 

 備考  ｷｰ組み合わせで LCD ﾊﾞｯｸﾗｲﾄを設定できるようにするかどうかを設定します。 
 8200/8400 ｼﾘｰｽﾞでｷｰ組み合わせ操作が有効の場合、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄは[ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ] + [↑]で明るく

なり、[ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ] + [↓]で暗くなります。 
 8200/8400 ｼﾘｰｽﾞでｷｰ組み合わせ操作が無効の場合、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧに KEY_BUP、

KEY_BDOWN が格納されます。 
 8200/8400 ｼﾘｰｽﾞでのﾊﾞｯｸﾗｲﾄｷｰを通常キー扱い – ﾊﾞｯｸﾗｲﾄｷｰは通常ｷｰとして扱われま

す。 
 8500/8700 ｼﾘｰｽﾞでｷｰ組み合わせ操作が有効の場合、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄは FN + [→]で明るくな

り、FN + [←]で暗くなります。 
 8500/8700 ｼﾘｰｽﾞでｷｰ組み合わせ操作が無効の場合、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧに KEY_FLEFT、

KEY_FRIGHT が格納されます。 

 参照  lcd_backlit 
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SetContrastControl 
 目的  ｷｰ組み合わせ操作で LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄを設定できるようにするかどうかを設定します。 

 書式  void SetContrastControl(int mode); 

 引数  int mode 
   8000/8300/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞで使用する引数は次の通りです 

0 FN + [↑]/[↓]無効 
(8500/8700 44-TE key は FN + [3]/[6]無効) 

1 FN + [↑]/[↓]有効 
(8500/8700 44-TE key は FN + [3]/[6]有効) 

   8200/8400 ｼﾘｰｽﾞで使用する引数は次の通りです 
0 [ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ] + [↑]/[↓]無効 

(39- key は FN + [0]/[･]も無効) 
1 [ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ] + [↑]/[↓]有効 

(39- key は FN + [0]/[･]も有効) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetContrastControl(0); // disable the key combination for Contrast Control 

 戻り値  無し 

 備考  ｷｰ組み合わせで LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄを設定できるようにするかどうかを設定します。 
 800/8300/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞでｷｰ組み合わせ操作が有効の場合、ｺﾝﾄﾗｽﾄは FN + [↑]で高

くなり、FN + [↓]で低くなります。 
 800/8300/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞでｷｰ組み合わせ操作が無効の場合、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧに

KEY_FUP、KEY_FDOWN が格納されます。 
 8200/8400 ｼﾘｰｽﾞでｷｰ組み合わせ操作が有効の場合、ｺﾝﾄﾗｽﾄは[ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ] + [→]で高くな

り、[ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ] + [←]で低くなります。 
 8200/8400 ｼﾘｰｽﾞでｷｰ組み合わせ操作が無効の場合、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊﾞｯﾌｧに KEY_BLEFT、

KEY_BRIGHT が格納されます。 

 参照  DecContrast, GetContrast, IncContrast, SetContrast, 
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2.11.2 ｶｰｿﾙ 

GetCursor 
 目的  ｶｰｿﾙｽ表示/非表示を取得します。 

 書式  int GetCursor(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (GetCursor( ) == 0)    
    puts ("Cursor Off"); 

 戻り値  ｶｰｿﾙ表示がｵﾝの場合は 1 を返し、ｵﾌの場合は 0 を返します。 

SetCursor 
 目的  ｶｰｿﾙ表示をｵﾝ/ｵﾌします。 

 書式  void SetCursor(int status); 

 引数  int status 
0 CURSOR_OFF ｶｰｿﾙ非表示 
1 CURSOR_ON ｶｰｿﾙ表示 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetCursor(0);     // truen off the cursor indication 

 戻り値  無し 

gotoxy 
 目的  指定位置へｶｰｿﾙを移動します。 

 書式  void gotoxy(int x_position, int y_position); 

 引数  int x_position 
ｶｰｿﾙを移動したい X 座標 

   int y_position 
ｶｰｿﾙを移動したい Y 座標 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  gotoxy(10, 0);  // 1 行目の 11 桁目にｶｰｿﾙを移動 

 戻り値  なし 

 備考  引数で指定された位置へｶｰｿﾙを移動します。移動できる範囲には以下の設定の制約があり

ます。 
 ICON_ZONE()で指定されたｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱ。 
 LCD のｻｲｽﾞ。 
 使用しているﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ。 
8500/8700 ｼﾘｰｽﾞで、ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞが 6×8 で ICON_ZONE(0)の場合、Y 座標が 18 以上はあり

えません。 

 参照  wherexy 

wherex 
 目的  現在のｶｰｿﾙ位置(X 座標)を取得します。 

 書式  int wherex(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  x_position = wherex(); 

 戻り値  現在のｶｰｿﾙ位置(X 座標)を返します。 
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wherexy 
 目的  現在のｶｰｿﾙ位置を取得します。 

 書式  int wherexy (int* column, int* row); 

 引数  int* column 
X 座標値を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

   int* row 
Y 座標値を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  wherexy (&x_position, &y_position); 

 戻り値  無し 

 備考  現在のｶｰｿﾙ位置座標を引数で与えられた変数に格納します。 

wherey 
 目的  現在のｶｰｿﾙ位置(Y 座標)を取得します。 

 書式   int wherey(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  y_position = wherey( ); 

 戻り値  現在のｶｰｿﾙ位置(Y 座標)を返します。 
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2.11.3 表示 

fill_rect 
 目的  指定の長方形ｴﾘｱを塗りつぶします。 

書式  void fill_rect (int left, int top, int width, int height); 

 引数  int left 
長方形ｴﾘｱの左上 X 座標 

   int top 
長方形ｴﾘｱの左上 Y 座標 

   int width 
長方形ｴﾘｱの幅をﾄﾞｯﾄ単位で指定 

   int height 
長方形ｴﾘｱの高さをﾄﾞｯﾄ単位で指定 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  fill_rect (12, 8, 40, 8); 

 戻り値  無し 

 備考  引数で指定された長方形ｴﾘｱを塗りつぶします。 
 この処理を実行しても、ｶｰｿﾙ位置には、影響しません。 

 参照  clr_rect 

ICON_ZONE 
 目的  ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱﾓｰﾄﾞを設定します。 

書式  void ICON_ZONE(int mode); 

 引数  int mode 
0 ICON_ZONE_DISABLE ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱとして使用(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
1 ICON_ZONE_ENABLE ﾕｰｻﾞｰ表示ｴﾘｱとして使用 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  ICON_ZONE(1); 

 戻り値  無し 

 備考  ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱは、通常、ﾊﾞｯﾃﾘｽﾃｰﾀｽｱｲｺﾝ等を表示するための予約領域です。 
8000 100 × 64 ﾄﾞｯﾄ ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱは右端の 4×64 ﾄﾞｯﾄを占めています。 

4 ﾄﾞｯﾄでは、1 文字を表現できないため、ICON_ZON(1)
を設定しても表示可能桁数は増えません。 

8200,8400 160 × 160 ﾄﾞｯﾄ ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱは下端の 160×16 ﾄﾞｯﾄを占めています。

ICON_ZON(1)を設定すると、6×8 ﾌｫﾝﾄでは 20 行×26
桁、8×16 ﾌｫﾝﾄでは 10 行×20 桁まで表示できるように

なります。 
8300 128 × 64 ﾄﾞｯﾄ ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱは右端の 8×64 ﾄﾞｯﾄを占めています。

ICON_ZON(1)を設定すると、6×8 ﾌｫﾝﾄでは 8 行×21
桁、8×16 ﾌｫﾝﾄでは 4 行×16 桁まで表示できるようにな

ります。 
8500,8700 160 × 160 ﾄﾞｯﾄ ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱは 6×8 ﾌｫﾝﾄでは下端の 160×8 ﾄﾞｯﾄを、8×

16 ﾌｫﾝﾄでは下端の 160×16 ﾄﾞｯﾄを占めています。

ICON_ZON(1)を設定すると、6×8 ﾌｫﾝﾄでは 20 行×26
桁、8×16 ﾌｫﾝﾄでは 10 行×20 桁まで表示できるように

なります。 
   上記ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲのいずれでも、ICON_ZONE(1)を設定した場合、clr_scr()をｺｰﾙすると、

LCD ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ全体がｸﾘｱされます。ｽﾃｰﾀｽ・ｱｲｺﾝは ICON_ZONE(1)を設定した場合でも表

示されます。 
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printf 
 目的  文字列や変数値を指定の書式に従って、表示します。 

 書式  int printf (char* format, var); 

 引数  char* format 
表示書式 

   var… 
LCD に表示する変数ﾘｽﾄ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  printf ("ID : %s", id_buffer); 

 戻り値  実際に表示した文字数を返します。  

 説明  引数で指定された文字列や変数値を指定の書式に従って、表示します。使用できる書式

は、下記の通りです。 
  %[flags][width].[precision][size][type] 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 説明 
% 
(必須) 

書式定義の開始を意味します。 

flags  
(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

ﾌﾟﾗｽ/ﾏｲﾅｽ符号や文字揃えを指示する１つ又は複数のﾌﾗｸﾞｷｬﾗｸﾀ('-', '+', 
'#', ' ')を指定します。 

- 左詰めﾌｨｰﾙﾄﾞ(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、右詰め)を意味します。 
+ 符号付の値にﾌﾟﾗｽ/ﾏｲﾅｽ符号を付けます。ﾏｲﾅｽ値の場合は、

このｵﾌﾟｼｮﾝに関係なく、ﾏｲﾅｽ符号が表示されます。 
blank ﾌﾟﾗｽ値はｽﾍﾟｰｽ、ﾏｲﾅｽ値はﾏｲﾅｽ符号を値の前に表示しま

す。但し、先の'+' ｵﾌﾟｼｮﾝが指定されている場合は、無視さ

れます。 
# 表示する値のﾀｲﾌﾟが、0 以外の o, x, X の場合に、それぞれ

前に 0, 0x, 0X を表示します。 
 

width  
(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

表示文字数(ﾌｨｰﾙﾄﾞ幅)を指定します。 

precision  
(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

表示する数字の桁数を指定します。 

size  
(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

short 型及び long 型を区別する長さ修飾子 'h', 'l', 'L' を指定します。'h' 
は、short 整数を示し、'l' と 'L' は long 型を示します。 

type  
(必須) 

表示しようとする変数ﾀｲﾌﾟを指定します。 
c ｼﾝｸﾞﾙｷｬﾗｸﾀ 
d 符号有り 10 進数 
i 符号有り 10 進数 
o 符号無し 8 進数 
u 符号無し 10 進数 
x 16 進数(小文字 0~9, a~f) 
X 16 進数(大文字 0~9, A~F) 
s 文字列 

 

putchar 
 目的  1 文字表示します。 

 書式  int putchar(char c); 

 引数  char c 
LCD に表示する文字 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  putchar('A'); 

 戻り値  常に 1 が戻ります。 

 備考  引数で指定された文字(ｷｬﾗｸﾀ)を現在のｶｰｿﾙ位置に表示します。処理後、ｶ―ｿﾙ位置は 1 文

字分移動します。 
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puts 
 目的  文字列を表示します。 

 書式  char puts (char* string); 

 引数  char* string 
LCD に表示する文字列 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  puts ("Password : "); 

 戻り値  実際に表示した文字数を返します。 

 説明  引数で指定された文字列を現在のｶｰｿﾙ位置から表示します。処理後、ｶ―ｿﾙ位置は表示文

字数分移動します。 

WaitHourglass 
 目的  回転する砂時計を表示します。 

 書式  int putchar(int UppLeftX, int UppLeftY, int type); 

 引数  int UppLeftX, int UppLeftY 
砂時計を表示する位置の左上の X,Y 座標 

   Int type 
1 HOURGLASS_24x23 24×23 ﾋﾟｸｾﾙｻｲｽﾞ 
2 HOURGLASS_8x8 8×8 ﾋﾟｸｾﾙｻｲｽﾞ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  while(IsRunning) { 
   ・・・ 
    WaitHourglass(68, 68, HOURGLASS_24x23); 
      // shou the 24 x 23 hourglass during the loop 
   ・・・ 
   } 

 戻り値  なし 

 備考  砂時計を回転させるためには、この関数をｺｰﾙし続けてください。 
 一定間隔で、異なる 5 種類の砂時計を表示して時間の経過を表します。 
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2.11.4 画面消去 

clr_eol 
 目的  ｶｰｿﾙ位置から行の最後までをｸﾘｱし、ｶｰｿﾙを元の位置に戻します。 

 書式  void clr_eol(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  clr_eol( ); 

 戻り値  無し 

 参照  clr_scr 

clr_icon 
 目的  ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱをｸﾘｱします。 

書式  void clr_icon (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  clr_icon(); 

 戻り値  無し 

 備考  ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱをｸﾘｱします。ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱは、ﾊﾞｯﾃﾘｽﾃｰﾀｽｱｲｺﾝ等を表示するための予約領域

です。 
 show_image 関数を利用することで、ﾕｰｻﾞｰは独自のｱｲｺﾝをここへ表示することができ

ます。 
 clr_scr 関数は、ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱをｸﾘｱしないため、ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱをｸﾘｱしたい場合は、

clr_icon 関数をｺｰﾙする必要があります。 
 参照  clr_scr 

clr_rect 
 目的  指定の長方形ｴﾘｱをｸﾘｱします。 

書式  void clr_rect (int left, int top, int width, int height); 

 引数  int left 
長方形ｴﾘｱの左上 X 座標 

   int top 
長方形ｴﾘｱの左上 Y 座標 

   int width 
長方形ｴﾘｱの幅をﾄﾞｯﾄ単位で指定 

   int height 
長方形ｴﾘｱの高さをﾄﾞｯﾄ単位で指定 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  clr_rect (12, 8, 40, 8 ); 

 戻り値  無し 

 備考  引数で指定された長方形ｴﾘｱをｸﾘｱします。 
 この処理を実行しても、ｶｰｿﾙ位置には、影響しません。 

 参照  fill_rect 
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clr_scr 
 目的  LCD ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲをｸﾘｱします。 

 書式  void clr_scr(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  clr_scr(); 

 戻り値  無し 

 説明  LCD ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲをｸﾘｱします。処理実行後、ｶｰｿﾙは、(0,0) 座標へﾘｾｯﾄされます。 

 参照  clr_eof, clr_icon, clr_rect 

 

    82  



 

 

2.11.5 ｲﾒｰｼﾞ 
show_image 関数は、ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ上にﾛｺﾞなどのﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｲﾒｰｼﾞを表示する場合に利用します。1 ﾋﾞｯﾄに 1 ﾋﾟ

ｸｾﾙを対応させ、ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｲﾒｰｼﾞﾃﾞｰﾀを上段から順に unsigned char 型配列変数にｾｯﾄします。各ﾋﾞｯﾄは、LSB から

順に各ﾋﾟｸｾﾙに対応し、ﾋﾞｯﾄを 1 にｾｯﾄした場合は、その座標がﾏｰｸされ、0 にｾｯﾄした場合は、ﾏｰｸされません。 
例えば、CipherLab のﾛｺﾞをﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟｲﾒｰｼﾞとして定義する場合は、下記のように定義します。 
 

 
 
static unsigned char CipherLab_logo[] = { 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 
0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0xf0, 0xff, 0x0f, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x10, 0x00, 0x08, 0x00, 0x00, 
0x00, 0x00, 0xfc, 0xff, 0x0b, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0xfc, 0xff, 0x0b, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0xfc, 0xff, 0x0b, 
0x80, 0x07, 0x00, 0x00, 0xf4, 0xff, 0x0b, 0xc0, 0xac, 0x93, 0x77, 0xf4, 0x1d, 0x0b, 0x60, 0xa0, 0x94, 0x90, 0xf4, 
0xda, 0x0a, 0x20, 0xa0, 0x94, 0x90, 0xf4, 0xda, 0x0a, 0x20, 0xa0, 0xf3, 0x77, 0x74, 0x17, 0x0b, 0x60, 0xa8, 
0x90, 0x30, 0x74, 0xd0, 0x0a, 0xc0, 0xac, 0x90, 0x50, 0x74, 0xd7, 0x0a, 0x80, 0xa7, 0x90, 0x97, 0x04, 0x17, 
0x0b, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0xfc, 0xff, 0x0f, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0xfc, 0xff, 0x03, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 
0xfc, 0xff, 0x03, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00, 0x00}; 
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get_image 
 目的  指定の長方形ｴﾘｱのﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを取得します。 

書式  void get_image(int left, int top, int width, int height, unsigned char *pat); 

 引数  int left 
長方形ｴﾘｱの左上 X 座標 

   int top 
長方形ｴﾘｱの左上 Y 座標 

   int width 
長方形ｴﾘｱの幅をﾄﾞｯﾄ単位で指定 

   int height 
長方形ｴﾘｱの高さをﾄﾞｯﾄ単位で指定 

   unsigned char *pat 
ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾃﾞｰﾀを格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  get_image (12, 32, 60, 16, buf); 

 戻り値  無し 

 備考  引数で指定された長方形ｴﾘｱのﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを指定の変数へ格納します。 
 この処理を実行しても、ｶｰｿﾙ位置には、影響しません。 

show_image 
 目的  長方形ｴﾘｱにﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾃﾞｰﾀを描画します。 

 書式  void show_image(int left, int top, int width, int height, unsigned char *pat); 

 引数  int left 
長方形ｴﾘｱの左上 X 座標 

   int top 
長方形ｴﾘｱの左上 Y 座標 

   int width 
長方形ｴﾘｱの幅をﾄﾞｯﾄ単位で指定 

   int height 
長方形ｴﾘｱの高さをﾄﾞｯﾄ単位で指定 

   unsigned char *pat 
ﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾃﾞｰﾀを格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  show_image(35, 5, 52, 24, CipherLab_logo); 

 戻り値  無し 

 備考  引数で指定された長方形ｴﾘｱに指定のﾋﾞｯﾄﾏｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを描画します。 
 この処理を実行しても、ｶｰｿﾙ位置には、影響しません。 
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2.11.6 ｸﾞﾗﾌｨｯｸ 
白黒ｸﾞﾗﾌｨｯｸには下の表のような 3 つの要素があります。 
要素 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 関数 
表示ﾓｰﾄﾞ VIDEO_REVERSE 

VIDEO_NORMAL 
1 
0 

SetVideoMode() 

ﾋﾟｸｾﾙ DOT_MARK 
DOT_CLEAR 
DOT_RESERVE 

1 
0 
-1 

circle(), line(), putpixel(), rectangle() 

ｼｪｲﾌﾟ SHAPE_FILL 
SHAPE_NORMAL 

1 
0 

circle(),rectangle() 

上記の組み合わせ例は次の通りです。 
ｼｪｲﾌﾟ ﾋﾟｸｾﾙ 
 DOT_MARK DOT_CLEAR DOT_RESERVE 
SHAPE_FILL 

 
  

SHAPE_NORMAL 
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circle 
 目的  LCD に円を描画します。 

 書式  void circle(int x, int y, int r, int type, int mode); 

 引数  int x, y 
円の中心の X,Y 座標 

   int r 
円の半径 

   int type 
0 SHAPE_NORMAL 塗りつぶしなし 
1 SHAPE_FILL 塗りつぶしあり 

   int mode 
0 DOT_RESERVE 反転ﾄﾞｯﾄ 
1 DOT_CLEAR ﾄﾞｯﾄなし 
1 DOT_MARK ﾄﾞｯﾄあり 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  circle(80, 120, 8, SHAPE_FILL, DOT_MARK); 
   // show a solid black circle centerd at the position of (80, 120) with radius of 8 pixels 

 戻り値  無し 

 参照  line, rectangle 

line 
 目的  LCD に直線を描画します。 

 書式  void line(int x1, int y1, int x2, int y2, int mode); 

 引数  int x1, y1 
直線の始点 X,Y 座標 

   int x2, y2 
直線の終点 X,Y 座標 

   int mode 
0 DOT_RESERVE 反転ﾄﾞｯﾄ 
1 DOT_CLEAR ﾄﾞｯﾄなし 
1 DOT_MARK ﾄﾞｯﾄあり 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  line(10, 10, 120, 10, DOT_MARK);  // draw a horizontal line 
   line(80, 120, 10, 10, DOT_MARK);  // draw a oblique line 

 戻り値  無し 

 参照  circle, rectangle 

puppixel 
 目的  LCD に点を描画します。 

 書式  void puppixel(int pos_x, int pos_y, int mode); 

 引数  int x1, y1 
点の X,Y 座標 

   int mode 
0 DOT_RESERVE 反転ﾄﾞｯﾄ 
1 DOT_CLEAR ﾄﾞｯﾄなし 
1 DOT_MARK ﾄﾞｯﾄあり 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  puppixel 80, 120, DOT_REVERSE); 
    // mark or clear the dot at (80,120) depending on the pixel status 

 戻り値  無し 
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rectangle 
 目的  LCD に長方形を描画します。 

 書式  void rectangle(int x1, int y1, int x2, int y2, int type, int mode); 

 引数  int x1, y1 
長方形の開始 X,Y 座標 

   int x2, y2 
長方形の終了 X,Y 座標 

   int type 
0 SHAPE_NORMAL 塗りつぶしなし 
1 SHAPE_FILL 塗りつぶしあり 

   int mode 
0 DOT_RESERVE 反転ﾄﾞｯﾄ 
1 DOT_CLEAR ﾄﾞｯﾄなし 
1 DOT_MARK ﾄﾞｯﾄあり 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  rectangle(10, 20, 80, 100, SHAPE_FILL, DOT_MARK);  // show a solid black rectangle 
 戻り値  無し 

 参照  circle, line 
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2.12 ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ 
8500/8700 ｼﾘｰｽﾞは、InitTouchScreen()で初期化することにより、液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ(LCD)をﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝで使用できます。 
 文字認識 

SignatureCapture()で定義された LCD のｴﾘｱに直接何か文字を書くのにｽﾀｲﾗｽを使用します。その文字入力は

GetScreenItem()でｷｬﾌﾟﾁｬｰすることができます。 
 操作できるｱｲﾃﾑ 

ｸﾞﾗﾌｨｯｸｱｲﾃﾑは、例えば電卓のようなﾀｯﾁ操作時の動作を策定することができます。ItemProperty 構造体に位置

やｻｲｽﾞを含む「ｸﾞﾗﾌｨｯｸｱｲﾃﾑ」(ﾎﾞﾀﾝ)の情報を前もって定義する必要があります。 
ｸﾞﾗﾌｨｯｸｱｲﾃﾑのﾊﾟﾀｰﾝを設計し、show_image()で LCD に表示することができます。それらのｱｲﾃﾑは

GetScreenItem()によってﾀｯﾁしたことを検知することができます。 
選択されたｱｲﾃﾑの表示ﾓｰﾄﾞが ITEM_REVERSE に設定されている場合、そのｱｲﾃﾑにﾀｯﾁすると、ｱｲﾃﾑは反転表

示されます。 
 

2.12.1 ItemProperty 構造体 
 typedef struct { 
  int UppLeftX; 
  int UppLeftY; 
  int SizeX; 
  int SizeY; 
 };ItemProperty; 

int UppLeftX ｱｲﾃﾑの左上 X 座標 
int UppLeftY ｱｲﾃﾑの左上 Y 座標 
int SizeX ｱｲﾃﾑの幅をﾄﾞｯﾄ単位で指定 
int SizeY ｱｲﾃﾑの高さをﾄﾞｯﾄ単位で指定 

GetPoint           8500,8700 
 目的  ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ上の動作の開始位置と終了位置を取得します。 

 書式  int GetPoint(int* DownX, int* DownY, int* UpX, int* UpY); 

 引数  int DownX, DownY 
開始 X,Y 座標を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

   int UpX, UpY 
終了 X,Y 座標を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = GetPoint(&dX, &dY, &uX, &uY); 

 戻り値  成功すれば 1 を返します。ﾀｯﾁ操作がない場合、0 を返します。 

 参照  circle, rectangle 
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GetScreenItem           8500,8700 
 目的  ｱｲﾃﾑを選択したｱｲﾃﾑ番号、または文字認識ｴﾘｱに書かれた入力を検知します。 

 書式  int GetScreenItem(ItemProperty* Item, int TotalItems, int mode); 

 引数  ItemProperty* Item 
ｱｲﾃﾑｻｲｽﾞ情報のﾘｽﾄ 

   int TotalItems 
ｱｲﾃﾑ総数 

   int mode 
0 ITEM_NORMAL 選択したｱｲﾃﾑをそのまま表示 
1 ITEM_REVERSE 選択したｱｲﾃﾑを反転表示 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  const ItemProperty Buttonlist[3] = {{8, 8, 24, 16}, {38, 8, 24, 16}, {68, 8, 24, 16}}; 
   while(event) { 
   ・・・ 
    Val = GetScreenItem((void *)Buttonlist, 3, ITEM_REVERSE); 
   } 

 戻り値  成功すれば選択されたｱｲﾃﾑの番号を返します (文字認識の戻り値はありません) 。 
   選択されたｱｲﾃﾑがない、または文字認識されていない場合、0 が返ります。 

 備考  ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例のようなﾙｰﾌﾟ文の前に、InitTouchScreen()をｺｰﾙする必要があります。関数がｺ

ｰﾙされた時に検知するので、機能を継続するには続けてｺｰﾙする必要があります。 
 ItemProperty は、1 つのｱｲﾃﾑの左上の XY 座標と幅、高さからなるﾃﾞｰﾀ構造体です。 

 参照  InitTouchScreen, show_image, SignatureCapture 

GetTouchScreenState          8500,8700 
 目的  現在のﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ状態を取得します。 

 書式  int GetTouchScreenState(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  val = GetTouchScreenState(); 

 戻り値  ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝが有効(初期化済み)なら 1 を返します。そうでない場合は 0 を返します。 

 参照  HaltTouchScreen, InitTouchScreen 

HaltTouchScreen          8500,8700 
 目的  ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ操作を終了します。 

 書式  void HaltTouchScreen(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  HaltTouchScreen(); 

 戻り値  なし 

 備考  ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝを再開するには、InitTouchScreen をｺｰﾙする必要があります。ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝは初期化

されるまで機能しません。 

 参照   InitTouchScreen 

InitTouchScreen           8500,8700 
 目的  ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ操作を初期化します。 

 書式  void InitTouchScreen(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  InitTouchScreen(); 

 戻り値  なし 

 参照   HaltTouchScreen 
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SignatureCapture          8500,8700 
 目的  ﾀｯﾁｽｸﾘｰﾝ上の文字認識ｴﾘｱを定義します。ﾕｰｻﾞｰはそのｴﾘｱにｽﾀｲﾗｽを使って自由に書くこと

ができます。 

 書式  int SignatureCapture(int UppLeftX, int UppLeftY, int LowRightX, int LowRightY); 

 引数  int UppLeftX, int UppLeftY 
文字認識ｴﾘｱの左上 XY 座標 

   int LowRightX, int LowRightY 
文字認識ｴﾘｱの右下 XY 座標 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SignatureCapture(8, 8, 150, 100); 

 戻り値  なし  

 参照  GetScreenItem 

 

2.12.2 使用例 

 
 
 
main()  
{ 
     ： 
 OSTaskCreate(TouchScreenTask…); 
     ： 
 while(1) { 
  getchar(); 
     ： 
 } 
} 
 
TouchScreenTask() 
{ 
     ： 
 InitTouchScreen(); 
 SignatureCapture(…); 
 while(1) { 
  c = GetScreenItem(…); 
     ： 
  putch(c); 
 } 
} 
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2.13 ﾌｫﾝﾄ 
 

2.13.1 ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 
基本的に、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙはをｼｽﾃﾑﾌｫﾝﾄとして 6×8 と 8×16 の 2 種類のﾌｫﾝﾄを選択できます。これらの選択は、ﾏﾙﾁ

言語ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙやﾍﾌﾞﾗｲ語/北欧語/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ語/ﾛｼｱ語ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙのような 1 ﾊﾞｲﾄ文字のﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙでも適用されます。 
 LCD のﾃﾞﾌｫﾙﾄは 6×8 です。 
標準のｼｽﾃﾑﾌｫﾝﾄ(英語)に加え、別途対応するﾌｧｲﾙを CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることで、各国のﾌｫ

ﾝﾄをﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示することができます。 

ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ ｶｽﾀﾑﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ SetFont 関数で選択可能なﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
1 ﾊﾞｲﾄ文字 ｼｽﾃﾑﾌｫﾝﾄ(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 該当なし FONT_6X8, FONT_8X16 

ﾏﾙﾁ言語ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ 該当なし FONT_6X8, FONT_8X16 
その他：He, Nd, Po, Ru 該当なし FONT_6X8, FONT_8X16 

2 ﾊﾞｲﾄ文字 Tc, Sc, Jp, Kr 16×16 FONT_6X8, FONT_8X16 
Tc12, Sc12, Jp12, Kr12 12×12 FONT_6X12, FONT_12X12 

 

2.13.2 表示性能 
画面ｻｲｽﾞとﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞによる英数文字の表示可能行数と文字数は次の通りです。 

画面ｻｲｽﾞ(ﾄﾞｯﾄ) 英数字ﾌｫﾝﾄ 表示可能文字数 ｱｲｺﾝ表示ｴﾘｱ 
8000 100 × 64 ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 6 × 8 ﾄﾞｯﾄ 16 文字 × 8 行 右端 4 × 64 

ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 8 × 16 ﾄﾞｯﾄ 12 文字 × 4 行 右端 4 × 64 
8300 128 × 64 ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 6 × 8 ﾄﾞｯﾄ 20 文字 × 8 行 右端 8 × 64 

ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 8 × 16 ﾄﾞｯﾄ 15 文字 × 4 行 右端 8 × 64 
8200, 8400 160 × 160 ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 6 × 8 ﾄﾞｯﾄ 26 文字 × 18 行 下端 160 × 16 

ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 8 × 16 ﾄﾞｯﾄ 20 文字 × 9 行 下端 160 × 16 
8500, 8700 160 × 160 ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 6 × 8 ﾄﾞｯﾄ 26 文字 × 19 行 下端 160 × 8 

ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 8 × 16 ﾄﾞｯﾄ 20 文字 × 9 行 下端 160 × 16 
※ 8200/8400/8500/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、ICON_ZONE(1)に設定し、ﾊｯﾃﾘｰｱｲｺﾝ等を表示しないようにすれば、20 行

(または 10 行)まで表示することができます。 
 

2.13.3 ﾏﾙﾁ言語ﾌｫﾝﾄ 
ﾏﾙﾁ言語ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙには英語(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ)、ﾌﾗﾝｽ語、ﾍﾌﾞﾗｲ語、ﾗﾃﾝ語、北欧語、ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語、ﾄﾙｺ語、ﾛｼｱ語、ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ語、

ｽﾗﾌﾞ語、ｽﾛﾊﾞｷｱ語などが含まれています。これらの言語のうち英語以外の言語を表示するには、地域による言語

を指定するために SetLanguage()をｺｰﾙ必要があります。 
 

2.13.4 特殊ﾌｫﾝﾄ 
ﾌｧｲﾙ名に Tc12(繁体字中国語)、Sc12(簡体字中国語)、Jp12(日本語)あるいは Kr12(朝鮮語)があるﾌｫﾝﾄは、特殊ﾌｫ

ﾝﾄﾌｧｲﾙと呼ばれます。これは、これらのﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞは SetFont()で 6×12 または 12×12 のいずれかに指定する必要

があるためです。設定しなければ、文字が正しく表示されません。 
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CheckFont 
 目的  ｲﾝｽﾄｰﾙされているﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙをﾁｪｯｸします。 

 書式  int CheckFont(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  n = CheckFont(); 

 戻り値  下記の何れかの値を返します。 
0x00 ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ無し(ｼｽﾃﾑﾌｫﾝﾄのみ)  
0x01 TC(繁体字中国語) 16×16, Big-5 ｺｰﾄﾞ 
0x02 予備  
0x03 SC(簡体字中国語) 16×16, GB ｺｰﾄﾞ 
0x04 KR(韓国語)  
0x05 JP(日本語) 16×16 
0x06 HE(ﾍﾌﾞﾗｲ語)  
0x07 PO(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ語)  
0x08 RU(ﾛｼｱ語)  
0x09 TC12(繁体字中国語) 12×12, Big-5 ｺｰﾄﾞ 
0x0a 予備  
0x0b SC12(簡体字中国語) 12×12, GB ｺｰﾄﾞ 
0x0c JP12(日本語) 12×12 
0x0d KR12(韓国語) 12×12 
0x10 MULTI(ﾏﾙﾁ言語)  

 参照  FontVersion, SetLanguage 

GetFont 
 目的  ﾌｫﾝﾄ情報を取得します。 

 書式  int GetFont (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (GetFont( ) == FONT8X16)    
    puts ("Font : 8X16"); 

 戻り値  下記の何れかの値を返します。 
FONT6X8 6X8 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ 
FONT8X16 8X16 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ 
FONT6X12 6X12 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ 
FONT12X12 12X12 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ 
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SetFont 
 目的  使用するﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞﾀｲﾌﾟを指定します。 

 書式  void SetFont(int font); 

 引数  int font 
FONT6X8 6X8 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ 
FONT8X16 8X16 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ 
FONT6X12 6X12 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ 
FONT12X12 12X12 ﾄﾞｯﾄﾌｫﾝﾄ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetFont (FONT_8X16); 

 戻り値  無し 

 備考  使用するﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞをこの関数をｺｰﾙすることにより明示します。 
 1 ﾊﾞｲﾄ文字 

1 ﾊﾞｲﾄ文字(ｼｽﾃﾑ、 ﾏﾙﾁ言語、など)では、FONT_6X8 または FONT_8X16 を設定するこ

とができます。 
 16×16 の 2 ﾊﾞｲﾄ文字 

英数文字表示のために FONT_6X8 または FONT_8X16 を設定することができます。 
 12×12 の 2 ﾊﾞｲﾄ文字 

    FONT_6X12 を割り当てれば、1 ﾊﾞｲﾄ文字のﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞは 6x12 になります。その一方で 2
ﾊﾞｲﾄ文字(Tc12、Sc12、Jp12、Kr12) のﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞは 12x12 になります。 

 参照  SetLanguage 

SetLanguage 

 目的  ﾏﾙﾁ言語ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙから使用するﾌｫﾝﾄを指定します。 

 書式  void SetLanguage (int setting); 

 引数  int setting 
0x10 English_437 英語(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) 
0x11 French_863 ｶﾅﾀﾞ･ﾌﾗﾝｽ語 
0x12 Hebrew_862 ﾍﾌﾞﾗｲ語 
0x13 Latin_850 multilingal Latin 
0x14 Nordic_865 北欧語 
0x15 Portugal_860 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 
0x16 CP_1251 ｷﾘﾙ文字(ﾛｼｱ語) 
0x17 CP_852 ﾗﾃﾝ語 II (ｽﾗﾌﾞ語) 
0x18 CP_1250 中央ﾖｰﾛｯﾊﾟ･ﾗﾃﾝ語(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ語) 
0x19 Turkish_857 ﾄﾙｺ語 
0x1a Latin_II ﾗﾃﾝ語 II (ｽﾛﾊﾞｷｱ語) 
0x1b WIN1250 Windows1250 
0x1c ISO_28592 ISO-28592 / ISO-8859-2 
0x1d IBM_LATIN_II IBM-ﾗﾃﾝ語 II 
0x1e Greek_737 ｷﾞﾘｼｱ語 
0x1f CP_1252 ﾗﾃﾝ語 I 
0x20 CP_1253 ｷﾞﾘｼｱ語 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  SetLanguage (Nordic_865); /* 北欧語を指定*/ 

 戻り値  無し 

 説明  ﾏﾙﾁ言語ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙから使用するﾌｫﾝﾄを指定します。但し、CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾏﾙ

ﾁ言語ﾌｫﾝﾄがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされていることが前提となります。 

 参照  CheckFont, SetFont 
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2.13.5 ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ 
8000,8300 ｼﾘｰｽﾞのﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 
Font-Hebraw.shx 6×8 または 8×16 
Font-Japanese.shx 16×16(4 行) 
Font-Japanese12.shx 6×12 または 12×12(5 行) 
Font-Korean.shx 16×16(4 行) 
Font-Korean12.shx 6×12 または 12×12(5 行) 
Font-Nordic.shx 6×8 または 8×16 
Font-Polish.shx 6×8 または 8×16 
Font-Russoan.shx 6×8 または 8×16 
Font-SimplifiedChinese.shx 16×16(4 行) 
Font-SimplifiedChinese12.shx 6×12 または 12×12(5 行) 
Font-TraditionalChinese.shx 16×16(4 行) 
Font-TraditionalChinese12.shx 6×12 または 12×12(5 行) 
Font-MultiLanguage.shx 6×8 または 8×16 
※ 上記のﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙは 2MB のﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘをｻﾎﾟｰﾄするために再ｺﾝﾊﾟｲﾙされ、それに応じて変更されています。 
8200,8400,8700 ｼﾘｰｽﾞのﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 
Font8x00-Hebraw.shx 6×8 または 8×16 
Font8x00-Japanese.shx 16×16(9 行) 
Font8x00-Japanese12.shx 6×12 または 12×12(12 行) 
Font8x00-Korean.shx 16×16(9 行) 
Font8x00-Nordic.shx 6×8 または 8×16 
Font8x00-Polish.shx 6×8 または 8×16 
Font8x00-Russoan.shx 6×8 または 8×16 
Font8x00-SimplifiedChinese.shx 16×16(9 行) 
Font8x00-SimplifiedChinese12.shx 6×12 または 12×12(12 行) 
Font8x00-TraditionalChinese.shx 16×16(9 行) 
Font8x00-TraditionalChinese12.shx 6×12 または 12×12(12 行) 
Font8x00-MultiLanguage.shx 6×8 または 8×16 
 
8500 ｼﾘｰｽﾞのﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ 
Font8500-Japanese.shx 16×16(9 行) 
Font8500-Korean.shx 16×16(9 行) 
Font8500-SimplifiedChinese.shx 16×16(9 行) 
Font8500-SimplifiedChinese12.shx 6×12 または 12×12(12 行) 
Font8500-TraditionalChinese.shx 16×16(9 行) 
Font8500-TraditionalChinese12.shx 6×12 または 12×12(12 行) 
Font8500-MultiLanguage.shx 6×8 または 8×16 
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2.14  ﾒﾓﾘ 
この章では、ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘと、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬおよびﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑがある SRAM に関連する処理について説明します。 
 8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞは SD ｶｰﾄﾞも使用することができます。 
 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ SRAM SD ｶｰﾄﾞ 
8000 ｼﾘｰｽﾞ 2MB 2MB, 4MB 対応なし 
8200 ｼﾘｰｽﾞ 8MB 4MB, 8MB 対応 
8300 ｼﾘｰｽﾞ 2MB 2MB, 6MB, 10MB 対応なし 
8400 ｼﾘｰｽﾞ 4MB 4MB, 16MB 対応 
8500 ｼﾘｰｽﾞ 2MB 2MB, 6MB, 10MB 対応なし 
8700 ｼﾘｰｽﾞ 8MB 4MB, 16MB 対応 
 

2.14.1 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 
ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘは、いくつかのﾒﾓﾘﾊﾞﾝｸに分割されています。1 ﾊﾞﾝｸあたり 64 ﾊﾞｲﾄです。 
 2MB の場合、32 ﾊﾞﾝｸに分割されています。(8000/8300/8500) 
 4MB の場合、64 ﾊﾞﾝｸに分割されています。(8400) 
 8MB の場合、128 ﾊﾞﾝｸに分割されています。(8200/8700) 

8000, 8300, 8400, 8500 
ｶｰﾈﾙ自体は 2 つのﾊﾞﾝｸを使用し、ｼｽﾃﾑがｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの設定として、ﾃﾞｰﾀｽﾄﾚｰｼﾞ用に 1 つのﾊﾞﾝｸ(0xF60000～

0xF6FFFF)を使用します。残りのﾊﾞﾝｸは、ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ同様、保存するﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのために用意されています。ﾌﾗ

ｯｼｭﾒﾓﾘは不揮発性であるため、同じﾊﾞﾝｸ 0xF60000-0xF6FFFF に書込む前に消去する必要があります。このﾒﾓﾘ

ﾊﾞﾝｸは、さらに 1〜256 に番号を振られた最大 255 ﾊﾞｲﾄの、256 ﾚｺｰﾄﾞに分割されています。 
(1) 最大 256 個のﾚｺｰﾄﾞに保存することができます。ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘは、ﾊﾞﾝｸごとに消去することができます。つまり、

0xF60000-0xF6FFFF に格納されているすべてのﾚｺｰﾄﾞが消えてしまいます。 
(2) 8400 ｼﾘｰｽﾞは、将来用に 6 バンク(0xF00000-0xF5FFFF)を予備としています。 

8200, 8700 
ｶｰﾈﾙ自体は 22 ﾊﾞﾝｸを使用し、ｼｽﾃﾑがｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの設定として、ﾃﾞｰﾀｽﾄﾚｰｼﾞ用に 2 つのﾊﾞﾝｸ（0xF60000～

0xF6FFFF, 0x800000～0xBFFFFF）を使用します。残りのﾊﾞﾝｸは、ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ同様、保存するﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのた

めに用意されています。 
 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ上のﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾛｹｰｼｮﾝ：0xC00000～0xDFFFFF 
 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ上のｶｰﾈﾙﾛｹｰｼｮﾝ：0xE00000～0xF5FFFF 
 ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ上のﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾛｹｰｼｮﾝ：0xFF0000～0xFFFFFF 
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EraseSector 
 目的  ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘのｾｸﾀ全体を消去します。 

 書式  int EraseSector (void* sector_start_addr); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  EraseSector (0xf60000); 

 戻り値  消去したﾊﾞｲﾄ数を返します。 

 備考  ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘのｾｸﾀ全体を消去します。WriteFlash()をｺｰﾙする前に必ず実行しなければいけま

せん。 

FlashSize 
 目的  ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｻｲｽﾞを取得します。 

 書式  int FlashSize (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  FlashSize ( ); 

 戻り値  ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｻｲｽﾞをｷﾛﾊﾞｲﾄ(KB)単位で返します。 

WriteFlash 
 目的  ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘにﾃﾞｰﾀを書込みます。 

 書式  int WriteFlash (void *target_addr, void *source_addr, unsigned long size); 

 引数  void *target_addr 
書込みを行う開始ｱﾄﾞﾚｽ 

   void *source_addr 
書込みﾃﾞｰﾀを格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

   unsigned long size 
書込みﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  char szData[100]; 
   EraseSector (0xf60000); 
   WriteFlash (0xf60000, szData, 100); 

 戻り値  書込みを行ったﾊﾞｲﾄ数を返します。 

 説明  ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘにﾃﾞｰﾀを書込みます。 
 書込みを行える開始ｱﾄﾞﾚｽは、0xF60000 で、ｻｲｽﾞは 64K ﾊﾞｲﾄです。 
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2.14.2 SRAM 
ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑは、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾊﾞｯﾃﾘが供給される間ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀを SRAM に保存しておくことができます。ただし、ﾛｰﾊﾞｯﾃ

ﾘ時、またはﾊﾞｯﾃﾘが消耗しているとﾃﾞｰﾀを損失する場合があります。使用後、必要に応じてﾎﾟｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾃﾞｰﾀ

をｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞしてください。 

free_memory 
 目的  SRAM ﾒﾓﾘの空き容量を取得します。 

 書式  long free_memory (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  available_memory = free_memory ( ); 

 戻り値  SRAM ﾒﾓﾘの空き容量をﾊﾞｲﾄ単位で返します。 

 備考  SRAM ﾒﾓﾘの空き容量を取得します。 

init_free_memory 
 目的  SRAM ﾒﾓﾘ(ﾌｧｲﾙｽﾍﾟｰｽ)を初期化します。 

 書式  void init_free_memory (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  init_free_memory ( ); 

 戻り値  無し 

 説明  この関数は、最初に搭載されている SRAM の総容量をﾁｪｯｸし、全領域を初期化します(総
ﾒﾓﾘからｼｽﾃﾑ領域とﾕｰｻﾞｰ領域を除く)。 
 初期化を実行すると、ﾌｧｲﾙｽﾍﾟｰｽの内容は全て消失しますので、注意してください。 
 この処理は、SRAM ﾒﾓﾘを増設した場合など、ﾒﾓﾘ容量に変更を生じた場合に必ず実行

する必要があります。 

RamSize 
 目的  SRAM ﾒﾓﾘｻｲｽﾞを取得します。 

 書式  int RamSize (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  RamSize( ); 

 戻り値  SRAM ﾒﾓﾘｻｲｽﾞをｷﾛﾊﾞｲﾄ(KB)で返します。 
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2.14.3 SD ｶｰﾄﾞ 

ffreebyte 
 目的  SD ｶｰﾄﾞの空き容量をｷﾛﾊﾞｲﾄ単位で取得します。 

 書式  long ffreebyte(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  long freekb; 
    if ((freekb = ffreebyte()) == -1L) 
     printf(“Get free bytes failed”); 

 戻り値  SD ｶｰﾄﾞの空き容量をｷﾛﾊﾞｲﾄ(KB)で返します。空き容量取得に失敗した場合、-1 か戻りま

す。発生したｴﾗｰ状態はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno にｾｯﾄされます。 

fsize 
 目的  SD ｶｰﾄﾞの使用可能領域のｻｲｽﾞを取得します。 

 書式  long fsize(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  long size; 
    if ((size = fsize()) == -1L) 
     printf(“Get card size failed”); 

 戻り値  SD ｶｰﾄﾞのｻｲｽﾞをｷﾛﾊﾞｲﾄ(KB)で返します。ｻｲｽﾞ取得に失敗した場合、-1 か戻ります。発生

したｴﾗｰ状態はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno にｾｯﾄされます。 
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2.15 ﾌｧｲﾙ操作 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが高速且つ容易にﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀやﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ操作を行えるよう、多数のﾌｧｲﾙ操作関数が用意されています。

これらの関数は、ﾃﾞｰﾀ変更処理に有効で、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｼｽﾃﾑの実装を容易にします。 
次の 2 種類のﾌｧｲﾙﾀｲﾌﾟをｻﾎﾟｰﾄしています。 
 ｼｰｹﾝｼｬﾙ構造の DAT ﾌｧｲﾙは主にﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀの保存に使用されます。 
 DBF ﾌｧｲﾙは、ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞの保存やｲﾝﾃﾞｯｸｽを利用した検索ﾌｧｲﾙとして利用されます。 
これら 2 種類のﾌｧｲﾙﾀｲﾌﾟについては、別途詳細を後述します。 
8200/8400/8700 の場合、DAT ﾌｧｲﾙや DBF ﾌｧｲﾙを保存している SD ｶｰﾄﾞをｻﾎﾟｰﾄしています。 『2.16 SD ｶｰﾄﾞ』

を参照してください。 
ﾌｧｲﾙ構造 SRAM 上のﾌｧｲﾙ SD ｶｰﾄﾞ上のﾌｧｲﾙ 
DAT ﾌｧｲﾙ 『2.15.6 DAT ﾌｧｲﾙ』参照 『2.16.5 SD ｶｰﾄﾞ操作』参照 
DBF および IDX ﾌｧｲﾙ 『2.15.7 DBF ﾌｧｲﾙと IDX ﾌｧｲﾙ』参照 
 

2.15.1 ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ 
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは、ﾓﾃﾞﾙにより容量は異なりますが、ｵﾝﾎﾞｰﾄﾞ SRAM ﾒﾓﾘを搭載しています。この

SRAM ﾒﾓﾘをｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀ, ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ変数, ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｽﾀｯｸ, ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑで共用することになります。 
 

2.15.2 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 
ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑは、ｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘなどの階層構造をｻﾎﾟｰﾄしていません。また、作成できるﾌｧｲﾙ数は、DAT, DBF 及び関連

する IDX ﾌｧｲﾙを全て含めて、最大 254 ﾌｧｲﾙ迄となります。ﾌｧｲﾙﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内のｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝは、filelist 関数で取得する

ことができます。 
 

2.15.3 ﾌｧｲﾙ名 
1~8 文字(ﾇﾙﾀｰﾐﾈｰﾀを含まない)のﾌｧｲﾙ名が使用可能で、MS-DOS などで使用されている拡張子はｻﾎﾟｰﾄしていませ

ん。ﾌｧｲﾙ作成後、rename()でﾌｧｲﾙ名を変更することも可能です。 
 8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 
 ﾌｧｲﾙ名は、大文字・小文字が区別されます。 
 

2.15.4 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ 
ﾌｧｲﾙｵｰﾌﾟﾝ(又は作成)時にｼｽﾃﾑが割り当てる 0 以上の値で、以降のﾌｧｲﾙ識別番号となります。ﾌｧｲﾙｵｰﾌﾟﾝ後のﾌｧｲﾙ

操作では、ﾌｧｲﾙ名の変わりに、このﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙを指定して関数をｺｰﾙします。 
 

2.15.5 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 
ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode に最後に行ったﾌｧｲﾙ操作のｴﾗｰｺｰﾄﾞがｾｯﾄされます。 
 値が 0 以外の場合は、ｴﾗｰであることを意味しています。このｴﾗｰｺｰﾄﾞは、read_error_code()をｺｰﾙして取得す

ることも可能です。 
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access 
 目的  ﾌｧｲﾙが存在するかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int access(char* filename); 

 引数  char* filename 
存在するかをﾁｪｯｸしたいﾌｧｲﾙ名が格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 
8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (access("data1")) puts("data1 exist!\n"); 

 戻り値  ﾌｧｲﾙが存在する場合、1 を返し、存在しない場合は、0 を返します。 
   ｴﾗｰが発生すると、戻り値  –1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされ

ます。 
ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 ﾌｧｲﾙ名が空文字列です。 

filelist 
 目的  ﾌｧｲﾙﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ情報を取得します。 

 書式  int filelist(char* dir); 

 引数  char* dir 
ﾌｧｲﾙﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ情報を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
ﾊﾞｯﾌｧのｻｲｽﾞは少なくとも 25×ﾌｧｲﾙ数＋1 用意する必要があります。25 ﾊﾞｲﾄはﾌｧｲﾙ情報が

格納され、最後の 1 ﾊﾞｲﾄは終端文字が格納されます。ﾌｧｲﾙ情報のﾌｫｰﾏｯﾄは次の通りです。 
 

ﾌｧｲﾙ名 
最大 8 ﾊﾞｲﾄ 

ｽﾍﾟｰｽ 
1 ﾊﾞｲﾄ 

ﾌｧｲﾙ種別 
最大 4 ﾊﾞｲﾄ 

ｽﾍﾟｰｽ 
1 ﾊﾞｲﾄ 

ﾌｧｲﾙ長 
最大 10 ﾊﾞｲﾄ 

ｽﾍﾟｰｽ 
1 ﾊﾞｲﾄ 

次ﾌｧｲﾙ 
最大 25 ﾊﾞｲﾄ 

・・・ NULL 
1 ﾊﾞｲﾄ 

 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  total_file = filelist(dir); 

 戻り値  存在するﾌｧｲﾙ数を返します。 

 備考  存在する全ﾌｧｲﾙの情報(ﾌｧｲﾙ名, ﾌｧｲﾙﾀｲﾌﾟ, ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ)をｽﾍﾟｰｽｷｬﾗｸﾀで区切った書式で、引数

で与えられた変数へ格納します。 

get_file_number 
 目的  引数で指定された種別のﾌｧｲﾙ数を取得します。 

 書式  int get_file_number(int type); 

 引数  int type 
0 全ﾌｧｲﾙ数 
1 DAT ﾌｧｲﾙ数 
2 DBF ﾌｧｲﾙ数 
3 ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ数 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  total_DAT_file = get_file_number(1); 

 戻り値  引数で指定された種別のﾌｧｲﾙ数 

 備考  filelist()と get_file_number(0)は同じ戻り値になります。 
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read_error_code 
 目的  ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode の値を取得します。 

 書式  int read_error_code( ); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (read_error_code() = = 2) puts("File not exist!\n"); 

 戻り値  ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode の値を返します。 

 備考  ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode の値を戻り値として返します。ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode
は、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ直接参照可能ですが、この関数を利用することも可能です。 

remove 
 目的  ﾌｧｲﾙを削除します。 

 書式  int remove(char* filename); 

 引数  char* filename 
削除するﾌｧｲﾙ名が格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 
8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 
DBF ﾌｧｲﾙを指定した場合は、関連する全ての IDX ﾌｧｲﾙも同時に削除されます。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (remove("data1")) puts("data1 deleted!\n"); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返し、ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返します。 
   ｴﾗｰが発生すると、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 ﾌｧｲﾙ名が空文字列です。 
2 指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
10 空き容量が足りません。 

rename 
 目的  ﾌｧｲﾙ名を変更します。 

 書式  int rename(char* old_filename, char* new_filename); 

 引数  char* old_filename 
変更前のﾌｧｲﾙ名が格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 

   char* new_filename 
変更後のﾌｧｲﾙ名が格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 
 8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 
 DBF ﾌｧｲﾙを指定した場合は、関連する全ての IDX ﾌｧｲﾙも同時にﾘﾈｰﾑされます。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (rename("data1", "text1")) puts("data1 renamed!\n"); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返し、ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返します。 
   ｴﾗｰが発生すると、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 old_filename 又は new_filename で指定されたﾌｧｲﾙ名が空文字列です。 
2 old_filename で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
3 new_filename で指定されたﾌｧｲﾙ名が既に存在します。 
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2.15.6 DAT ﾌｧｲﾙ 
DAT ﾌｧｲﾙは、ｼｰｹﾝｼｬﾙﾌｧｲﾙ構造になっています。 
 先頭ﾃﾞｰﾀは、delete_top()又は delete_topln()で削除することができます。 それに相応して、先頭ﾃﾞｰﾀ削除後、

ﾌｧｲﾙ先頭位置, ﾌｨﾙﾎﾟｲﾝﾀ, DAT ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞの調整が行われます。 
 ﾃﾞｰﾀの追加は、append()及び appendlln()で行います。この 2 つの関数は、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置に関係なく EOF(ﾌｧｲ

ﾙの終端)位置にﾃﾞｰﾀの追加書込みを行うことができます。 つまり、これらの関数がｺｰﾙされても、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位

置は影響受けず、そのままです。通常、DAT ﾌｧｲﾙは、この様な特徴を活かして、ﾌｧｲﾙの先頭からﾃﾞｰﾀを読取

り・削除し、ﾌｧｲﾙの終端へ新しいﾃﾞｰﾀを追加する様なﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾃﾞｰﾀを扱うために利用されます。 

append 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙの終端へ指定ﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀを書込みます。 

 書式  int append (int fd, char* buffer, int count); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   char* buffer 
書込むﾃﾞｰﾀが格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int count 
書込むﾊﾞｲﾄ数。書込みを行える最大ﾊﾞｲﾄ数は、32,767 です。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  append(fd, “1234567890”, 10); 

 戻り値  実際に書込んだﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
9 count に負の値が指定されています。 
10 ﾃﾞｰﾀを書込む空き容量が足りません。 

 備考  引数で指定されたﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀを DAT ﾌｧｲﾙの終端に書込みます。 
 この操作を実行してもﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀには、影響を与えません。また、この操作により、

DAT ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞは自動的に拡張されます。 

 参照  appendln, read, readln, write, writeln 
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appendln 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙの終端へﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ(ﾇﾙ終端文字列)を書込みます。 

 書式  int appendln (int fd, char* buffer); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   char* buffer 
書込むﾃﾞｰﾀが格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  appendln (fd, data_buffer); 

 戻り値  実際に書込んだﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
10 ﾃﾞｰﾀを書込む空き容量が足りません。 
11 buffer にﾇﾙ終端文字がありません。 

 備考  引数で指定された Null 文字で終わるﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを DAT ﾌｧｲﾙの終端に書込みます。 
 Null 文字が検出されるまでの文字がﾌｧｲﾙに書き込まれます。Null 文字も、ﾌｧｲﾙに書き込

まれます。 
 この操作を実行してもﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀには、影響を与えません。また、この操作により、

DAT ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞは自動的に拡張されます。 

 参照  append, read, readln, write, writeln 

chsize 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞを拡張又は縮小します。 

 書式  int chsize (int fd, long new_size); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   long new_size 
新しいﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ(ﾊﾞｲﾄ単位)。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (chsize(fd,0L)) puts("file truncated!\n"); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
10 ﾃﾞｰﾀを書込む空き容量が足りません。 

 備考  引数で指定されたｻｲｽﾞ(ﾊﾞｲﾄ)に DAT ﾌｧｲﾙを拡張又は縮小します。 
 縮小した場合、新しいﾌｧｲﾙｻｲｽﾞを超えるﾃﾞｰﾀは全て失われます。 
 拡張した場合は、初期値無しで新しいｴﾘｱが拡張されます。 
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close 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙをｸﾛｰｽﾞします。 

 書式  int close(int fd); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (close(fd)) puts("file closed!\n"); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 

 参照  open 

delete_top 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙの先頭位置から指定ﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀを削除します。 

 書式  int delete_top (int fd, int count); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int count 
削除するﾊﾞｲﾄ数。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  delete_top (fd, 80); 

 戻り値  実際に削除したﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
9 count に負の値が指定されています。 

 備考  引数で指定された DAT ﾌｧｲﾙの先頭位置から指定ﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀを削除します。 
 この操作が行われると、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀは自動的に調整されます。 
 例えば、最初にﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀが 10 ﾊﾞｲﾄ目を指していた場合、先頭から 8 ﾊﾞｲﾄを削除する

と、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀは 2 ﾊﾞｲﾄ目を指すようになります。また、この操作により、DAT ﾌｧｲﾙｻｲ

ｽﾞは自動的に縮小されます。 

 参照  delete_topln 
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delete_topln 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙの先頭からﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ(ﾇﾙ終端文字列)を削除します。 

 書式  int delete_topln (int fd); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  delete_topln (fd); 

 戻り値  正常終了の場合、実際に削除したﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 

 説明  引数で指定された DAT ﾌｧｲﾙの先頭からﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ(ﾇﾙ終端文字列)を削除します。 
 ﾌｧｲﾙの先頭位置からﾇﾙｷｬﾗｸﾀ位置又はﾌｧｲﾙの終端迄を削除します。 
 この操作が行われると、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀは自動的に調整されます。また、この操作により、

DAT ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞは自動的に縮小されます。 

 参照  delete_top 

eof 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙの終端であるかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int eof (int fd); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (eof(fd)) puts("end of file reached!\n"); 

 戻り値  ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀが終端を指している場合 1 を返し、終端でない場合は 0 と返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 

filelength 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙのｻｲｽﾞをﾊﾞｲﾄ単位で取得します。 

 書式  long filelength (int fd); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  data_size = filelength (fd); 

 説明  引数で指定された DAT ﾌｧｲﾙのｻｲｽﾞをﾊﾞｲﾄ単位で取得します。 

 戻り値  正常終了の場合、DAT ﾌｧｲﾙのｻｲｽﾞを long integer 値(ﾊﾞｲﾄ単位)で返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 

    105  



 

lseek 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀを新しい位置へ移動します。 

 書式  long lseek (int fd, long offset, int origin); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   long offset 
移動させたい原点からのｵﾌｾｯﾄ値(ﾊﾞｲﾄ)。 

   int origin 
移動の基準となる原点位置 
1 ﾌｧｲﾙの先頭位置。 
0 現ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置 
-1 ﾌｧｲﾙの終端位置。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  lseek(fd, 512L, 0);  /* 原点位置 0(ﾌｧｲﾙの先頭)から 512 ﾊﾞｲﾄ 分ｽｷｯﾌﾟ */ 

 戻り値  正常終了の場合、新しいﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀの位置をﾌｧｲﾙの先頭からのｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽで返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1L を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
9 引数 origin の値が無効です。 
15 新しいﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置がﾌｧｲﾙの終端位置を越えています。 

 備考  引数で指定された原点位置及びｵﾌｾｯﾄ値を元に DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀを移動します。 

 参照  tell 

open 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙをｵｰﾌﾟﾝします。 

 書式  int open (char* filename); 

 引数  char* filename 
ｵｰﾌﾟﾝするﾌｧｲﾙ名が格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 
指定されたﾌｧｲﾙ名が存在しない場合は、そのﾌｧｲﾙが新規に作成されます。 
8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if ((fd = open("data1")) > 0) puts("data1 opened!\n"); 

 戻り値  正常終了の場合、ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙとして正の値(>0)を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 ﾌｧｲﾙ名が空文字列です。 
4 指定されたﾌｧｲﾙ名は DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
5 指定されたﾌｧｲﾙは既にｵｰﾌﾟﾝされています。 
6 ｼｽﾃﾑで許可されている最大ﾌｧｲﾙ数を超えているため、ﾌｧｲﾙを作成でき

ません。 

 備考  ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙはﾌｧｲﾙ操作時のﾌｧｲﾙを識別するために使用される正の整数です。 
   ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされると、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀはﾌｧｲﾙの先頭にあります。 

 参照  close 
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read 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙから指定ﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀを読み出します。 

 書式  int read (int fd, char* buffer, int count); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   char* buffer 
読み出したﾃﾞｰﾀを格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int count 
読み出すﾊﾞｲﾄ数。読み込みを行える最大ﾊﾞｲﾄ数は、32,767 です。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if ((bytes_read = read(fd, buffer,80)) == -1)  puts("read error!\n"); 

 戻り値  正常終了の場合、実際に読み出したﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
9 引数 count の値が不正です。 

 備考  引数で指定されたﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀを DAT ﾌｧｲﾙの現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置から読み出し、指定の

変数に格納します。 
 この操作が正常終了すると、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀは読み出したﾊﾞｲﾄ数分移動します。 

 参照  readln, write, writeln 

readln 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ(ﾇﾙ終端文字列)を読み出します。 

 書式  int readln(int fd, char* buffer, int max_count); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   char* buffer 
読み出したﾃﾞｰﾀを格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int count 
最大読取りﾊﾞｲﾄ数。読み込みを行える最大ﾊﾞｲﾄ数は、32,767 です。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  readln(fd, buffer,80); 

 戻り値  正常終了の場合、実際に読み出したﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数(ﾇﾙｷｬﾗｸﾀを含む)を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
9 引数 count の値が不正です。 

 説明  DAT ﾌｧｲﾙの Null で終わる文字列を読取み、指定された文字列ﾊﾞｯﾌｧに格納します。ﾃﾞｰﾀﾚｺ

ｰﾄﾞの読込みは、EOF に到達した場合、ﾇﾙｷｬﾗｸﾀに到達した場合、指定された最大ﾊﾞｲﾄ数

に到達した場合の何れかの条件が成立するまで行なわれます。 
 Null 文字が検出されるまで文字が読まれた場合、Null 文字もﾊﾞｯﾌｧに格納されます。戻

り値にもｶｳﾝﾄされます。Null 文字に到達しなかった場合は、ﾊﾞｯﾌｧに格納されるﾃﾞｰﾀに

Null 文字がない可能性があります。 
 この操作が正常終了すると、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀは読み出したﾊﾞｲﾄ数分移動します。 

 参照  read, write, writeln 
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tell 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を取得します。 

 書式  long tell (int fd); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  current_position = tell (fd); 

 戻り値  正常終了の場合、現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を long 型の値で返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1L を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 

 説明  DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置は、ﾌｧｲﾙ先頭からのﾊﾞｲﾄ数で表現されます。 
 例えば、ﾌｧｲﾙの先頭にﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀがある場合は、戻り値 0L が返されます。 

 参照  lseek 

write 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙに指定ﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀを書込みます。 

 書式  int write (int fd, char* buffer, int count); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   char* buffer 
書込むﾃﾞｰﾀが格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int count 
書込むﾊﾞｲﾄ数。書込みを行える最大ﾊﾞｲﾄ数は、32,767 です。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  write (fd, data_buffer, 1024); 

 戻り値  正常終了の場合、実際に書込みを行ったﾊﾞｲﾄ数を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
9 引数 count の値が不正です。 
10 ﾃﾞｰﾀを書込む空き容量が足りません。 

 備考  引数で指定されたﾊﾞｲﾄ数のﾃﾞｰﾀを DAT ﾌｧｲﾙに書込みます。 
 ﾃﾞｰﾀの書込みは、現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置から行われ、処理終了後、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀは自動的に

更新されます。 
 処理中に EOF に到達した場合は、ﾌｧｲﾙを自動的に拡張し、処理を完了させます。 

 参照  append, appendln, read, readln, writeln 
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writeln 
 目的  DAT ﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀ(ﾇﾙ終端文字列)を書込みます。 

 書式  int writeln (int fd, char* buffer); 

 引数  int fd 
DAT ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   char* buffer 
書込むﾃﾞｰﾀが格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  writeln (fd, data_buffer); 

 戻り値  正常終了の場合、実際に書込みを行ったﾊﾞｲﾄ数(ﾇﾙｷｬﾗｸﾀを含む)を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 fd で指定されたﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
10 ﾃﾞｰﾀを書込む空き容量が足りません。 
11 引数 buffer にﾇﾙ終端文字列がありません。 

 備考  引数で指定されたﾊﾞｯﾌｧの Null で終わる文字列を DAT ﾌｧｲﾙに書込みます。 
 Null 文字が検出されるまでの文字列がﾌｧｲﾙに書込まれます。Null 文字もﾌｧｲﾙに書込まれ

ます。 
 ﾃﾞｰﾀの書込みは、現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置から行われ、処理終了後、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀは自動的に

更新されます。 
 処理中に EOF に到達した場合は、ﾌｧｲﾙを自動的に拡張し、処理を完了させます。 

 参照  append, appendln, read, readln, write 
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2.15.7 DBF ﾌｧｲﾙと IDX ﾌｧｲﾙ 
DBF ﾌｧｲﾙと IDX ﾌｧｲﾙは、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｼｽﾃﾑのﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを形成しています。 
 DBF ﾌｧｲﾙは、固定ﾚｺｰﾄﾞ長の構造を持っています。これは、ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ(ﾒﾝﾊﾞｰ)を格納するﾌｧｲﾙです。一方、IDX

ﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙに格納されている各ﾚｺｰﾄﾞの位置の情報を保持するﾌｧｲﾙで、いくつかの特定のｷｰ値に従ってを

再配置(ｿｰﾄ)されています。 
図書館を例に DBF と IDX ﾌｧｲﾙを説明します。図書館内の特定の書籍を検索するとき、ｲﾝﾃﾞｯｸｽで検索します。本

のﾀｲﾄﾙ、作家、出版社、ISBN 番号などのｲﾝﾃﾞｯｸｽｶﾃｺﾞﾘで探して本を見つけだすことができます。これらのｲﾝﾃﾞｯ

ｸｽｴﾝﾄﾘは、書籍の情報（本のﾀｲﾄﾙ、作家、出版社、ISBN 番号など）に応じて昇順にｿｰﾄされています。ｲﾝﾃﾞｯｸｽ

中に本を見つけた時、どこにその本が置いてあるかを知ることができます。 
図書館の保管書籍は DBF ﾌｧｲﾙに格納されているﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞに類似しており、様々なｲﾝﾃﾞｯｸｽｴﾝﾄﾘは、その関連 IDX
ﾌｧｲﾙにあたります。ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞの一部の情報（本のﾀｲﾄﾙ、作家、出版社、ISBN 番号など）IDX ﾌｧｲﾙを作成するた

めに使用されています。 

ｷｰ番号(KEY NUMBER) 
各 DBF ﾌｧｲﾙは、最大 8 個の IDX ﾌｧｲﾙを持つことができ、それら各々は、そのｷｰ(ｲﾝﾃﾞｯｸｽ)番号によって識別され

ます。ｷｰ番号(値は 1～8 の範囲内)は、IDX ﾌｧｲﾙを作成したﾕｰｻﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによって割り当てられます。 

ｷｰ値(KEY VALUE) 
ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞは、DBF ﾌｧｲﾙから直接取得されるものでななく、関連する IDX ﾌｧｲﾙを介して取得されます。 
IDX ﾌｧｲﾙ（ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀ）のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀの値は、DBF ﾌｧｲﾙに格納されているﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞのｱﾄﾞﾚｽを表すものではな

く、IDX ﾌｧｲﾙ内の特定のﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞのｼｰｹﾝｽ番号を示しています。 

add_member 
 目的  DBF ﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ(ﾒﾝﾊﾞｰ)を追加します。 

 書式  int add_member (int DBF_fd, char* member); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   char* member 
追加するﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞが格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  add_member(DBF_fd, member); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
10 ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを追加する空き容量が足りません。 

 備考  引数で指定されたﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ(ﾒﾝﾊﾞｰ)を DBF ﾌｧｲﾙに追加します。また、関係する IDX ﾌｧｲﾙ

が存在する場合は、IDX ﾌｧｲﾙのｲﾝﾃﾞｯｸｽも更新します。 
 引数で指定したﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞが、定義された DBF ﾌｧｲﾙ長(create_DBF 関数を参照)より長

い場合、ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞは、DBF ﾌｧｲﾙ長に切り詰められます。 

 参照  create_DBF, delete_member 
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close_DBF 
 目的  DBF ﾌｧｲﾙ及びそれに関連する IDX ﾌｧｲﾙをｸﾛｰｽﾞします。 

 書式  int close_DBF (int DBF_fd); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (close_DBF(DBF_fd)) send_lcds("DBF file closed!\n"); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙを持つ DBF ﾌｧｲﾙ及びそれに関連する全ての IDX ﾌｧｲﾙをｸﾛｰｽﾞ

します。 
 引数で指定したﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞが、定義された DBF ﾌｧｲﾙ長(create_DBF()を参照)より長い場

合、ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞは、DBF ﾌｧｲﾙ長に切り詰められます。 

 参照  open_DBF 

create_DBF 
 目的  DBF ﾌｧｲﾙを作成します。 

 書式  int create_DBF (char* filename, int member_len); 

 引数  char* filename 
DBF ﾌｧｲﾙ名(8 文字以内)が格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 
8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞで、SD ｶｰﾄﾞに DBF ﾌｧｲﾙを作成する場合、ﾌｧｲﾙ名を 250 ﾊﾞｲﾄ以下

のﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要があります。『2.16.2 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ』を参照してください。 
   int member_len 

DBF ﾌｧｲﾙのﾚｺｰﾄﾞ長(ﾒﾝﾊﾞｰ長)。 
このﾚｺｰﾄﾞ長を超えるﾃﾞｰﾀは、切り詰められて DBF ﾌｧｲﾙに書込まれます。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if ((fd = create_DBF("data1",64))> 0) puts("data1 created!\n"); 

 戻り値  正常終了の場合、ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙとして正の値(>0)を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 ﾌｧｲﾙ名が空文字列です。 
6 ｼｽﾃﾑで許容されているﾌｧｲﾙの最大数を超えているため、ﾌｧｲﾙを作成で

きません。 
9 引数 member_len の値が不正です。 
12 引数 filename で指定されたﾌｧｲﾙはすでに存在します。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙ名、ﾚｺｰﾄﾞ長で DBF ﾌｧｲﾙを作成し、以降の処理で使用するﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞ

ﾙを戻り値として返します。 
 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙはﾌｧｲﾙ操作するﾌｧｲﾙを識別するための正の整数です。 
 DBF ﾌｧｲﾙ作成後、ﾕｰｻﾞｰ定義のｲﾝﾃﾞｯｸｽが作成されることがあります。 

 参照  close_DBF, create_index, open_DBF 
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create_index 
 目的  指定の DBF ﾌｧｲﾙに対応する IDX ﾌｧｲﾙを作成します。 

 書式  int create_index (int DBF_fd, int key_number, int key_offset, int key_len); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int key_number 
作成するｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙのｷｰﾅﾝﾊﾞｰ(1~8)。 

   int key_offset 
ｷｰﾃﾞｰﾀの開始位置, ｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽ(ﾊﾞｲﾄ)。 

   int key_len 
ｷｰﾃﾞｰﾀ長(ｻｲｽﾞ)。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  create_index (DBF_fd,1,0,10); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
6 ｼｽﾃﾑで許容されているﾌｧｲﾙの最大数を超えているため、ﾌｧｲﾙを作成で

きません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
13 引数 key_number の値が不正です。 
17 引数 key_offset の値が不正です。 
18 DBF_fd で指定された DBF ﾌｧｲﾙは空ではありません。 
19 引数 key_number で指定された IDX ﾌｧｲﾙは既に存在します。 

 備考  引数で指定された DBF ﾌｧｲﾙに対応する IDX ﾌｧｲﾙを与えられた条件を元に作成します。 
 引数 key_offset には、ｷｰﾃﾞｰﾀの開始位置(ｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽ)、key_len には、ｷｰﾃﾞｰﾀ長(ｻｲｽﾞ)を

それぞれﾊﾞｲﾄ単位で指定します。(key_offset と key_len は、指定した DBF ﾌｧｲﾙの

member_len 以下を指定します。)  
 この create_index 関数は、DBF ﾌｧｲﾙに何のﾃﾞｰﾀも書込まれていない状態、つまり空の

状態の場合のみ呼び出すことができます。既に DBF ﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀが書込まれている場合

は、rebuild_index 関数を代わりに使用します。 

 参照  close_DBF, rebuild_index, remove_index 
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delete_member 
 目的  DBF ﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ(ﾒﾝﾊﾞｰ)を削除します。 

 書式  int delete_member (int DBF_fd, int key_number); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int key_number 
削除するﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ位置を示す IDX ﾌｧｲﾙのｷｰﾅﾝﾊﾞｰ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  delete_member (DBF_fd, 1); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
13 引数 key_number の値が不正です。 
14 ｷｰﾅﾝﾊﾞｰで指定された IDX ﾌｧｲﾙは存在しません。 
16 DBF ﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞがありません。 

 備考  引数で指定された IDX ﾌｧｲﾙが指しているﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを指定の DBF ﾌｧｲﾙから削除します。 

 参照  add_member, has_member 

get_member 
 目的  DBF ﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ(ﾒﾝﾊﾞｰ)を読み出します。 

 書式  int get_member (int DBF_fd, int key_number, char* buffer); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int key_number 
読み出すﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ位置を示す IDX ﾌｧｲﾙのｷｰﾅﾝﾊﾞｰ。 

   char* buffer 
読み出したﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (get_member(DBF_fd,1,buffer) == 0) puts(buffer); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
13 引数 key_number の値が不正です。 
14 ｷｰﾅﾝﾊﾞｰで指定された IDX ﾌｧｲﾙは存在しません。 
16 DBF ﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞがありません。 

 備考  引数で指定された IDX ﾌｧｲﾙが指しているﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを指定の DBF ﾌｧｲﾙから読み出し、指定

の変数へ格納します。 

 参照  has_member 
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has_member 
 目的  IDX ﾌｧｲﾙに特定ｷｰﾃﾞｰﾀが存在するかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int has_member (int DBF_fd, int key_number, char* key_value); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int key_number 
ﾁｪｯｸする IDX ﾌｧｲﾙのｷｰﾅﾝﾊﾞｰ。 

   char* key_value 
ﾁｪｯｸするｷｰﾃﾞｰﾀが格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (has_member (DBF_fd, 1, "JOHN")) puts ("JOHN is on the name list!\n"); 

 戻り値  合致するﾃﾞｰﾀが存在した場合は 1 を返し、存在しなかった場合は 0 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
13 引数 key_number の値が不正です。 
14 ｷｰﾅﾝﾊﾞｰで指定された IDX ﾌｧｲﾙは存在しません。 

 備考  引数で指定されたｷｰﾃﾞｰﾀが指定の IDX ﾌｧｲﾙに存在するかをﾁｪｯｸします。 
 合致するｷｰﾃﾞｰﾀが存在した場合、合致した最初のｷｰﾃﾞｰﾀにｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀがｾｯﾄされま

す。 
 複数のﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞが該当した場合、順番にｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀを移動させて、目的のﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ

を探してください。合致するｷｰﾃﾞｰﾀが無かった場合は、指定されたｷｰﾃﾞｰﾀより大きい

(下位の)ｷｰﾃﾞｰﾀにｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀがｾｯﾄされます。 

 参照  get_member 
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lseek_DBF 
 目的  IDX ﾌｧｲﾙのｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀを新しい位置へ移動します。 

 書式  long lseek_DBF (int DBF_fd, int key_number, long offset, int origin); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int key_number 
ﾀｰｹﾞｯﾄとなる IDX ﾌｧｲﾙのｷｰﾅﾝﾊﾞｰ。 

   long offset 
移動させる原点からのｵﾌｾｯﾄ値(ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ単位)。 

   int origin 
移動の基準となる原点位置 
1 IDX ﾌｧｲﾙの先頭ｲﾝﾃﾞｯｸｽ。 
0 現ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀ位置 
-1 IDX ﾌｧｲﾙの終端ｲﾝﾃﾞｯｸｽ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  lseek_DBF(DBF_fd, 1, 1L, 0); /* 次のﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞへ移動 */ 

 戻り値  正常終了の場合、新しい位置を IDX ﾌｧｲﾙの先頭ｲﾝﾃﾞｯｸｽ位置からのｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽで返しま

す。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
9 引数 origin の値が不正です。 
13 引数 key_number の値が不正です。 
14 ｷｰﾅﾝﾊﾞｰで指定された IDX ﾌｧｲﾙは存在しません。 
15 新しいｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀ位置がﾌｧｲﾙの終端位置を越えています。 

 備考  引数で指定された原点位置及びｵﾌｾｯﾄ値を元に IDX ﾌｧｲﾙのｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀをﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ単位で

移動します。 

 参照  tell_DBF 

member_in_DBF 
 目的  DBF ﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ数を取得します。 

 書式  long member_in_DBF (int DBF_fd); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  total_member = member_in_DBF(DBF_fd); 

 戻り値  正常終了の場合、ﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ数を long 型の値で返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1L を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
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open_DBF 
 目的  DBF ﾌｧｲﾙをｵｰﾌﾟﾝします。 

 書式  int open_DBF (char* filename); 
 引数  char* filename 

DBF ﾌｧｲﾙ名(8 文字以内)が格納されたﾎﾟｲﾝﾀ。 
8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞで、SD ｶｰﾄﾞに DBF ﾌｧｲﾙを作成する場合、ﾌｧｲﾙ名を 250 ﾊﾞｲﾄ以下

のﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要があります。『2.16.2 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ』を参照してください。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if ((fd = open_DBF("data1")) > 0) puts("data1 opened!\n"); 

 戻り値  正常終了の場合、ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙとして正の値(>0)を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 ﾌｧｲﾙ名が空文字列です。 
2 指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
5 指定されたﾌｧｲﾙは既にｵｰﾌﾟﾝされています。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙ名の DBF ﾌｧｲﾙ及びそれに関連する全ての IDX ﾌｧｲﾙをｵｰﾌﾟﾝし、以降

の処理で使用するﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙを戻り値として返します。ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされると、全てのｲﾝﾃﾞ

ｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀは IDX ﾌｧｲﾙの先頭位置にｾｯﾄされます。 
 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙはﾌｧｲﾙ操作するﾌｧｲﾙを識別するための正の整数です。 

 参照  close_DBF, create_DBF, create_index 
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rebuild_index 
 目的  DBF ﾌｧｲﾙの IDX ﾌｧｲﾙを再ﾋﾞﾙﾄﾞ(作成)します。 

 書式  int rebuild_index (int DBF_fd, int key_number, int base_index, int key_offset, int key_len); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int key_number 
再ﾋﾞﾙﾄﾞ(作成)後の IDX ﾌｧｲﾙのｷｰﾅﾝﾊﾞｰ(1~8)。 
IDX ﾌｧｲﾙがすでに存在する場合は、上書きされます。存在しない場合は、新たに作成され

ます。 
   int base_index 

ﾍﾞｰｽとなるｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙのｷｰﾅﾝﾊﾞｰ(1~8)。 
ﾍﾞｰｽとなるｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙを指定せずに、ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙを作成したい場合は、引数に 0 を指定

します。この場合、DBF ﾌｧｲﾙの元のﾃﾞｰﾀ順をﾍﾞｰｽにｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙが作成されます。 
   int key_offset 

ｷｰﾃﾞｰﾀの開始位置, ｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽ(ﾊﾞｲﾄ)。 
   int key_len 

ｷｰﾃﾞｰﾀ長(ｻｲｽﾞ)。最大値は SRAM で 32767、SD ｶｰﾄﾞで 1024 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  rebuild_index(DBF_fd,1,0,10); 

 戻り値  正常終了の場合 0 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
6 ｼｽﾃﾑで許容されているﾌｧｲﾙの最大数を超えているため、ﾌｧｲﾙを作成で

きません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
10 ｲﾝﾃﾞｯｸｽを再ﾋﾞﾙﾄﾞする空き容量が足りません。 
13 引数 key_number の値が不正です。 
14 ｷｰﾅﾝﾊﾞｰで指定された IDX ﾌｧｲﾙは存在しません。 
17 引数 key_offset または key_len の値が不正です。 
20 引数 base_index の値が不正です。 
21 base_index は存在しません。 

 備考  この関数は、DBF ﾌｧｲﾙ(DBF_fd)に関連付けられている IDX ﾌｧｲﾙを再構築または作成しま

す。IDX ﾌｧｲﾙのｷｰﾌｨｰﾙﾄﾞは key_offset と key_len で指定します。 
 base_index はこの関数が、新しい IDX ﾌｧｲﾙを構築するのに元となる IDX ﾌｧｲﾙの番号を

指定します。例えば、ﾚﾎﾟｰﾄが日付、部門、ID 番号のｼｰｹﾝｽで生成されていて、日付と

部門のﾃﾞｰﾀが繰り返される場合。これは、最初に ID 番号のｲﾝﾃﾞｯｸｽを再構築することで

行われます。その後、ﾍﾞｰｽのｲﾝﾃﾞｯｸｽとして ID 番号のｲﾝﾃﾞｯｸｽを持つ部門のｲﾝﾃﾞｯｸｽを作

成します。最後に、ﾍﾞｰｽのｲﾝﾃﾞｯｸｽとして部門のｲﾝﾃﾞｯｸｽを持つ日付のｲﾝﾃﾞｯｸｽを作成し

ます。日付ｲﾝﾃﾞｯｸｽのﾒﾝﾊﾞｰの順序の結果は、日付、部門、ID 番号となります。 
 create_DBF()で定義されているｷｰﾌｨｰﾙﾄﾞは member_len の値以内でなければなりませ

ん。つまり、key_offset+key_len の値が member_len を超えることはできません。 

 参照  create_index, remove_index 
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remove_index 
 目的  IDX ﾌｧｲﾙを削除します。 

 書式  int remove_index(int DBF_fd, int key_number); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int key_number 
削除する IDX ﾌｧｲﾙのｷｰﾅﾝﾊﾞｰ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (remove_index(DBF_fd, 1)) puts ("index removed!\n"); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
10 空き容量が足りません。 
13 引数 key_number の値が不正です。 
14 ｷｰﾅﾝﾊﾞｰで指定された IDX ﾌｧｲﾙは存在しません。 

 参照  create_index, rebuild_index 

tell_DBF 
 目的  IDX ﾌｧｲﾙのｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀ位置を取得します。 

 書式  long tell_DBF (int DBF_fd, int key_number); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int key_number 
ﾁｪｯｸするｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙのｷｰﾅﾝﾊﾞｰ(1~8) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  rank_number = tell_DBF(DBF_fd, 1); 

 戻り値  正常終了の場合、現在のｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀ位置を long 型の値で返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
13 引数 key_number の値が不正です。 
14 ｷｰﾅﾝﾊﾞｰで指定された IDX ﾌｧｲﾙは存在しません。 

 備考  引数で指定された IDX ﾌｧｲﾙの現在のｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀ位置を戻り値として返します。 
 IDX ﾌｧｲﾙのｲﾝﾃﾞｯｸｽﾎﾟｲﾝﾀ位置は、整列順の番号で表現され、最初のｲﾝﾃﾞｯｸｽにﾎﾟｲﾝﾀがあ

る場合は、戻り値 1L が返されます。 

 参照  lseek_DBF 
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UnpackDBF          8000,8200,8300,8400,8700 
 目的  PC の DataConverter.exe で作成した DBF ﾌｧｲﾙを解凍します。 

 書式  int UnpackDBF (const char *filenameSource); 

 引数  const char *filenameSource 
元ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例 1  unpack_file_count = UnpackDBF(“packdata”);  // File stored in SRAM 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例 2  unpack_file_count = UnpackDBF(“A:\\packdata”);  // File stored on SD(8200/8400/8700) 

 戻り値  正常終了の場合、解凍した DBF ﾌｧｲﾙ数を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 元ﾌｧｲﾙが SRAM に存在しません。 
4 元ﾌｧｲﾙのﾌｫｰﾏｯﾄが不正です。 
10 SRAM に空き容量がありません。 
31 SD ｶｰﾄﾞにある元ﾌｧｲﾙを開けませんでした。さらなる詳細はｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ変数 ferrno を参照してください。 

 備考  ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙに RS-232 または FTP 経由でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし、SRAM または SD ｶｰﾄﾞに保存する

前に、PC のﾕｰﾃｨﾘﾃｨ"DataConverter.exe"で DBF ﾌｧｲﾙを圧縮したﾌｧｲﾙを作成します。ﾊﾝﾃﾞ

ｨﾀｰﾐﾅﾙで UnpackDBF をｺｰﾙすると、ﾌｧｲﾙを解凍します。 
 SRAM に保存されているﾌｧｲﾙを解凍すると、元の圧縮ﾌｧｲﾙは処理完了後、自動的に削

除されます。 

update_member 
 目的  DBF ﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ(ﾒﾝﾊﾞｰ)を更新(上書き)します。 

 書式  int update_member(int DBF_fd, int key_number, char* member); 

 引数  int DBF_fd 
DBF ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int key_number 
更新するﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ位置を指しているｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙのｷｰﾅﾝﾊﾞｰ(1~8) 

   char* member 
上書するﾃﾞｰﾀが格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  update_member (DBF_fd, 1,10); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
2 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 DBF_fd で指定されたﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
7 ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが無効です。 
8 ﾌｧｲﾙがｵｰﾌﾟﾝされていません。 
13 引数 key_number の値が不正です。 
14 ｷｰﾅﾝﾊﾞｰで指定された IDX ﾌｧｲﾙは存在しません。 
16 DBF ﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞがありません。 

 備考  引数で指定された IDX ﾌｧｲﾙが指しているﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞを指定ﾃﾞｰﾀで更新(上書き)します。 

 参照  has_member 
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2.15.8 SD 経由のﾌｧｲﾙ転送 
8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞでの SD ｶｰﾄﾞの詳細は『2.16 SD ｶｰﾄﾞ』を参照してください。 

RAMtoSD_DAT            8200,8400,8700 
 目的  SRAM から SD ｶｰﾄﾞへ DAT ﾌｧｲﾙをｺﾋﾟｰします。 

 書式  int RAMtoSD_DAT(const char *filenameRAM, const char *filenameSD int mode); 

 引数  const char *filenameRAM 
ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 

   const char *filenameSD 
ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
ﾌｧｲﾙ名を 250 ﾊﾞｲﾄ以下のﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要があります。『2.16.2 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ』を参照し

てください。 
   int mode 

0 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙを削除。 
1 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙを残す。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  const static char SrcDat[] = “data1”; 
   const static char TarDAT[] = “A:\\XACT\\data1.dat”; 
   printf(“Copy the file to SD card…”); 
   fremove(TarDAT);  // remove target if it exists 
   if (!(i = RAMtoSD_DAT((void *)SrcDAT, (void *)TarDAT, 0))) { 
     printf(“\r\n Fail ErrorCode=%d\r”, read_error_code()); 
     while(1); 
   } 
   printf(“Done! File %s on SD card is created\r\n”, TarDAT); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 ｺﾋﾟｰ元/ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙ名が不正です。 
2 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙが存在しません。 
4 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙは DAT ﾌｧｲﾙではありません。 
5 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙが開かれています。 
10 SD ｶｰﾄﾞに空き容量がありません。 
32 ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙを作成できません。詳細はｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno を参照し

てください。 
33 ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙに書込めません。詳細はｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno を参照して

ください。 

 備考  ｺﾋﾟｰ元 DAT ﾌｧｲﾙはこの処理をｺｰﾙする前に閉じておいてください。ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙが既にある

場合、ﾌｧｲﾙは上書きされます。ない場合は、新規に作成されます。 

 参照  SDtoRAM_DAT, SDtoRAM_DBF, RAMtoSD_DBF 
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SDtoRAM_DAT            8200,8400,8700 
 目的  SD から SRAM ｶｰﾄﾞへ DAT ﾌｧｲﾙをｺﾋﾟｰします。 

 書式  int SDtoRAM_DAT(const char *filenameSD, const char *filenameRAM int mode); 

 引数  const char *filenameSD 
ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
ﾌｧｲﾙ名を 250 ﾊﾞｲﾄ以下のﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要があります。『2.16.2 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ』を参照し

てください。 
   const char *filenameRAM 

ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 

   int mode 
0 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙを削除。 
1 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙを残す。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  const static char SrcDat[] = “A:\\XACT\\data2.dat”;  
   const static char TarDAT[] = “data2”; 
   printf(“Copy the file to RAM…”); 
   remove(TarDAT);  // remove target if it exists 
   if (!(i = SDtoRAM_DAT((void *)SrcDAT, (void *)TarDAT, 1))) { 
     printf(“\r\n Fail ErrorCode=%d\r”, read_error_code()); 
     while(1); 
   } 
   printf(“Done! File %s in RAM is created\r\n”, TarDAT); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 ｺﾋﾟｰ元/ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙ名が不正です。 
6 ｼｽﾃﾑで許容されているﾌｧｲﾙの最大数を超えているため、ﾌｧｲﾙを作成で

きません。 
10 SD ｶｰﾄﾞに空き容量がありません。 
31 SD ｶｰﾄﾞにある元ﾌｧｲﾙを開けませんでした。さらなる詳細はｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ変数 ferrno を参照してください。 

 備考  ｺﾋﾟｰ元 DAT ﾌｧｲﾙはこの処理をｺｰﾙする前に閉じておいてください。ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙが既にある

場合、ﾌｧｲﾙは上書きされます。ない場合は、新規に作成されます。 

 参照  RAMtoSD_DAT, SDtoRAM_DBF, RAMtoSD_DBF 
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RAMtoSD_DBF            8200,8400,8700 
 目的  SRAM から SD ｶｰﾄﾞへ DBF ﾌｧｲﾙと関連する IDX ﾌｧｲﾙをｺﾋﾟｰします。 

 書式  int RAMtoSD_DBF(const char *filenameRAM, const char *filenameSD int mode); 

 引数  const char *filenameRAM 
ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 

   const char *filenameSD 
ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
ﾌｧｲﾙ名を 250 ﾊﾞｲﾄ以下のﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要があります。『2.16.2 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ』を参照し

てください。 
   int mode 

0 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙを削除。 
1 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙを残す。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  const static char dbfname2[] = “RAMdbf1”; 
   const static char dbfname3[] = “A:\\XACT\\SDdbf2”; 
   printf(“Copy the file to SD card…”); 
   fremove(dbfname3); // remove target if it exists 
   if (!(i = RAMtoSD_DBF((void *)dbfname2, (void *)dbfname3, 0))) { 
     printf(“\r\n Fail ErrorCode=%d\r”, read_error_code()); 
     while(1); 
   } 
   printf(“Done! File %s on SD card is created\r\n”, dbfname3); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 ｺﾋﾟｰ元/ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙ名が不正です。 
4 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
5 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙが開かれています。 
6 ｼｽﾃﾑで許容されているﾌｧｲﾙの最大数を超えているため、ﾌｧｲﾙを作成で

きません。 
10 空き容量がありません。 

 備考  ｺﾋﾟｰ元 DBF ﾌｧｲﾙはこの処理をｺｰﾙする前に閉じておいてください。ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙが既にある

場合、ﾌｧｲﾙは上書きされます。ない場合は、新規に作成されます。 

 参照  RAMtoSD_DAT, SDtoRAM_DAT, SDtoRAM_DBF 
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SDtoRAM_DBF            8200,8400,8700 
 目的  SD から SRAM ｶｰﾄﾞへ DBF ﾌｧｲﾙと関連する IDX ﾌｧｲﾙをｺﾋﾟｰします。 

 書式  int SDtoRAM_DBF(const char *filenameSD, const char *filenameRAM int mode); 

 引数  const char *filenameSD 
ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
ﾌｧｲﾙ名を 250 ﾊﾞｲﾄ以下のﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要があります。『2.16.2 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ』を参照し

てください。 
   const char *filenameRAM 

ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
8 文字を超えるﾌｧｲﾙ名が指定された場合、8 文字に切り詰められます。 

   int mode 
0 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙを削除。 
1 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙを残す。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  const static char dbfname1[] = “A:\\SDdbf1”;  
   const static char dbfname2[] = “RAMdbf1”; 
   printf(“Copy the file to RAM…”); 
   remove(dbfname2); // remove target if it exists 
   if (!(i = SDtoRAM_DBF((void *)dbfname1, (void *)dbfname2, 1))) { 
     printf(“\r\n Fail ErrorCode=%d\r”, read_error_code()); 
     while(1); 
   } 
   printf(“Done! File %s in RAM is created\r\n”, dbfname2); 

 戻り値  正常終了の場合 1 を返します。 
   ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｴﾗｰｺｰﾄﾞがｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 fErrorCode にｾｯﾄされます。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 説明 
1 ｺﾋﾟｰ元/ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙ名が不正です。 
4 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙは DBF ﾌｧｲﾙではありません。 
5 ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙが開かれています。 
6 ｼｽﾃﾑで許容されているﾌｧｲﾙの最大数を超えているため、ﾌｧｲﾙを作成で

きません。 
10 空き容量がありません。 

 備考  ｺﾋﾟｰ元 DBF ﾌｧｲﾙはこの処理をｺｰﾙする前に閉じておいてください。ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙが既にある

場合、ﾌｧｲﾙは上書きされます。ない場合は、新規に作成されます。 

 参照  RAMtoSD_DAT, RAMtoSD_DBF, SDtoRAM_DAT 
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2.16 SD ｶｰﾄﾞ 
SD ｶｰﾄﾞは、提供されている関数をﾕｰｻﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで使用することで、直接ｱｸｾｽすることができます。また、

8200/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、SD ｶｰﾄﾞをﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙに搭載し、USB ｹｰﾌﾞﾙ経由でｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続した場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ

ﾝｸﾞまたは System Menu で、SD Card Menu → Run as USB Disk を選択すると、ﾘﾑｰﾊﾞﾌﾞﾙﾃﾞｨｽｸ(USB ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞﾃﾞ

ﾊﾞｲｽ)として扱うことができます。Partt II の『9. USB 接続』と『2.16.6 ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ』を参照ください。ﾒﾓﾘ

情報は『2.14.3 SD ｶｰﾄﾞ』を参照してください。 
※ COM5 をﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞ(SetcommType に COMM_USBDISK の引数)で使用中は、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙから SD ｶｰﾄﾞに直接ｱｸ

ｾｽできません。 

SD での DAT ﾌｧｲﾙの直接ｱｸｾｽ 
 任意のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ下に置くことができ、SD ｶｰﾄﾞ上の DAT ﾌｧｲﾙにｱｸｾｽするには『2.16.5 SD ｶｰﾄﾞ操作』で提供され

る関数を使用します。ﾌｧｲﾙ名はﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要があります。 
※ 最大 32 のﾌｧｲﾙと 3 つのﾌｫﾙﾀﾞを同時に開くことができますが、ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙの枯渇を防ぐためにも不要となった

ﾌｧｲﾙやﾌｫﾙﾀﾞを閉じることをお勧めします。 

SD での DBF ﾌｧｲﾙの直接ｱｸｾｽ 
 任意のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ下に置くことができ、SD ｶｰﾄﾞ上の DBF ﾌｧｲﾙにｱｸｾｽするには『2.15.7 DBF ﾌｧｲﾙと IDX ﾌｧｲﾙ』で

提供される関数を使用します。ﾌｧｲﾙ名は拡張子を除いてﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要があります。ﾌｧｲﾙ名は拡張子を

除いてﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要があります。DBF ﾌｧｲﾙが作成されるとき、DBF ﾌｧｲﾙは”.DB0”の拡張子となり、

IDX ﾌｧｲﾙは”.DB1”～”DB8”の拡張子となります。 
 SRAM から SD ｶｰﾄﾞまたはその反対の処理には『2.15.8 SD 経由のﾌｧｲﾙ転送』で提供されている関数を使用し

ます。ｺﾋﾟｰ元 DBF ﾌｧｲﾙは予め閉じておく必要があります。 

USB ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ 
ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞ使用中は 
(1) 開いているすべてのﾌｧｲﾙは自動的に閉じられます。 
(2) 『2.16.5 SD ｶｰﾄﾞ操作』にあるどの処理も close_com(5)の前にｺｰﾙされた場合、SD ｶｰﾄﾞはﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞにﾃﾞﾊﾞｲｽ

として使用中であることを意味する”E_SD_OCCUPIED”のｴﾗｰｺｰﾄﾞが戻ります。 
 

2.16.1 ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑ 
FAT12/FAT16/FAT32 をｻﾎﾟｰﾄしています。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、または System Menu の SD Card Menu → Access SD 
Card でｶｰﾄﾞをﾌｫｰﾏｯﾄすることができます。fformat()はｺｰﾙされると、ｶｰﾄﾞ容量によって自動的に FAT ﾌｫｰﾏｯﾄを決

定します。 
ｶｰﾄﾞ容量 FAT ﾌｫｰﾏｯﾄ ｸﾗｽﾀあたりのｾｸﾀ数 
≦ 32MB FAT12 32 
≦ 1GB FAT16 32 
≦ 2GB FAT16 64 
≦ 8GB FAT32 8 
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2.16.2 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 
SRAM 上のﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑとは異なり、SD ｶｰﾄﾞ上のﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑは、階層ﾂﾘｰのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ構造をｻﾎﾟｰﾄし、ｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを作成

することができます。 
いくつかのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘは、特定の用途のために予約されています。 
予約ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 関連する機能 備考 
\Program  System Menu → Load Program 

 Program Manager → Download 
 Program Manager → Activate 
 Kernel Menu → Load Program 
 Kernel Menu → Kernel Update 
 UPDATE_BASIC() 

このﾌｫﾙﾀﾞに保存しているﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰ

ﾄﾞすることができます。 
 C ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・・・*.shx 
 BASIC ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・・・*.ini と+.syn 

\BasicRun BASIC ﾗﾝﾀｲﾑ BASIC ﾗﾝﾀｲﾑで作成およびｱｸｾｽされる DAT、DBF ﾌｧｲﾙが

保存されています。 
それらのﾌｧｲﾙ名は次の通りです。 
DAT ﾌｧｲﾙ名 

DAT file #1 TXACT1.DAT 
DAT file #2 TXACT2.DAT 
DAT file #3 TXACT3.DAT 
DAT file #4 TXACT4.DAT 
DAT file #5 TXACT5.DAT 
DAT file #6 TXACT6.DAT 

DBF ﾌｧｲﾙ名 
DBF file #1 ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ F1.DB0 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ F1.DB1 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#1 F1.DB2 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#2 F1.DB3 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#3 F1.DB4 

DBF file #2 ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ F2.DB0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ F2.DB1 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#1 F2.DB2 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#2 F2.DB3 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#3 F2.DB4 

DBF file #3 ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ F3.DB0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ F3.DB1 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#1 F3.DB2 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#2 F3.DB3 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#3 F3.DB4 

DBF file #4 ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ F4.DB0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ F4.DB1 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#1 F4.DB2 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#2 F4.DB3 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#3 F4.DB4 

DBF file #5 ﾚｺｰﾄﾞﾌｧｲﾙ F5.DB0 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ F5.DB1 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#1 F5.DB2 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#2 F5.DB3 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧｲﾙ#3 F5.DB4 

 

\AG\DBF 
\AG\DAT 
\AG\EXPORT 
\AG\IMPORT 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｼﾞｪﾈﾚｰﾀ(別名、AG) ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｼﾞｪﾈﾚｰﾀで作成および/またはｱｸｾｽされる

DAT、DBF、参照ﾌｧｲﾙが保存されています。 
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以下に示すように、ﾌｧｲﾙ名は関数呼び出しに渡される引数として必要な場合は、ﾌﾙﾊﾟｽで指定する必要がありま

す。 
ﾌｧｲﾙﾊﾟｽ ﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにあるﾌｧｲﾙ ｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにあるﾌｧｲﾙ 
A:\\... A:\\UserFile A:\\SubDir\\UserFile 
a:\\... a:\\UserFile a:\\SubDir\\UserFile 
A:/… A:/UserFile A:/SubDir/UserFile 
a:/… a:/UserFile a:/SubDir/UserFile 
(1) DAT ﾌｧｲﾙは、ﾌｧｲﾙ名に拡張子があってもなくても有効です。 
(2) DBF ﾌｧｲﾙはﾌｧｲﾙ名に拡張子は不要です。 
 

2.16.3 ﾌｧｲﾙ名 
ﾌｧｲﾙ名は最大 8 文字まで、ﾌｧｲﾙの拡張子は最大 3 文字まで - ﾌｧｲﾙ名は 8.3 ﾌｫｰﾏｯﾄ(=短いﾌｧｲﾙ名)となります。 
「"」「*」「+」「,」「:」「;」「<」「=」「>」「?」「|」「[」「]」はﾌｧｲﾙ名に使用できません。 
 1～8 文字のﾌｧｲﾙ名(null 文字は不可)が表示され、拡張子があればそれも表示されます。ﾌｧｲﾙ名が 8 文字以上の

場合、8 文字に切り詰められます。 
 ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞﾃﾞﾊﾞｲｽとして SD ｶｰﾄﾞを搭載したﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの場合、長いﾌｧｲﾙ名では、最大で 255 文字まで可能です。

例えば、ﾊﾟｿｺﾝで作成したﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名は、”123456789.txt”である場合もあります。ただし、同じﾌｧｲﾙを直接ﾊ

ﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙでｱｸｾｽすると、ﾌｧｲﾙ名は"123456~1.TXT"に切り詰められます。 
 ﾌｧｲﾙ名に ASCII 文字以外がある場合、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙがﾌｧｲﾙ名を正しく表示するためには、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙに該当のﾌｫ

ﾝﾄﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしておく必要があります。 
 ﾌｧｲﾙ名はｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの大文字・小文字を区別しません。 
 

2.16.4 FILEINFO 構造体 
ﾌｧｲﾙまたはﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ情報にｱｸｾｽする fgetinfo()と freaddir()で使用します。 
 typedef struct { 
  char fname[13]; 
  unsigned char fattrib; 
  unsigned int ftime; 
  unsigned int fdate; 
  unsigned long fsize; 
 }FILEINFO 

char fname[13] ﾌｧｲﾙ名は 8.3 ﾌｫｰﾏｯﾄ(=短いﾌｧｲﾙ名)となります。(ﾌｧｲﾙ名は 8 文字まで、拡張子は 3
文字まで) 

unsigned char fattrib ﾌｧｲﾙ属性 
0x01 読取り専用 
0x02 隠しﾌｧｲﾙ 
0x04 ｼｽﾃﾑﾌｧｲﾙ 
0x08 ﾎﾞﾘｭｰﾑ ID 
0x10 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 
0x20 ｱｰｶｲﾌﾞ 

 

unsigned int ftime 更新時間(16 ﾋﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞ) 
Bit 0 ～ 4 秒(2 秒で 1 増加) 

 0～29 で 0～58 を表現 
Bit 5 ～ 10 分 

 0～59 
Bit 11 ～ 15 時 

 0～23 
 

unsigned int fdate 更新日時(16 ﾋﾞｯﾄﾌｨｰﾙﾄﾞ) 
Bit 0 ～ 4 日 

 0～31 
Bit 5 ～ 8 月 

 1～12 
Bit 9 ～ 15 1980 年からの経過年 

 0～127 で 1980～2107 を表現 
 

unsigned long fsize ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞ(ﾊﾞｲﾄ単位) 
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2.16.5 SD ｶｰﾄﾞ操作 

chmod             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙの属性を変更します。 

 書式  int chmod (const char *filename, int attribute); 

 引数  const char *filename 
属性を変更するﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int attribute 
新しいﾌｧｲﾙ属性。以下のﾘｽﾄから 1 つまたは複数の属性を指定。 
0x00 FA_NOR 通常ﾌｧｲﾙ 
0x01 FA_RDO 読取り専用 
0x02 FA_HID 隠しﾌｧｲﾙ(ｱｸｾｽは可能です) 
0x04 FA_SYS ｼｽﾃﾑﾌｧｲﾙ 
0x20 FA_ARC ｱｰｶｲﾌﾞﾋﾞｯﾄ(前回、ﾌﾗｸﾞがｸﾘｱされた後にﾌｧｲﾙが変更されてい

ることを示す) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int  att; 
   att = chmod (“a:\\myfile.bin”, FA_SYS | FA_RDO) 
   if (att == EOF) 
       printf (“Chmod error, a:\\myfile.bin\n”); 

 戻り値  正常終了すると新しい属性値を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変

数 ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  引数”filename”で指定されたﾌｧｲﾙの属性を変更します。ﾌｧｲﾙ名はﾌﾙﾊﾟｽの 8.3 ﾌｫｰﾏｯﾄで指定

します。 

 参照  chmodfp 
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chmodfp            8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙで指定されたﾌｧｲﾙの属性を変更します。 

 書式  int chmodfp (int fd, int function, int attribute); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   int function 
0 ﾌｧｲﾙ属性を戻り値として返す 
1 新しいﾌｧｲﾙ属性をｾｯﾄ 

   int attribute 
新しいﾌｧｲﾙ属性。以下のﾘｽﾄから 1 つまたは複数の属性を指定。 
0x00 FA_NOR 通常ﾌｧｲﾙ 
0x01 FA_RDO 読取り専用 
0x02 FA_HID 隠しﾌｧｲﾙ(ｱｸｾｽは可能です) 
0x04 FA_SYS ｼｽﾃﾑﾌｧｲﾙ 
0x20 FA_ARC ｱｰｶｲﾌﾞﾋﾞｯﾄ(前回、ﾌﾗｸﾞがｸﾘｱされた後にﾌｧｲﾙが変更されてい

ることを示す) 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  FILE *fp; 
   Int  att; 
   fp = fopen (“A:\\MYFILE.BIN”, “r+b”) 
   att = chmodfp (fp, 1, FA_SYS | FA_RDO); 
   if (att == EOF) 
       printf (“Chmod error, a:\\myfile.bin\n”); 

 戻り値  正常終了すると新しい属性値を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変

数 ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙで指定されたﾌｧｲﾙの属性を変更します。変更したﾌｧｲﾙ属性は、ﾌｧｲﾙを一度ｸﾛｰｽﾞ

し、再ｵｰﾌﾟﾝした時点で有効となります。例えば、書込みﾓｰﾄﾞﾌｧｲﾙをｵｰﾌﾟﾝし、属性を読取

り専用に変更しても、ﾌｧｲﾙを一度ｸﾛｰｽﾞし、再ｵｰﾌﾟﾝするまで書込み可能です。 

 参照  chmod 

fclose             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙをｸﾛｰｽﾞします。 

 書式  int fclose (int fd); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例   int fd; 
   fd = fopen (“A:\\file1”, “r+”); /* ｵｰﾌﾟﾝ : ﾘｰﾄﾞ&ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞ */ 
   /* processing */ 
   if ( fclose (fd) != NULL ) 
       printf (“file close error); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno
に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙをｸﾛｰｽﾞします。ﾌｧｲﾙが書込みﾓｰﾄﾞでｵｰﾌﾟﾝされている場合は、ｸﾛｰ

ｽﾞする前に、書込みﾊﾞｯﾌｧがﾌﾗｯｼｭされます。 

 参照  ffulush, fopen 
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fclosedir            8200,8400,8700 
 目的  ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘをｸﾛｰｽﾞします。 

 書式  int fclosedir (int dir_handle); 

 引数  int dir_handle 
対象ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘのﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例   int dir_handle; 
   dir_handle = fopendir (“A:\\SubDir”); 
   if ( fclosedir (dir_handle) != NULL ) 
       printf (“Fail close a directory”); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno
に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 参照  fopendir 

fcopy             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙをｺﾋﾟｰします。 

 書式  int fcopy(const char *srcfile, const char *dstfile); 

 引数  const char *srcfile 
ｺﾋﾟｰ元ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   const char *dstfile 
ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例   fcopy(“a:\\SrcFile.txt”,”a:\\DstFile.txt”); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno
に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  ﾌｧｲﾙをｺﾋﾟｰします。ｺﾋﾟｰ先ﾌｧｲﾙがすでに存在する場合、この処理は失敗します。ﾌｧｲﾙ名は

ﾌﾙﾊﾟｽの 8.3 ﾌｫｰﾏｯﾄで指定します。 

feof              8200,8400,8700 
 目的  EOF(ﾌｧｲﾙの終わり)ﾌﾗｸﾞをﾁｪｯｸします。 

 書式  int fclose (int fd); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   int  c; 
   fd = fopen (“A:\\file1”, “r+”); /* ｵｰﾌﾟﾝ : ﾘｰﾄﾞ&ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞ */ 
   while ( !feof (fd) ) { 
            c = fgetc (fd); 
            } 

 戻り値  EOF に到達した場合は、0 以外を返します。EOF に到達していない場合は、0 を返しま

す。 

 参照  clearerr 
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fflush             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙに関連付けられた出力ﾊﾞｯﾌｧをﾌﾗｯｼｭします。出力ﾊﾞｯﾌｧに残っているﾃﾞｰﾀをﾌｧｲﾙに書

込みます。 

 書式  int fflush (int fd); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   if (fflush (fd)) { 
             /* ﾌｧｲﾙ ﾌﾗｯｼｭｴﾗｰ */ 
            } 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno
に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 参照  fclose 

fformat             8200,8400,8700 
 目的  SD ｶｰﾄﾞをﾌｫｰﾏｯﾄ(初期化)します。 

 書式  int fformat (void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (fformat() != NULL)  
            printf(“Format failed”); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 以外を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数

ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  SD ｶｰﾄﾞをﾃﾞｰﾀ容量に対応した FAT ﾌｫｰﾏｯﾄで初期化します。ﾃﾞｰﾀ容量が 2GB 以下だと

FAT16 で、それ以上の容量だと FAT32 で初期化します。 

 参照  fopendir, freaddir 

fgetc              8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを 1 ﾊﾞｲﾄ読み出します。 

 書式  int fgetc (int fd); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例   int fd; 
   char buffer[81]; 
   int  i, c; 
   if ((fd = fopen (“A:\\file1”, “r”)) == NULL) { 
        printf (“fopen failed.\n”); 
        exit (0); 
        } 
   c = fgetc (fd); 
   for (i=0; (i < 80) && (feof (fd) == 0) && (c != ‘\n’); i++) { 
         buffer [i] = c; 
         c = fgetc (fd); 
         } 
   buffer [i] = ‘\0’; 
   printf (“First line of A:file1 : %s\n”, buffer); 

 戻り値  正常終了すると、読み出したｷｬﾗｸﾀを int 型で返します。ｴﾗｰが発生した場合は 1 を返しま

す。ferror、feof をｺｰﾙして、ｴﾗｰか、EOF かをﾁｪｯｸすることが可能です。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを 1 ﾊﾞｲﾄ読み出します。ﾃﾞｰﾀの読み出しは、現在のﾌｧｲﾙﾎﾟ

ｲﾝﾀ位置から行われ、読み出し後は、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀを 1 ﾊﾞｲﾄ分進めます。 

 参考  fgets, fputc, fputs 
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fgetinfo             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙまたはﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの情報を取得します。 

 書式  int fgetinfo(const char* file_name, FILEINFO *fileinfo); 

 引数  const char *srcfile 
情報を取得するﾌｧｲﾙ名またはﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
ﾌｧｲﾙ名はﾌﾙﾊﾟｽの 8.3 ﾌｫｰﾏｯﾄで指定します。 

   FILEINFO *fileinfo 
8200lib.h、8400lib.h、8700lib.h で定義されている FILEINFO 構造体の変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  FILEINFO fileinfo; 
   if ((fileinfo(“A:\\userfile.txt”, &fileinfo)) == 0) { 
     printf(“file size:%ld”, fileinfo.fsize); 
   } 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno
に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 参照  fopendir, freaddir 

fgetpos             8200,8400,8700 
 目的  現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を取得します。 

 書式  int fgetpos (int fd, unsigned long *position); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   unsigned long *position 
ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   int   c; 
   unsigned long position; 
   if ((fd = fopen (“a:\\SubDir\\UserFile”, “r”)) == NULL) { 
        printf (“fopen failed. \n”); 
        exit (0); 
        } 
   c = fgetc (fd); 
   if (fgetpos (fd, &position) != 0) 
        printf (“fgetpos failed”); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno
に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙの現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を取得し、指定の変数に格納します。 

 参照  fsetpos 
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fgets              8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを 1 行読み出します。ﾃﾞｰﾀの読み出しは、現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置から行わ

れ、改行文字(\n)を検出する、又は指定された最大ﾊﾞｲﾄ数までです。 

 書式  char *fgets (char *string, int max_char, int fd); 

 引数  char *string 
読込んだﾃﾞｰﾀを格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   unsigned long *position 
読込みを行う最大ﾊﾞｲﾄ数。 

   int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   char string[81]; 
   if ((fd = fopen (“a:\\SubDir\\UserFile”, “r”)) == NULL) { 
        printf (“fopen failed. \n”); 
        exit (0); 
        } 
   while (fgets (string, 80, fd) != NULL) 
         printf (“%s\n”, string); 

 戻り値  正常終了すると、読み出した文字列 string を返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返しま

す。ferror、feof をｺｰﾙして、ｴﾗｰか、EOF かをﾁｪｯｸすることが可能です。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを 1 行読み出します。ﾃﾞｰﾀの読み出しは、現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝ

ﾀ位置から行われ、改行文字(\n)を検出する又は指定された最大ﾊﾞｲﾄ数までを１行とし、ﾇ

ﾙを付加して、指定の変数に格納します。ﾃﾞｰﾀ読み出し後、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀも適切に更新されま

す。 

 参考  fgetc, fputc, fputs 
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fopen             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙをｵｰﾌﾟﾝします。 

 書式  int fopen (const char *filename, const char *mode); 

 引数  const char *filename 
ｵｰﾌﾟﾝするﾌｧｲﾙ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。ﾌｧｲﾙ名はﾌﾙﾊﾟｽの 8.3 ﾌｫｰﾏｯﾄで指定しま

す。 
   const char *mode 

ｱｸｾｽﾓｰﾄﾞ。 
“r” ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙを読取りﾓｰﾄﾞでｵｰﾌﾟﾝ。 
“w” ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙを書込みﾓｰﾄﾞで作成(ﾌｧｲﾙがあった場合、元のﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀ

はすべて消去)。 
“a” ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙを最終位置からの追加書込みﾓｰﾄﾞでｵｰﾌﾟﾝ。 
“rb” ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙを読取りﾓｰﾄﾞでｵｰﾌﾟﾝ。 
“wb” ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙを書込みﾓｰﾄﾞで作成(ﾌｧｲﾙがあった場合、元のﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀ

はすべて消去)。 
“ab” ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙを最終位置からの追加書込みﾓｰﾄﾞでｵｰﾌﾟﾝ。 
“r+” ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙを更新ﾓｰﾄﾞでｵｰﾌﾟﾝ。 
“w+” ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙを更新ﾓｰﾄﾞで作成(ﾌｧｲﾙがあった場合、元のﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀは

すべて消去)。 
“a+” ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙを最終位置からの追加更新ﾓｰﾄﾞでｵｰﾌﾟﾝ。 
“r+b” ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙを更新ﾓｰﾄﾞでｵｰﾌﾟﾝ。 
“w+b” ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙを更新ﾓｰﾄﾞで作成(ﾌｧｲﾙがあった場合、元のﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀは

すべて消去)。 
“a+b” ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙを最終位置からの追加更新ﾓｰﾄﾞでｵｰﾌﾟﾝ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   if ((fd = fopen (“a:\\SubDir\\UserFile”, “r”)) == NULL) { 
        printf (“fopen failed. \n”); 
        exit (0); 
        } 

 戻り値  正常終了すると、ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙを返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変

数 ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  引数 filename で指定されたﾌｧｲﾙを開きます。mode 文字列は、ﾌｧｲﾙｱｸｾｽのﾀｲﾌﾟを指定しま

す。ﾌｧｲﾙｵｰﾌﾟﾝ成功した場合、ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが戻ります。 
 同時に 32 ﾌｧｲﾙまで開くことができますが、ﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙが枯渇しないためにも使用しな

いﾌｧｲﾙは閉じることをお勧めします。 

 参考  fclose 

fopendir            8200,8400,8700 
 目的  ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘをｵｰﾌﾟﾝします。 

 書式  int fopendir (const char *dirname); 

 引数  const char *dirname 
ｵｰﾌﾟﾝするﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (fopendir (“a:\\SubDir”, “r”) == 0) 
        printf (“fail to open a directory. ”); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 以外を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数

ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  引数 dirname で指定されたﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを開きます。ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名はﾌﾙﾊﾟｽで指定します。 
 同時に 3 ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘまで開くことができますが、ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾝﾄﾞﾙが枯渇しないためにも使用

しないﾃﾞｨﾚｸﾄﾘは閉じることをお勧めします。 

 参考  fclosedir, fformat, freaddir 
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fputc             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙへﾃﾞｰﾀを 1 ﾊﾞｲﾄ書込みます。 

 書式  int fputc (int c, int fd); 

 引数  int c 
ﾌｧｲﾙに書込むﾃﾞｰﾀ。 

   int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   char buffer[81] = “Testing the function fputc”; 
   int  i; 
   if ((fd = fopen (“a:\\SubDir\\UserFile”, “w”)) == NULL) { 
        printf (“fopen failed.\n”); 
        exit (0); 
        } 
   for (i=0; (i < 80) && buffer[I] && (fputc (buffer[i], fd) != EOF); i++); 

 戻り値  正常終了すると、書込んだﾃﾞｰﾀ(ｷｬﾗｸﾀ)を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返します。

ferror をｺｰﾙして、ｴﾗｰ状態をﾁｪｯｸしてください。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙへﾃﾞｰﾀを 1 ﾊﾞｲﾄ書込みます。ﾃﾞｰﾀの書込みは、現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位

置から行われ、書込み後は、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀを 1 ﾊﾞｲﾄ分進めます。 

 参照  fgetc, fgets, fputs 

fputs             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙに文字列ﾃﾞｰﾀを書込みます。 

 書式  int fputs (const char *string, int fd); 

 引数  const char *string 
ﾌｧｲﾙに書込むﾃﾞｰﾀが格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   char string[81] = “Testing the function fputs”; 
   if ((fd = fopen (“a:\\SubDir\\UserFile”, “w”)) == NULL) { 
        printf (“fopen failed.\n”); 
        exit (0); 
        } 
   fputs (string, fd); 

 戻り値  正常終了すると、書込んだﾊﾞｲﾄ数を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返します。ferror
をｺｰﾙして、ｴﾗｰ状態をﾁｪｯｸしてください。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙへ文字列ﾃﾞｰﾀを書込みます。ﾃﾞｰﾀの書込みは、現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位

置から行われ、ﾃﾞｰﾀ書込み後、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀも適切に更新されます。 

 参照  fgetc, fgets, fputc 
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fread             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙから指定ｻｲｽﾞのﾃﾞｰﾀｱｲﾃﾑを指定数分読み出します。  

 書式  int fread (void *buffer, int size, int count, int fd); 

 引数  void *string 
読込んだﾃﾞｰﾀを格納する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int size 
各ﾃﾞｰﾀｱｲﾃﾑのｻｲｽﾞ。 

   int count 
読込みを行う最大ﾃﾞｰﾀｱｲﾃﾑ数。 

   int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   char buffer[81]; 
   int  count; 
   if ((fd = fopen (“a:\\SubDir\\UserFile”, “r”)) == NULL) { 
        printf (“fopen failed.\n”); 
        exit (0); 
        } 
   count = fread (buffer, 1, 80, fp); 
   printf (“Read these %d characters:\n %s\n”, count, buffer); 

 戻り値  正常終了すると、読込んだﾃﾞｰﾀｱｲﾃﾑ数を返します。但し、戻り値が引数 count と等しくな

い場合は、ｴﾗｰ又は EOF が発生した可能性があります。ferror、feof をｺｰﾙして、ｴﾗｰか、

EOF かをﾁｪｯｸすることが可能です。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙから指定ｻｲｽﾞのﾃﾞｰﾀｱｲﾃﾑを指定数分読込みます。ﾃﾞｰﾀの読込みは、

現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置から行われ、ﾃﾞｰﾀ読込み後、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀも適切に更新されます。 

 参照  fwrite 

freaddir             8200,8400,8700 
 目的  ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘをｵｰﾌﾟﾝします。 

 書式  int freaddir (int dir_handle, FILEINFO *fileinfo); 

 引数  int dir_handle 
対象ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘのﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   FILEINFO *fileinfo 
8200lib.h、8400lib.h、8700lib.h で定義されている FILEINFO 構造体の変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  FILEINFO fileinfo; 
   int dir_handle 
   if ((dir_handle = fopendir (“a:\\SubDir”, “r”)) == 0) 
        printf (“fail to open a directory. ”); 
   if ((freaddir (dir_handle, & fileinfo) == NULL) && fileinfo.fname[0]) 
        printf (“file name is %s”, fileinfo.fname); 

 戻り値  正常終了すると、ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾝﾄﾞﾙを返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

変数 ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾊﾝﾄﾞﾙで指定されたﾃﾞｨﾚｸﾄﾘのｴﾝﾄﾘを取得します。繰り返し freaddir をｺｰﾙすること

によってそのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内のすべての項目を取得することができます。すべての項目を取得

し終わり、項目が残ってない場合、ｴﾗｰは発生せず、fileinfo.fname に null 文字がｾｯﾄされ

ます。 

 参照  fformat, fopendir 
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fremove             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙを削除します。 

 書式  int fremove (const char *filename); 

 引数  const char *filename 
削除するﾌｧｲﾙ名を格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 
ﾌｧｲﾙ名はﾌﾙﾊﾟｽの 8.3 ﾌｫｰﾏｯﾄで指定します。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if ( fremove (“a:\\subdir\\thisfile.txt”) ) 
       printf (“ferrno = %d\n”, ferrno); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 以外を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数

ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  引数 filename で指定されたﾌｧｲﾙを削除します。ﾌｧｲﾙ名は、ﾄﾞﾗｲﾌﾞ情報も含めて指定しま

す。 

 参照  frename, rmdir 

frename             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙ名を変更します。 

 書式  int frename (const char *oldname, const char *newname); 

 引数  const char *oldname 
変更前ﾌｧｲﾙ名を格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   const char *newname 
変更後ﾌｧｲﾙ名を格納した変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if ( frename(“a:\\file1.txt”, ”a:\\file2.txt”) ) 
       printf (“ferrno = %d\n”, ferrno); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 以外を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数

ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  ﾌｧｲﾙ名を変更します。変更前と変更後のｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名に異なる名前を指定すれば、新しい

ｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘへﾌｧｲﾙを移動したように処理することも可能です。ﾌｧｲﾙ名はﾌﾙﾊﾟｽの 8.3 ﾌｫｰﾏｯ

ﾄで指定します。 

 参照  fremove, mkdir, rmdir 

fscan             8200,8400,8700 
 目的  SD ｶｰﾄﾞの空き容量情報を更新します。 

 書式  int fscan(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if ( fscan() != 0) 
       printf (“ferrno = %d\n”, ferrno); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 以外を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数

ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  SD ｶｰﾄﾞによっては ffreebyte()で現在の値を取得に失敗し、空き容量の情報が不正確な場

合があります。この処理は、空き容量情報を更新するために、SD ｶｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。処

理完了までに時間がかかる場合があります。 
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fseek             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を移動します。 

 書式  int fseek (int fd, long offset, int origin); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   long offset 
移動させたい原点からのｵﾌｾｯﾄ値(ﾊﾞｲﾄ)。 

   int origin 
移動の基準となる原点位置 
1 SEEK_SET ﾌｧｲﾙの先頭位置。 
0 SEEK_CUR 現ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置 
-1 SEEK_END ﾌｧｲﾙの終端位置。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   if (fseek(fd, 30L, SEEK_SET) != 0) 
        printf (“fseek failed!”); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 以外を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数

ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を指定のｵﾌｾｯﾄ位置へ移動します。ﾌｧｲﾙがﾃｷｽﾄﾓｰﾄﾞ

でｵｰﾌﾟﾝされている場合は、基準位置 origin を SEEK_CUR (0) 又は ftell 関数で取得した現

在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置に指定してください。 

 参照  ftell 

fsetpos             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置をｾｯﾄします。 

 書式  int fsetpos (int fd, const unsigned long *newposition); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

   const unsigned long *newposition 
新しいﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   unsigned long curpos; 
   char  buffer [80]; 
   if (fgetpos (fd, &curpos) != 0)  /* 現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を取得 */ 
        printf (“fgetpos failed!”); 
   if (fgets(buffer, 20, fd) == NULL)    /* 20 ﾊﾞｲﾄを読み出し */ 
        printf (“fgets failed!”); 
   if (fsetpos (fd, &curpos) != 0)   /* ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀを読み出し前の位置にｾｯﾄ */ 
        printf (“fsetpos failed!”); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 以外を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数

ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置をｾｯﾄします。 

 参照  fgetpos 
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ftell              8200,8400,8700 
 目的  現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を取得します。 

 書式  long ftell (int fd); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   long curpos; 
   if ((curpos = ftell (fd)) == -1L) 
        printf (“ftell failed!”); 

 戻り値  正常終了すると、現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置(ﾌｧｲﾙの先頭からのｵﾌｾｯﾄ値)を long 型の値(ﾊﾞｲﾄ)で
返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1L を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno に発生したｴﾗｰ状態

がｾｯﾄされます。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙの現在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置を取得します。 

 参照  fseek 

ftruncate            8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置以降のﾌｧｲﾙの内容を削除します。 

 書式  int ftruncate (int fd); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   fd = fopen(“A:\\UserFile.txt”, “wb”); 
   fseek(fd, 10, SEEK_SET); 
   ftruncate (fd); 
   fclose(fd); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は-1 を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno
に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  fseek()で以降を削除したい位置にﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀを移動します。 

 参照  fseek 
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fwrite             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙに指定のﾃﾞｰﾀを指定ｻｲｽﾞで指定数分書込みます。  

 書式  int fwrite (const void *buffer, int size, int count, int fd); 

 引数  const void *buffer 
書込むﾃﾞｰﾀが格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   int size 
各ﾃﾞｰﾀｱｲﾃﾑのｻｲｽﾞ。 

   int count 
書込みを行う最大ﾃﾞｰﾀｱｲﾃﾑ数。 

   int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   char buffer[81] = “Testing the fwrite function”; 
   int  count; 
   if ((fd = fopen (“A:\\UserFile”, “w”)) == NULL) { 
        printf (“fopen failed. \n”); 
        exit (0); 
        } 
   count = fwrite (buffer, 1, 20, fd); 
   printf (“%d characters written to a file”, count); 

 戻り値  正常終了すると、書込んだﾃﾞｰﾀｱｲﾃﾑ数を返します。但し、戻り値が引数 count と等しくな

い場合は、ｴﾗｰ又は EOF が発生した可能性があります。ferror、feof をｺｰﾙして、ｴﾗｰか、

EOF かをﾁｪｯｸすることが可能です。 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙに指定ｻｲｽﾞのﾃﾞｰﾀｱｲﾃﾑを指定数分書込みます。ﾃﾞｰﾀの書込みは、現

在のﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀ位置から行われ、ﾃﾞｰﾀ書込み後、ﾌｧｲﾙﾎﾟｲﾝﾀも適切に更新されます。 

 参照  fread 

mkdir             8200,8400,8700 
 目的  新しいﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを作成します。 

 書式  int mkdir (const char *newdir); 

 引数  const char *newdir 
作成するﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (mkdir (“A:\\SubDir\\SubDir2\\new_dir”) != 0) 
       printf (“Fail to create a directory”); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 以外を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数

ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  引数で指定された新しいﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを作成します。ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名はﾌﾙﾊﾟｽの 8.3 ﾌｫｰﾏｯﾄで指定し

ます。 

 参照  rmdir 
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rmdir             8200,8400,8700 
 目的  ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを削除します。 

 書式  int rmdir (const char *newdir); 

 引数  const char *newdir 
作成するﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名が格納された変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  if (rmdir (“a:\\SubDir1\\SubDir2”) != 0) 
       printf (“Fail to delete the directory”); 

 戻り値  正常終了すると 0 を返します。ｴﾗｰが発生した場合は 0 以外を返し、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数

ferrno に発生したｴﾗｰ状態がｾｯﾄされます。 

 備考  引数で指定されたﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを削除します。但し、削除しようとするﾃﾞｨﾚｸﾄﾘは空でなければ

なりません。ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ下にﾌｧｲﾙが存在する場合やﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを指定した場合は、ｴﾗｰが発生

します。 

 参照  fremove, mkdir 
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2.16.6 ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞﾃﾞﾊﾞｲｽ 
ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞ使用中は 
(1) 開いているすべてのﾌｧｲﾙは自動的に閉じられます。 
(2) 『2.16.5 SD ｶｰﾄﾞ操作』にあるどの処理も close_com(5)の前にｺｰﾙされた場合、SD ｶｰﾄﾞはﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞにﾃﾞﾊﾞｲｽ

として使用中であることを意味する”E_SD_OCCUPIED”のｴﾗｰｺｰﾄﾞが戻ります。 

GetMassStorageStatus           8200,8400,8700 
 目的  ﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞ使用中のｽﾃｰﾀｽを取得します。 

 書式  int GetMassStorageStatus(); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int status; 
   atatus = GetMassStorageStatus(); 
   if (status & 0x1) { 
    printf(“USB is connected”); 
   } 
   else { 
    printf(“USB is disconnected”); 
   } 

 戻り値  各項目の現在のｽﾃｰﾀｽの値を OR した整数値が戻ります。 

 備考  各ﾋﾞｯﾄが示すｽﾃｰﾀｽは次の通りです。 
ﾋﾞｯﾄ  
0 0：USB 未接続 

1：USB 接続済 
1 0：ﾃﾞﾊﾞｲｽ未使用 

1：ﾃﾞﾊﾞｲｽ使用中 

 参照  SetCommType 
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2.16.7 ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 
ほとんどの SD 関連の関数は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno に発生したｴﾗｰ状態をｾｯﾄしています。例えば、 

fd = fopen(“a:\\file1”, “rb”); 
if (!fd) { 
  printf(“%d”, ferrno); 
} 

発生したｴﾗｰ状態の詳細は ferror()にあるｴﾗｰｺｰﾄﾞﾘｽﾄを参照してください。また、ﾌｧｲﾙへの読取り/書込み操作実行

時のｴﾗｰｺｰﾄﾞにｱｸｾｽするには、ferror()をｺｰﾙします。 

ferrno 使用例 
fwrite(x, x, x, fd1); 
error1 = ferrno; 
fwrite(x, x, x, fd2); 
error2 = ferrno; 

SD 関連の機能を実行した後、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 ferrno はそれに応じて更新されます。したがって、上記例では error1
と error2 は値が異なる場合があります。 

Ferror()使用例 
fwrite(x, x, x, fd1); 
error1 = ferror(fd1); 
fwrite(x, x, x, fd2); 
error2 = ferror(fd2); 
error1 = ferror(fd1); 

ﾌｧｲﾙへの読込み/書込み動作に関連する機能を実行した後に、ferror()をｺｰﾙして取得した値は、ferrno が保持して

いる値と同じです。唯一の違いは、ferror()によって返される値は、同じﾌｧｲﾙが読込み/書込み動作に関連する関数

を実行するまで更新されないことです。したがって、上記例では最初の error1 の処理と 2 回目の error1 の処理で

は同じ値が戻ります。 

clearerr             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙのｴﾗｰｺｰﾄﾞをﾘｾｯﾄします。 

 書式  void clearerr (int fd); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   char string [81]; 
   if ((fp = fopen (“A:\\UserFile”, “r”)) == NULL)     { 
        printf (“fopen failed. \n”); 
        exit (0); 
        } 
   fgets (string, 80, fd); 
   if (ferror (fd) != 0)     { 
        printf (“Error detected. \n”); 
        clearerr (fd); 
        printf (“Error cleared. \n”); 
        } 

 戻り値  無し 

 備考  引数で指定されたﾌｧｲﾙのｴﾗｰｺｰﾄﾞを 0 にｸﾘｱします。 
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ferror             8200,8400,8700 
 目的  ﾌｧｲﾙの読取み/書込み操作時にｴﾗｰが発生したかどうかをﾁｪｯｸします。 

 書式  int ferror (FILE *file_pointer); 

 引数  int fd 
対象ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙﾊﾝﾄﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  int fd; 
   int  c; 
   fp = fopen (“A:\\UserFile, “r+”); /* ｵｰﾌﾟﾝ : ﾘｰﾄﾞ&ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞ */ 
   while ( !feof (fd) ) { 
            c = fgetc (fd); 
            if (ferror (fd)) { 
                    printf (“Error detected. \n”); 
                    clearerr (fd); 
                    printf (“Error cleared. \n”); 
    } 
            } 

 戻り値  ｴﾗｰﾌﾗｸﾞを検出した場合は、0 以外を返します。 
1 E_SD_NOT_READY SD ｶｰﾄﾞが準備されていません。 
2 E_NO_FILESYSTEM ｻﾎﾟｰﾄされていないﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑです。 
3 E_NO_OBJECT ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄが見つかりません。 
4 E_NO_PATH ﾊﾟｽが見つかりません。 
5 E_NOT_DIR ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘではありません。 
6 E_NOT_FILE ﾌｧｲﾙではありません。 
7 E_DIR_NOT_EMPTY ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘは空ではありません。 
8 E_INVALID_NAME 無効な名前です。 
9 E_INVALID_OBJECT ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄは正しく開かれていません。 
10 E_READ_ONLY ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄは読取り専用です。。 
11 E_ACCESS_DENIED ｱｸｾｽがｵｰﾌﾟﾝﾒｿｯﾄﾞと一致しません。 
12 E_OBJECT_EXIST ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄは既に存在します。 
13 E_DISK_FULL ﾃﾞｨｽｸがいっぱいです。 
14 E_RW_ERROR 読込み/書込みｾｸﾀ不良。 
15 E_INVALID_HANDLE 無効なﾊﾝﾄﾞﾙです。 
16 E_NO_AVAILABLE_HANDLE 利用できないﾊﾝﾄﾞﾙです。 
17 E_INVALID_MODE 無効なﾓｰﾄﾞです。 
18 E_SD_OCCUPIED SD はﾏｽｽﾄﾚｰｼﾞで使用中です。 

 説明  この関数をｺｰﾙすることで fgetc()、fgets()、fputc()、fputs()、fread()、fwrite()のｴﾗｰ状態を

取得できます。 
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3 標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数 

標準入出力関数 : <stdio.h> 
• ﾌｧｲﾙ操作  ｻﾎﾟｰﾄしていません。CipherLab 専用ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数を使用してください。 
• 書式付出力関数  sprintf 関数のみｻﾎﾟｰﾄしています。 
• 書式付入力関数 sscanf 関数のみｻﾎﾟｰﾄしています。 
• 文字入出力関数  ｻﾎﾟｰﾄしていません。CipherLab 専用ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数を使用してください。 
• 直接入出力関数 ｻﾎﾟｰﾄしていません。 

文字ｸﾗｽﾃｽﾄ関数 : <ctype.h> 
各関数の引数は、char 型で、EOF 又は unsigned char 型で表現できる値でなければならず、戻り値は、int 型に

なります。引数 c が各条件を満たす場合は、0 以外の値を返し、そうでない場合は、0 を返します。 

• isalnum(c) isalpha(c) 又は isdigit(c) が真である 
• isalpha(c) isupper(c) 又は islower(c) が真である 
• iscntrl(c)  制御文字 
• isdigit(c)  10 進数字 
• isgraph(c) ｽﾍﾟｰｽ以外の印字可能文字 
• islower(c) 小文字 
• isprint(c)  ｽﾍﾟｰｽを含む印字可能文字 
• ispunct(c) ｽﾍﾟｰｽ、英字、数字以外の印字可能文字 
• isspace(c) ｽﾍﾟｰｽ、改頁、改行、復帰、ﾀﾌﾞ、垂直ﾀﾌﾞ 
• isupper(c) 大文字 
• isxdigit(c) 16 進数字 

また、英字の大小文字を変換するための下記の 2 種類の関数が用意されています。 

• int tolower(c) c を小文字に変換 
• int toupper(c) c を大文字に変換 

文字列関数 : <string.h> str で始まる関数 
引数として、下記の変数ﾀｲﾌﾟが使用されています。 

char *s; 
const char * cs, *ct; 
size_t n; 
int c; 

• char *strcpy(s, ct) ‘\0’を含めて文字列 ct を s にｺﾋﾟｰし、s を返す 
• char *strncpy(s, ct, n) 文字列 ct のうち最大 n 文字を s にｺﾋﾟｰし、s を返す 

ct が、n 文字より少ないときは、’ \0’ を詰める 
• char *strcat(s, ct) 文字列 ct を文字列 s の終わりに連結し、s を返す 
• char *strncat(s, ct, n) 文字列 ct の最大 n 文字を文字列 s に連結し、終わりに ’ \0’ を付け、 

 s を返す 
• int strcmp(cs, ct) 文字列 cs と文字列 ct を比較し、cs<ct なら <0、cs==ct なら 0、cs>ct なら

>0 を返す 
• int strncmp(cs, ct, n) 文字列 cs と文字列 ct の最大 n 文字を比較し、cs<ct なら <0、cs==ct なら 

0、cs>ct なら>0 を返す 
• char *strchr(cs, c) cs の中にある最初の c へのﾎﾟｲﾝﾀ又はそれが無い場合は、NULL を返す 
• char *strrchr(cs, c) cs の中にある最後の c へのﾎﾟｲﾝﾀ又はそれが無い場合は、NULL を返す 
• size_t strspn(cs, ct) ct に入っている文字よりなる cs の接頭子(prefix)の長さを返す 
• size_t strcspn(cs, ct) ct に無い文字よりなる cs の接頭子(prefix)の長さを返す 
• char *strpbrk(cs, ct) 文字列 ct の任意の文字が文字列 cs の中で最初に出てくる位置へのﾎﾟｲﾝﾀ又

はそれが無い場合は、NULL を返す 
• char *strstr(cs, ct) cs の中で文字列 ct が最初に現れる位置へのﾎﾟｲﾝﾀ又はそれが無い場合は、

NULL を返す 
• size_t strlen(cs) cs の長さを返す 
• char *strtok(s, ct) ct の中の文字によって区切られる文字列(ﾄｰｸﾝ)が s の中から探され、 

 文字列(ﾄｰｸﾝ)へのﾎﾟｲﾝﾀを返す 
• strcoll ｻﾎﾟｰﾄしていません 
• strerror ｻﾎﾟｰﾄしていません 
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文字列関数 : <string.h> mem で始まる関数 
引数として、下記の変数ﾀｲﾌﾟが使用されています。 

void *s; 
const void *cs, *ct; 
size_t n; 
int c; 

• void *memcpy(s, ct, n) ct の n 文字を s にｺﾋﾟｰし、s を返す 
• void *memmove(s, ct, n) ｺﾋﾟｰ元とｺﾋﾟｰ先のﾒﾓﾘが重複しても動く点を除けば、memcpy 関数と同じ 
• int memcmp(cs, ct, n) cs の最初の n 文字を ct と比較 

戻り値は、strcmp 関数と同じ 
• void *memchr(cs, c, n) cs の中で c が最初に出てくる位置へのﾎﾟｲﾝﾀ、又はそれが最初の n 文字内に

無いときは、NULL を返す 
• void *memset(s, c, n) s の最初の n 文字の中に文字 c を入れ、s を返す 

数学関数 : <math.h> 
引数として、下記の変数ﾀｲﾌﾟが使用されており、全ての関数は double 型の値を返します。 

double x, y; 
int n; 

• sin(x)  x の正弦(sin) 
• cos(x)  x の余弦(cos) 
• tan(x)  x の正接(tan) 
• asin(x)  範囲 [-π/2, π/2], x ∈ [-1, 1] の sin-1(x) 
• acos(x)  範囲 [0, π], x ∈ [-1, 1] の cos-1(x)  
• atan(x)  範囲 [-π/2, π/2] の tan-1(x)  
• atan2(y, x)  範囲 [-π, π] の tan-1(y/x)  
• sinh(x)  x の双曲線正弦(sin) 
• cosh(x)  x の双曲線余弦(cos) 
• tanh(x)  x の双曲線正弦(tan) 
• exp(x)  指数関数 ex 
• log(x)  自然対数 ln(x), x>0 
• log10(x)  基底 10 対数 log10(x), x>0 
• pow(x, y)  xy (x=0 で y≤0、又は x<0 で y が整数で無いときには領域ｴﾗｰが起きる) 
• sqrt(x)  √x, x≥0 
• ceil(x)  切上げ  : x より小さくない最小の整数(double 型として) 
• floor(x)  切捨て : x より大きくない最大の整数(double 型として) 
• fabs(x)  絶対値 |x| 
• ldexp(x, n)  x * 2n 
• frexp(x, int exp)  x を仮整数部(0.5~1)を返し、指数部を exp に格納する 

  (x が 0 なら、結果は両部分とも 0 である) 
• modf(x, double *ip)  x をそれぞれ x と同じ符号を持つ整数部と小数部に分割する 

 整数部は、*ip に格納され、小数部が返される 
• fmod(x, y)  x/y の余り 

 符号は x と同じで、y が 0 のとき、結果は処理系依存となる 
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ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ関数 : <stdlib.h> 数値変換 
• double atof( const char *s) 

s を double 型に変換します。これは、strtod(s, (char **)NULL) と同じです。 
• int atoi(const char *s) 

s を int 型に変換します。これは、strtol(s, (char**)NULL, 10) 関数と同じです。 
• int atol(const char *s) 

s を long 型に変換します。これは、strtol(s, (char**)NULL, 10) 関数と同じです。 
• double strtod(const char *s, char **endp) 

s の文字列を double 型に変換します。s の先頭には、空白が 1 文字必要です。変換できない文字があれ

ば、変換を中止し、その文字のﾎﾟｲﾝﾀを endp に格納します。 
• long strtol(const char *s, char **endp, int base) 

s の文字列を base で指定した数を基数として、long 型に変換します。s の先頭には、空白が 1 文字必

要です。変換できない文字があれば、変換を中止し、その文字のﾎﾟｲﾝﾀを endp に格納します。 
• unsigned long strtoul(const char *s, char **endp, int base) 

unsigned long 型である以外は、strtol 関数と同じです。 
• int rand(void) 

0 ~ 32767 の範囲で擬似乱数整数を返します。 
• void srand(unsigned int seed) 

擬似乱数の新しい系列の種として seed が使われます。最初の seed は 1 です。 
• void *bsearch() 

ﾊﾞｲﾅﾘ検索。 
• void qsort() 

昇順ｿｰﾄ。 
• int abs(int n) 

int 型 n の絶対値を返します。 
• long labs(long n) 

long 型 n の絶対値を返します。 
• div_t div(int num, int denom) 

num/denom の商と余りを求めるためのものです。結果は、div_t 構造体の int 型ﾒﾝﾊﾞｰ quot 及び rem に

格納されます。 
• ldiv_t ldiv(long num, long denom) 

num/denom の商と余りを求めるためのものです。結果は、ldiv_t 構造体の long 型ﾒﾝﾊﾞｰ quot 及び rem
に格納されます。 

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ関数 : <stdlib.h> 領域割当 
ｻﾎﾟｰﾄしていません。CipherLab 専用ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数を使用してください。 

診断 : <assert.h> 
ｻﾎﾟｰﾄしていません。 

可変引数ﾘｽﾄ : <stdarg.h> 
個数及び型の分からない関数引数のﾘｽﾄを次々に使ってゆく機能を与えるものです。 

va_start(va_list ap, lastarg) 
type va_arg(va_list ap, type) 
void va_end(va_list ap) 

非局所的ｼﾞｬﾝﾌﾟ : <setjmp.h> 
ｻﾎﾟｰﾄしていません。 

ｼｸﾞﾅﾙ : <signal.h> 
ｻﾎﾟｰﾄしていません。 

日付 & 時刻関数 : <time.h> 
ｻﾎﾟｰﾄしていません。 

処理系で定義される制限 : <limits.h> and <float.h> 
ﾍｯﾀﾞﾌｧｲﾙ limit.h 及び float.h を参照下さい。 

    146  



 

4 ﾘｱﾙﾀｲﾑｶｰﾈﾙ 
CipherLab ｼﾘｰｽﾞﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは、ﾌﾟﾘｴﾝﾃｨﾌﾞﾏﾙﾁﾀｽｸをｻﾎﾟｰﾄしたﾘｱﾙﾀｲﾑｶｰﾈﾙ (µC/OS) を搭載しています。これによ

り、ﾕｰｻﾞｰは、ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙをﾍﾞｰｽに各ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾀｽｸでｼｽﾃﾑﾘｿｰｽを共有することが可能になります。 
 
µC/OS では、ｼｽﾃﾑﾘｿｰｽへのｱｸｾｽを制御するために、ｾﾏﾌｫのﾒｶﾆｽﾞﾑを採用しています。通常、ｾﾏﾌｫは、CREATE, 
PEND, POST の 3 つの ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝのみを実行します。ｾﾏﾌｧは、ﾀｽｸが実行を継続するために必要となるｷｰとなりま

す。ｾﾏﾌｫが既に使用中の場合、現在使用中のﾀｽｸによってｾﾏﾌｫがﾘﾘｰｽされるまで、ｾﾏﾌｫをﾘｸｴｽﾄしたﾀｽｸはｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ

します。 
 
ここでいうﾀｽｸとは、無限ﾙｰﾌﾟ型の関数又は実行完了後に自身を削除する関数で、各ﾀｽｸには、適切なﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚ

ﾍﾞﾙ(重要なﾀｽｸには、より高いﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙを割る当て)を割り当てます。µC/OS では、32 個までのﾀｽｸを管理す

ることができ、それぞれにﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙを 0~31(低い数字ほどﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙが高い)の範囲で割り当てます。ﾒｲﾝﾀ

ｽｸである main 関数は、ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 16 となります。  
 
ｾﾏﾌｫをﾘｸｴｽﾄするﾀｽｸは、PEND ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝを実行し、POST ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの実行により、ｾﾏﾌｫをﾘﾘｰｽします。ｾﾏﾌｫがﾘﾘ

ｰｽされたときに、複数のﾀｽｸがﾍﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾘｽﾄに存在する場合は、ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙが一番高いﾀｽｸが次にｾﾏﾌｫを受け取

ります。ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾘｽﾄは、初期状態では常に空とります。 
 
ｾﾏﾌｫは、しばしば過剰に使用されます。割り込みの無効/有効でより効率的に運用をすることができます。すべて

のﾘｱﾙﾀｲﾑ·ｶｰﾈﾙは、ｺｰﾄﾞのｸﾘﾃｨｶﾙｾｸｼｮﾝ中の割り込みを無効にします。ｶｰﾈﾙが割り込み待ち時間に影響を与えない

ように、基本的には多くの割り込みを無効にすることができます。 
 
下記に、µC/OS に関連する関数について説明します。 
 
 

OS_ENTER_CRITICAL 
 目的  ﾌﾟﾛｾｯｻの割り込みを無効にします。 

 書式  void OS_ENTER_CRITICAL(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例   OS_ENTER_CRITICAL(); 
   /* ﾕｰｻﾞｰｺｰﾄﾞ */ 
   OS_ENTER_CRITICAL(); 

 戻り値 無し 

 備考  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのｸﾘﾃｨｶﾙなｺｰﾄﾞは独立して処理を行う必要があるため、そのｺｰﾄﾞを実行する前

に、ﾌﾟﾛｾｯｻによる割り込みをﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ(無効)にしなければいけません。 
   OS_ENTER_CRITICAL 関数をｺｰﾙして、明示的に割り込みを禁止し、ｸﾘﾃｨｶﾙなｺｰﾄﾞを実

行します。この関数の実行には、5 CPU ｸﾛｯｸｻｲｸﾙが必要となります。 
 この関数は、次の OS_EXIT_CRITICAL 関数とﾍﾟｱで使用してください。 

OS_EXIT_CRITICAL 
 目的  ﾌﾟﾛｾｯｻの割り込みを有効にします。 

 書式  void OS_EXIT_CRITICAL(void); 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例 call OS_ENTER_CRITICAL(); 
   /* ﾕｰｻﾞｰｺｰﾄﾞ */ 
   OS_EXIT_CRITICAL(); 

 戻り値 無し  

 備考  ﾌﾟﾛｾｯｻの割り込みをｲﾈｰﾌﾞﾙ(有効)にします。この関数の実行には、5 CPU ｸﾛｯｸｻｲｸﾙが必要

となります。 
 この関数は、次の OS_ENTER_CRITICAL 関数とﾍﾟｱで使用してください。 
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OSSemCreate 
 目的  ｾﾏﾌｫを作成し、初期化します。 

 書式  OS_EVENT *OSSemCreate(unsigned value); 

 引数  OS_EVENT は、下記のﾃﾞｰﾀ構造を持つ構造体で、ｲﾍﾞﾝﾄｺﾝﾄﾛｰﾙﾌﾞﾛｯｸ(ECB)と呼ばれるｲﾍﾞ

ﾝﾄｽﾃｰﾄを保持します。 

   typedef struct os_event { 
 unsigned char  OSEventTbl[8]; /* ｲﾍﾞﾝﾄ発生待ちﾀｽｸに対応したｸﾞﾙｰﾌﾟ */ 

 unsigned char  OSEventGrp;  /* ｲﾍﾞﾝﾄ発生待ちﾀｽｸﾘｽﾄ */ 
 long  OSEventCnt; /* ｲﾍﾞﾝﾄがｾﾏﾌｫの場合に使われるｶｳﾝﾀ */ 
 void  *OSEventPtr; /* ﾒｯｾｰｼﾞ又はｷｭｰ構造体へのﾎﾟｲﾝﾀ */ 
} OS_EVENT; 

unsigned value 
ｾﾏﾌｫの初期値。0~32767 の範囲で指定します。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  sem_time = OSSemCreate(1);  /* ｾﾏﾌｫ set_time 作成し、初期値 1 で初期化 */ 

 戻り値  ｾﾏﾌｫに割り当てられたｲﾍﾞﾝﾄｺﾝﾄﾛｰﾙﾌﾞﾛｯｸ(ECB)へのﾎﾟｲﾝﾀを返します。ｲﾍﾞﾝﾄｺﾝﾄﾛｰﾙﾌﾞﾛｯｸ

(ECB)が利用できない場合は、NUL を返します。 

 備考  ｾﾏﾌｫを作成し、初期化します。ｾﾏﾌｫは 
 ﾀｽｸは、割り込みｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ(ISR)、ﾀｽｸのどちらかと同期することができます。 
 ﾘｿｰｽへの排他ｱｸｾｽを得ることができます。 
 ｲﾍﾞﾝﾄの発生を通知します。 

   ｾﾏﾌｫを使用する前に必ず、作成・初期化を実行しなければいけません。この関数を割り込

みｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ(ISR)からｺｰﾙすることはできません。 

OSSemPend 
 目的  ﾀｽｸをﾍﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾘｽﾄへ登録します。 

 書式  unsigned char OSSemPend (OS_EVENT *pevent, unsigned long timeout, unsigned char 
*err); 

 引数  OS_EVENT *pevent 
ｾﾏﾌｫを作成した際に返されたﾎﾟｲﾝﾀ。 

   unsigned long timeout 
ｾﾏﾌｫを受け取るまでの待ち時間(ｸﾛｯｸﾁｯｸ数)。ここで指定したｸﾛｯｸﾁｯｸ数の間にｾﾏﾌｫを受け

取ることができなかった場合、ﾀｽｸに処理を戻します。0 を指定すると、ﾀｽｸはｾﾏﾌｫを永遠

に待ちます。指定可能な最大値は、65535 です。 
   unsigned char *err 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞを保持する変数へのﾎﾟｲﾝﾀ。下記の何れかのｴﾗｰｺｰﾄﾞがｾｯﾄされます。 
 OS_NO_ERR  ｾﾏﾌｫが利用可能です 
 OS_TIMEOUT  ﾀｲﾑｱｳﾄが発生しました 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例   OSSemPend (sem_time, 0, &err);  

 戻り値 無し 

 説明  ﾀｽｸが OSSemPend 関数をｺｰﾙした時にｾﾏﾌｫの値が 1 以上であれば、ｾﾏﾌｫを -1 した後、

OSSemPend 関数は、ｺｰﾙ元に戻ります。ｾﾏﾌｫの値が 0 以下であれば、ｾﾏﾌｫを -1 し、ｾﾏﾌｫ

のﾍﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾘｽﾄにｺｰﾙしたﾀｽｸを登録します。そのため、このﾀｽｸは、ﾀｽｸ又は割り込みﾊﾝﾄﾞ

ﾗがｾﾏﾌｫをﾘﾘｰｽするか、ｲﾍﾞﾝﾄ発生ｼｸﾞﾅﾙを受け取るまで待ち状態となります。この場合、

再ｽｹｼﾞｭｰﾙが発生し、実行準備ができている次の最優先ﾀｽｸが CPU を使用します。ｾﾏﾌｫを

待つ場合は、ﾀｲﾑｱｳﾄ値を設定することをお奨めします。 
   ｾﾏﾌｫを使用する前に必ず、作成・初期化を実行しなければいけません。この関数を割り込

みｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ(ISR)からｺｰﾙすることはできません。 
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OSSemPost 
 目的  ｾﾏﾌｫのｼｸﾞﾅﾙを発生させます。 

 書式  unsigned char OSSemPost (OS_EVENT *pevent); 

 引数  OS_EVENT *pevent 
ｾﾏﾌｫを作成した際に返されたﾎﾟｲﾝﾀ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  OSSemPost (sem_time); 

 戻り値  OS_NO_ERR  ｾﾏﾌｫが利用可能です 
  OS_TIMEOUT ﾀｲﾑｱｳﾄが発生しました 

 説明  この関数は、ｾﾏﾌｫのｼｸﾞﾅﾙを発生させたい場合に使用します。ｾﾏﾌｫの値が 0 以上の場合、ｾ

ﾏﾌｫを +1 した後、OSSemPost 関数は、ｺｰﾙ元に戻ります。ｾﾏﾌｫがﾏｲﾅｽ値の場合、ﾀｽｸはｾﾏ

ﾌｫがｼｸﾞﾅﾙを発生するのを待ちます。この場合、OSSemPost 関数は、ｾﾏﾌｫを待っている

最優先ﾀｽｸを待ち行列から削除し、このﾀｽｸを実行可能にします。そして、再開したﾀｽｸが

実行可能な最優先ﾀｽｸであるかを判断するために、ｽｹｼﾞｭｰﾗがｺｰﾙされます。 
   ｾﾏﾌｫを使用する前に必ず、作成・初期化を実行しなければいけません。 

OSTaskCreate 
 目的  ﾀｽｸを生成します。 

 書式  unsigned char OSTaskCreate (void (*task)(void *pd), void *pdata, unsigned char *pstk, 
unsigned long stk_size, unsigned char piro); 

 引数  void (*task) 
ﾀｽｸｺｰﾄﾞへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   void *pdata 
ﾀｽｸ作成時にﾊﾟﾗﾒｰﾀを渡すためのﾃﾞｰﾀｴﾘｱへのﾎﾟｲﾝﾀ。 

   unsigned char *pstk 
ﾀｽｸｽﾀｯｸへの先頭ﾎﾟｲﾝﾀ。ｽﾀｯｸは、ﾛｰｶﾙ変数・関数引数・戻りｱﾄﾞﾚｽ・割り込み処理中の

CPU ﾚｼﾞｽﾀを保存するために使用されます。 
   unsigned long stk_size 

ｽﾀｯｸｻｲｽﾞ。ｽﾀｯｸｻｲｽﾞは、ﾀｽｸの要件と割り込み時のﾈｽﾄを予想して定義します。ﾀｽｸ自身と

全てのﾈｽﾄされる関数、それらと同様にﾈｽﾄを考慮した割り込み要求で使用するﾛｰｶﾙ変数の

保存に必要とするﾊﾞｲﾄ数を考慮して、ｽﾀｯｸｻｲｽﾞを決定します。 
   unsigned char piro 

ﾀｽｸのﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙです。各ﾀｽｸに重複しないﾕﾆｰｸなﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙを割り当てる必要があ

り、値が低いほどﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙが高くなります。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  OSTaskCreate (beep_task, (void *)0, beep_stk, 256, 10);  
   /* beep_task ﾀｽｸをﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 10 で生成します */ 

 戻り値  OS_NO_ERR  正常終了 
   OS_PRIO_EXIST  同じﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙが既に存在します 

 備考  この関数は、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでﾀｽｸを作成したい場合に使用します。ﾀｽｸは、µC/OS に

て管理されており、ﾏﾙﾁﾀｽｸ又はﾀｽｸの実行に先立って作成することができます。 
   ﾀｽｸを割り込みｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ(ISR)から生成することはできません。 

 

    149  



 

OSTaskDel 
 目的  ﾀｽｸを削除します。 

 書式  unsigned char OSTaskDel (unsigned char piro);  

 引数  unsigned char piro 
ﾀｽｸのﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例   OSTaskDel (10);   /* ﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙ 10 のﾀｽｸを削除します */  

戻り値 OS_TASK_DEL_IDLE 削除しようとするﾀｽｸは、ｱｲﾄﾞﾙ中です 
 OS_TASK_DEL_ERR  削除しようとするﾀｽｸは、存在しません 
 OS_NO_ERR   ﾀｽｸは、削除されました 

 備考  ﾕｰｻﾞｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝから引数で指定されたﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙに該当するﾀｽｸを削除します。自身のﾌﾟ

ﾗｲｵﾘﾃｨﾚﾍﾞﾙを指定することによって、ｺｰﾙ元のﾀｽｸを削除することができます。削除された

ﾀｽｸは、停止状態に戻り、再度ｱｸﾃｨﾌﾞにする場合は、OSTaskCreate 関数をｺｰﾙします。 
   割り込みｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ(ISR)からﾀｽｸを削除することはできません。この関数は、μC/OS のｱｲﾄﾞ

ﾙﾀｽｸを削除しようとしていないことが確認されています。 

OSTimeDly 
 目的  指定の CPU ｸﾛｯｸﾁｯｸ数の間、ﾀｽｸを遅延します。 

 書式  void OSTimeDly (unsigned long ticks); 

 引数  unsigned long ticks 
ﾀｽｸの遅延時間(1～65535)。0 は無限遅延を意味します。 
8000/8200/8300/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞでは、1/200 秒(5 ﾐﾘ秒)単位の設定となります。 
8500 ｼﾘｰｽﾞでは、1/256 秒単位の設定となります。 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例  OSTimeDly(10);  /* ﾀｽｸﾃﾞｨﾚｲ 10 x 5 ﾐﾘ秒(8000/8300 ｼﾘｰｽﾞ) */  

 戻り値  無し 

 説明  引数で指定された CPU ｸﾛｯｸﾁｯｸ数の間、ﾀｽｸを遅延します。ｸﾛｯｸﾁｯｸ数を 1 以上に指定した

場合、常に再ｽｹｼﾞｭｰﾙが発生します。指定可能な範囲は、1~65535 です。この関数を割り

込みｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ(ISR)からｺｰﾙすることはできません。 
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付録 1 ScannerDesTbl 変数 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ表 1 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 7 1 : Code 39 読取り有り 

0 : Code 39 読取り無し 
1 CCD,Laser 

6 1 : Italian Pharmacode 読取り有り 
0 : Italian Pharmacode 読取り無し 

0 CCD,Laser 

5 1 : CIP 39 読取り有り 
0 : CIP 39 読取り無し 

0 CCD,Laser 

4 1 : Industrial 25 読取り有り 
0 : Industrial 25 読取り無し 

1 CCD,Laser 

3 1 : Interlieved 25 読取り有り 
0 : Interlieved 25 読取り無し 

1 CCD,Laser 

2 1 : Matrix 25 読取り有り 
0 : Matrix 25 読取り無し 

0 CCD,Laser 

1 1 : Codabar(NW7) 読取り有り 
0 : Codabar(NW7) 読取り無し 

1 CCD,Laser 

0 1 : Code 93 読取り有り 
0 : Code 93 読取り無し 

1 CCD,Laser 

1 7 1 : Code 128 & EAN-128 読取り有り 
0 : Code 128 & EAN-128 読取り無し 

1 CCD,Laser 

6 1 : UPC-E 読取り有り 
0 : UPC-E 読取り無し 

1 CCD,Laser 

5 1 : UPC-E Addon 2 読取り有り 
0 : UPC-E Addon 2 読取り無し 

0 CCD,Laser 

4 1 : UPC-E Addon 5 読取り有り 
0 : UPC-E Addon 5 読取り無し 

0 CCD,Laser 

3 1 : EAN-8 読取り有り 
0 : EAN-8 読取り無し 

1 CCD,Laser 

2 1 : EAN-8 Addon 2 読取り有り 
0 : EAN-8 Addon 2 読取り無し 

0 CCD,Laser 

1 1 : EAN-8 Addon 5 読取り有り 
0 : EAN-8 Addon 5 読取り無し 

0 CCD,Laser 

0 1 : EAN-13 読取り有り 
0 : EAN-13 読取り無し 

1 CCD,Laser 

2 7 1 : EAN-13 Addon 2 読取り有り 
0 : EAN-13 Addon 2 読取り無し 

0 CCD,Laser 

6 1 : EAN-13 Addon 5 読取り有り 
0 : EAN-13 Addon 5 読取り無し 

0 CCD,Laser 

5 1 : MSI 読取り有り 
0 : MSI 読取り無し 

0 CCD,Laser 

4 1 : Plessey 読取り有り 
0 : Plessey 読取り無し 

0 CCD,Laser 

3 1 : Coop 25 読取り有り 
0 : Coop 25 読取り無し 
(8500 ｼﾘｰｽﾞは Coop 25 をｻﾎﾟｰﾄしていません。) 

0 CCD,Laser 

2 1 : Telepen 読取り有り 
0 : Telepen 読取り無し 

0 CCD,Laser 

1 1 : ｵﾘｼﾞﾅﾙ Telepen (数字) 
0 : AIM Telepen (ﾌﾙｱｽｷｰ) 

0 CCD,Laser 

0 1 : RSS Limited 読取り有り 
0 : RSS Limited 読取り無し 

0 CCD,Laser 

3 7 予約   
6 1 : RSS-14 & RSS Expamded 読取り有り 

0 : RSS-14 & RSS Expamded 読取り無し 
0 CCD,Laser 

5 1 : RSS-14 ｺｰﾄﾞ ID 送信有り 
0 : RSS-14 ｺｰﾄﾞ ID 送信無し 

1 CCD,Laser 
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4 1 : RSS-14 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信有り 
0 : RSS-14 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信無し 

1 CCD,Laser 

3 1 : RSS-14 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : RSS-14 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

2 1 : RSS Limited ｺｰﾄﾞ ID 送信有り 
0 : RSS Limited ｺｰﾄﾞ ID 送信無し 

1 CCD,Laser 

1 1 : RSS Limited ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信有り 
0 : RSS Limited ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信無し 

1 CCD,Laser 

0 1 : RSS Limited ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : RSS Limited ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

4 7 1 : RSS14 Expamded ｺｰﾄﾞ ID 送信有り 
0 : RSS14 Expamded ｺｰﾄﾞ ID 送信無し 

1 CCD,Laser 

6 1 : UPC-E1 & UPC-E0 有効 
0 : UPC-E0 のみ 

0 CCD,Laser 

5 - 2 予約   
1 1 : Coop 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 

0 : Coop 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 
(8500 ｼﾘｰｽﾞは Coop 25 をｻﾎﾟｰﾄしていません。) 

0 CCD,Laser 

0 1 : Coop 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Coop 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
(8500 ｼﾘｰｽﾞは Coop 25 をｻﾎﾟｰﾄしていません。) 

1 CCD,Laser 

5 7 1 : Code 39 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り 
0 : Code 39 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し 

0 CCD,Laser 

6 1 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD,Laser 

5 1 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

4 1 : Code 39 ﾌﾙｱｽｷｰ 
0 : Code 39 標準 

0 CCD,Laser 

3 1 : Italian Pharmacode ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Italian Pharmacode ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

0 CCD,Laser 

2 1 : CIP 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : CIP 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

0 CCD,Laser 

1 1 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD,Laser 

0 1 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

6 7 1 : Industrial 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Industrial 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD,Laser 

6 1 : Industrial 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Industrial 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

5 1 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD,Laser 

4 1 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

3 - 2 Interlieved 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
00 : Industrial 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
01 : Interlieved 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
10 : Matrix 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
11 : 未定義 

01 CCD,Laser 

1 - 0 Industrial 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
00 : Industrial 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
01 : Interlieved 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
10 : Matrix 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
11 : 未定義 

00 CCD,Laser 

7 7 - 6 Matrix 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
00 : Industrial 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
01 : Interlieved 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
10 : Matrix 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
11 : 未定義 

10 CCD,Laser 
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5 - 4 Codabar(NW7) ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
00 : abcd/abcd 
01 : abcd/tn*e 
10 : ABCD/ABCD 
11 : ABCD/TN*E 

00 CCD,Laser 

3 1 : Codabar(NW7) ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り 
0 : Codabar(NW7) ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し 

0 CCD,Laser 

2 - 0 予約   
8 7 - 0 予約   
9 7 - 6 MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄﾀｲﾌﾟ 

00 : ｼﾝｸﾞﾙ ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 
01 : ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 
10 : ﾓｼﾞｭﾗｽ 11 & 10 
11 : 未定義 

10 CCD,Laser 

5 - 4 MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
00 : ﾗｽﾄﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
01 : ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ両方送信有り 
10 : ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ両方送信無し 

01 CCD,Laser 

3 1 : Plessey ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Plessey ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

2 1 : Plessey 標準 → UK Plessey 変換有り 
0 : Plessey 標準 → UK Plessey 変換無し 

1 CCD,Laser 

1 1 : UPC-E → UPC-A 変換有り 
0 : UPC-E → UPC-A 変換無し 

0 CCD,Laser 

0 1 : UPC-A → EAN-13 変換有り 
0 : UPC-A → EAN-13 変換無し 

1 CCD,Laser 

10 7 1 : ISBN 変換有り 
0 : ISBN 変換無し 

0 CCD,Laser 

6 1 : ISSN 変換有り 
0 : ISSN 変換無し 

0 CCD,Laser 

5 1 : UPC-E ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : UPC-E ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

4 1 : UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

3 1 : EAN-8 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : EAN-8 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

2 1 : EAN-13 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : EAN-13 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

1 1 : UPC-E ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 
0 : UPC-E ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 

0 CCD,Laser 

0 1 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 
0 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 

1 CCD,Laser 

11 7 1 : EAN-8 → EAN-13 変換有り 
0 : EAN-8 → EAN-13 変換無し 

0 CCD,Laser 

6 予約   
5 1 : GTIN 読取り有り 

0 : GTIN 読取り無し 
0 CCD,Laser 

4 1 : ﾈｶﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取り有り 
0 : ﾈｶﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取り無し 

1 CCD,Laser 

3 - 2 00 : 読取り照合無し(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
01 : 読取り照合 1 回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
10 : 読取り照合 2 回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
11 : 読取り照合 3 回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 

00 CCD,Laser 

1 1 : UPC-E1 ﾄﾘﾌﾟﾙﾁｪｯｸ有り 
0 : UPC-E1 ﾄﾘﾌﾟﾙﾁｪｯｸ無し 

0 CCD,Laser 

0 予約   
12 7 1 : Industrial 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Industrial 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
1 CCD,Laser 

6 - 0 Industrial 25 最大桁数/固定桁数 1 Max.64 CCD,Laser 
13 7 - 0 Industrial 25 最小桁数/固定桁数 2 Min.1 CCD,Laser 
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14 7 1 : Interlieved 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 
0 : Interlieved 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 

1 CCD,Laser 

6 - 0 Interlieved 25 最大桁数/固定桁数 1 Max.64 CCD,Laser 
15 7 - 0 Interlieved 25 最小桁数/固定桁数 2 Min.1 CCD,Laser 
16 7 1 : Matrix 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Matrix 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
1 CCD,Laser 

6 - 0 Matrix 25 最大桁数/固定桁数 1 Max.64 CCD,Laser 
17 7 - 0 Matrix 25 最小桁数/固定桁数 2 Min.1 CCD,Laser 
18 7 1 : MSI 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : MSI 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
1 CCD,Laser 

6 - 0 MSI 最大桁数/固定桁数 1 Max.64 CCD,Laser 
19 7 - 0 MSI 最小桁数/固定桁数 2 Min.1 CCD,Laser 
20 7 - 4 読取りﾓｰﾄﾞ(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 

0000 : ｵｰﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ 
0001 : ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
0010 : ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ 
0011 : ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓｰﾄﾞ 
0100 : ﾓｰﾒﾝﾀﾘﾓｰﾄﾞ 
0101 : ﾘﾋﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ 
0110 : ﾚｰｻﾞｰﾓｰﾄﾞ 
0111 : ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 
1000 : ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ 

0110 CCD,Laser 

3 - 0 予約   
21 7 - 0 読取りﾀｲﾑｱｳﾄ時間(秒単位, ｵｰﾄｵﾌ, ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ用) 

1～255、0 はﾀｲﾑｱｳﾄなし 
3 Sec CCD,Laser 

22 7 - 6 ﾊﾞｲﾄ 1-ﾋﾞｯﾄ 7 が ON の場合 
00 : Code 128 & EAN-128 読取り 
(古いﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ互換) 
01 : EAN-128 のみ読取り 
10 : Code 128 のみ読取り 
11 : Code 128 & EAN-128 読取り 

00 CCD,Laser 

5 ﾊﾞｲﾄ 1-ﾋﾞｯﾄ 7 が ON の場合 
1 : EAN-128 ｺｰﾄﾞ ID 除去 
0 : EAN-128 ｺｰﾄﾞ ID 除去なし 
 (古いﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ互換) 

0 CCD,Laser 

4 1 : ISBT 128 読取り有り 
0 : ISBT 128 読取り無し 

1 CCD,Laser 

3 - 0 予約   
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ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ表 2 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 7 1 : Code 39 読取り有り 

0 : Code 39 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
6 1 : Code 32(Italian Pharmacode)読取り有り 

0 : Code 32 読取り無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
5 無し   
4 無し   
3 1 : Interlieved 25 読取り有り 

0 : Interlieved 25 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
2 1 : Matrix 25 読取り有り 

0 : Matrix 25 読取り無し 
0 8200,8400, 

8700-2D 
1 1 : Codabar(NW7) 読取り有り 

0 : Codabar(NW7) 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
0 1 : Code 93 読取り有り 

0 : Code 93 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
1 7 1 : Code 128 読取り有り 

0 : Code 128 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
6 1 : UPC-E0 読取り有り 

0 : UPC-E0 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
3 1 : EAN-8 読取り有り 

0 : EAN-8 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
0 1 : EAN-13 読取り有り 

0 : EAN-13 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
5 or 
4 or 
3 or 
2 

1 : UPC と EAN で Addon 2 と 5 のみ読取り可 
(いずれかのﾋﾞｯﾄが ON) 
0 : UPC と EAN で Addon 2 と 5 のみ読取り不可 
(すべてのﾋﾞｯﾄが OFF) 
ﾊﾞｲﾄ 2-ﾋﾞｯﾄ 7～6、ﾊﾞｲﾄ 27-ﾋﾞｯﾄ 6 または 4 も対象 

0 2D, 
(Extra) Long range 

2 7 - 6 上記参照 0 2D, 
(Extra) Long range 

5 1 : MSI 読取り有り 
0 : MSI 読取り無し 

1 2D, 
(Extra) Long range 

4 無し   
3 予約   
2 無し   
1 無し   
0 無し   

3 7 - 0 無し   
4 7 - 6 無し   

5 - 0 予約   
5 7 無し   

6 1 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

5 1 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

4 1 : Code 39 ﾌﾙｱｽｷｰ 
0 : Code 39 標準 

0 2D, 
(Extra) Long range 

3 - 1 無し   
0 1 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
6 7 - 6 予約   

5 1 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 8200, 8400, 
8700-2D 

4 1 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

0 8200, 8400, 
8700-2D 

3 - 0 予約   
7 7 - 4 無し   

    155  



 

3 1 : Codabar(NW7) ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り 
0 : Codabar(NW7) ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

2 - 0 予約   
8 7 - 0 予約   
9 7 - 6 MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄﾀｲﾌﾟ 

00 : ｼﾝｸﾞﾙ ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 
01 : ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 
10 : ﾓｼﾞｭﾗｽ 11 & 10 
11 : 未定義 

01 2D, 
(Extra) Long range 

5 - 4 MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
00 : ﾗｽﾄﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
01 : ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ両方送信有り 
10 : ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ両方送信無し 

00 2D, 
(Extra) Long range 

3 - 2 無し   
1 1 : UPC-E0 → UPC-A 変換有り 

0 : UPC-E0 → UPC-A 変換無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
0 無し   

10 7 - 6 無し   
5 1 : UPC-E0 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : UPC-E0 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
4 1 : UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
3 - 2 無し   
1 1 : UPC-E0 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 

0 : UPC-E0 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
0 1 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 

0 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
11 7 1 : EAN-8 → EAN-13 変換有り 

0 : EAN-8 → EAN-13 変換無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
6 予約   
5 - 0 無し   
0 予約   

12 7 - 0 無し   
13 7 - 0 無し   
14 7 1 : Interlieved 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Interlieved 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
0 2D, 

(Extra) Long range 
6 - 0 Interlieved 25 最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 

(Extra) Long range 
15 7 - 0 Interlieved 25 最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
0 2D, 

(Extra) Long range 
16 7 1 : Matrix 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Matrix 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
1 8200, 8400 

8700-2D 
6 - 0 Matrix 25 最大桁数/固定桁数 1 0 8200, 8400 

8700-2D 
17 7 - 0 Matrix 25 最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
0 8200, 8400 

8700-2D 
18 7 1 : MSI 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : MSI 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
1 2D, 

(Extra) Long range 
6 - 0 MSI 最大桁数/固定桁数 1 Max.31 2D, 

(Extra) Long range 
19 7 - 0 MSI 最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
Min.3 2D, 

(Extra) Long range 
20 7 - 4 読取りﾓｰﾄﾞ(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 

1000 : ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ 
0111 : ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 
0110 : ﾚｰｻﾞｰﾓｰﾄﾞ 
0011 : ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓｰﾄﾞ 
0001 : ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
0000 : ｵｰﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ 
上記以外の値 : ﾚｰｻﾞｰﾓｰﾄﾞ 

0110 2D, 
(Extra) Long range 

3 - 0 予約   
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21 7 - 0 無し   
22 7 - 0 予約   
23 7 1 : Code 39 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Code 39 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
0 2D, 

(Extra) Long range 
6 - 0 Code 39 最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 

(Extra) Long range 
24 7 - 0 Code 39 最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
0 2D, 

(Extra) Long range 
25 7 1 : UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 

0 : UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
6 1 : UPC-E1 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : UPC-E1 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
5 1 : UPC/EAN ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｺｰﾄﾞの GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ有効 

0 : UPC/EAN ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｺｰﾄﾞの GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ有効 
0 2D 

4 1 : TCIF Linked Code 39 読取り有り 
0 : TCIF Linked Code 39 読取り無し 

1 2D 

3 1 : UPC-E1 → UPC-A 変換有り 
0 : UPC-E1 → UPC-A 変換無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

2 1 : Code 11 読取り有り 
0 : Code 11 読取り無し 

1 2D, 
8300, 8700-LR のみ 

1 1 : Bookland EAN 読取り有り 
(ﾊﾞｲﾄ 1-ﾋﾞｯﾄ 0 が ON である必要があります) 
0 : Bookland EAN 読取り無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

0 1 : 1 : UPC/EAN で Addon 無しと有りの共通設定有効 
0 : 共通設定無効 

0 2D, 
(Extra) Long range 

26 7 1 : Industrial 25 読取り有り 
0 : Industrial 25 読取り無し 

1 2D, 
(Extra) Long range 

6 1 : ISBT 128 読取り有り 
0 : ISBT 128 読取り無し 

1 2D, 
(Extra) Long range 

5 1 : Trioptic Code 39 読取り有り 
0 : Trioptic Code 39 読取り無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

4 1 : UCC/EAN-128 読取り有り 
0 : UCC/EAN-128 読取り無し 

1 2D, 
(Extra) Long range 

3 1 : RSS → UPC/EAN 変換有り 
0 : RSS → UPC/EAN 変換無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

2 1 : RSS Expamded 読取り有り 
0 : RSS Expamded 読取り無し 

1 2D, 
(Extra) Long range 

1 1 : RSS Limited 読取り有り 
0 : RSS Limited 読取り無し 

1 2D, 
(Extra) Long range 

0 1 : RSS-14 読取り有り 
0 : RSS-14 読取り無し 

1 2D, 
(Extra) Long range 

27 7 1 : UPC-A 読取り有り 
0 : UPC-A 読取り無し 

1 2D, 
(Extra) Long range 

5 1 : UPC-E1 読取り有り 
0 : UPC-E1 読取り無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

6 or 4 1 : UPC と EAN で Addon 2 と 5 のみ読取り可 
(いずれかのﾋﾞｯﾄが ON) 
0 : UPC と EAN で Addon 2 と 5 のみ読取り不可 
(すべてのﾋﾞｯﾄが OFF) 
ﾊﾞｲﾄ 1-ﾋﾞｯﾄ 5,4,2,1、ﾊﾞｲﾄ 2-ﾋﾞｯﾄ 7～6 も対象 

0 2D, 
(Extra) Long range 

3 - 2 00 : UPC ﾘﾝｸしない 
01 : UPC 常にﾘﾝｸ 
10 : UPC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ自動識別 
11 : 未定義 

01 2D 

1 1 : ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-A/B 読取り有り 
0 : ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-A/B 読取り無し 

0 2D 

0 1 : ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-C 読取り有り 
0 : ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-C 読取り無し 

0 2D 

28 7 1 : Code 93 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 
0 : Code 93 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 

0 2D, 
(Extra) Long range 
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6 - 0 Code 93 最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 
(Extra) Long range 

29 7 - 0 Code 93 最小桁数/固定桁数 2 
桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 

0 2D, 
(Extra) Long range 

30 7 1 : Code 11 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 
0 : Code 11 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 

0 2D, 
8300, 8700-LR のみ 

6 - 0 Code 11 最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 
8300, 8700-LR のみ 

31 7 - 0 Code 11 最小桁数/固定桁数 2 
桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 

0 2D, 
8300, 8700-LR のみ 

32 7 1 : Industrial 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 
0 : Industrial 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 

0 2D, 
(Extra) Long range 

6 - 0 Industrial 25 最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 
(Extra) Long range 

33 7 - 0 Industrial 25 最小桁数/固定桁数 2 
桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 

0 2D, 
(Extra) Long range 

34 7 1 : Codabar(NW7)桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 
0 : Codabar(NW7)桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 

0 2D, 
(Extra) Long range 

6 - 0 Codabar(NW7)最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 
(Extra) Long range 

35 7 - 0 Codabar(NW7)最小桁数/固定桁数 2 
桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 

0 2D, 
(Extra) Long range 

36 7 1 : US Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : US Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 2D 

6 1 : Maxicode 読取り有り 
0 : Maxicode 読取り無し 

1 2D 
 

5 1 : Data Matrix 読取り有り 
0 : Data Matrix 読取り無し 

1 2D 

4 1 : QR Code 読取り有り 
0 : QR Code 読取り無し 

1 2D 

3 1 : US Planet 読取り有り 
0 : US Planet 読取り無し 

1 2D 

2 1 : US Postnet 読取り有り 
0 : US Postnet 読取り無し 

1 2D 

1 1 : MicroPDF417 読取り有り 
0 : MicroPDF417 読取り無し 

1 2D 
 

0 1 : PDF417 読取り有り 
0 : PDF417 読取り無し 

1 2D 

37 7 - 6 00 : Interleaved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 
01 : Interleaved 25 USS ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
10 : Interleaved 25 OPCC ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
11 : 未定義 

00 2D, 
(Extra) Long range 

5 予約   
4 1 : JapanPostal 読取り有り 

0 : JapanPostal 読取り無し 
1 2D 

3 1 : Australian Postal 読取り有り 
0 : Australian Postal 読取り無し 

1 2D 

2 1 : Dutch Postal 読取り有り 
0 : Dutch Postal 読取り無し 

1 2D 

1 1 : UK Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ有効 
0 : UK Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ無効 

1 2D 
 

0 1 : UK Postal 読取り有り 
0 : UK Postal 読取り無し 

1 2D 

38 7 - 0 読取りﾀｲﾑｱｳﾄ時間(秒単位, ｵｰﾄｵﾌ, ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ用) 
1～255、0 はﾀｲﾑｱｳﾄなし 

3 Sec 2D, 
(Extra) Long range 

39 7 1 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ有効 
0 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ無効 

1 2D, 
(Extra) Long range 

6 1 : UPC-E ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ有効 
0 : UPC-E ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ無効 

1 2D, 
(Extra) Long range 

5 1 : UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ有効 
0 : UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ無効 

1 2D, 
(Extra) Long range 
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4 1 : Interleaved 25 → EAN13 変換有り 
0 : Interleaved 25 → EAN13 変換無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

3 - 2 MacroPDF 送信/変換ﾓｰﾄﾞ 
00 : ﾊﾟｽｽﾙｰ 
01 : すべてのｼﾝﾎﾞﾙをﾊﾞｯﾌｧﾘﾝｸﾞ/ 完了時に送信 
02 : 特定の指示なし 

00 2D 

1 1 : MacroPDF ｴｽｹｰﾌﾟ文字有効 
0 : MacroPDF ｴｽｹｰﾌﾟ文字無効 

0 2D 
 

0 1 : USPS 4CB / One Code / Intelligent Mail 読取り有り 
0 : USPS 4CB / One Code / Intelligent Mail 読取り無し 

0 8200, 8400,  
8700-2D 

40 7 - 6 00 : Far ﾌｫｰｶｽ 
01 : Near ﾌｫｰｶｽ 
10 : Smart ﾌｫｰｶｽ 

00 8500-2D 

5 1 : 照準ﾊﾟﾀｰﾝ ﾃﾞｺｰﾄﾞ有効 
0 : 照準ﾊﾟﾀｰﾝ ﾃﾞｺｰﾄﾞ無効 

1 2D 
 

4 1 : ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ ﾃﾞｺｰﾄﾞ有効 
0 : ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ ﾃﾞｺｰﾄﾞ無効 

1 2D 
 

3  1 : ﾋﾟｯｸﾘｽﾄ ﾓｰﾄﾞ有効 
0 : ﾋﾟｯｸﾘｽﾄ ﾓｰﾄﾞ無効 

0 8200, 8400,  
8700-2D 

2 - 1 1 次元白黒反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
00 : 通常 1 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみ読取り 
01 : 反転 1 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみ読取り 
10 : 通常/反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取り 

00 8200, 8400,  
8700-2D 

0 1 : ｼｽﾃﾑｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ中、ﾘｰﾀﾞはｽﾘｰﾌﾟ状態 
0 : ｼｽﾃﾑｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ中、ﾘｰﾀﾞは電源 OFF 状態 

0 8200, 8400,  
8700-2D 

41 7 1 : UPU FICS 読取り有り 
0 : UPU FICS 読取り無し 

0 8200, 8400,  
8700-2D 

6 UPC/EAN Bookland ISBN ﾌｫｰﾏｯﾄ 
1 : UPC/EAN – Bookland ISBN 13 
0 : UPC/EAN – Bookland ISBN 10 

0 8200, 8400,  
8700-2D 

5 - 4 Data Matrix 白黒反転 
00 : 通常 Data Matrix のみ読取り 
01 : 反転 Data Matrix のみ読取り 
10 : 通常/反転 Data Matrix 読取り 

00 8200, 8400,  
8700-2D 

3 - 2 Data Matrix 左右反転 
00 : 通常 Data Matrix のみ読取り 
01 : 反転 Data Matrix のみ読取り 
10 : 通常/反転 Data Matrix 読取り 

00 8200, 8400,  
8700-2D 

1 - 0 QR Code 白黒反転 
00 : 通常 QR Code のみ読取り 
01 : 反転 QR Code のみ読取り 
10 : 通常/反転 QR Code 読取り 

00 8200, 8400,  
8700-2D 

42 7 1 : MicroQR 読取り有り 
0 : MicroQR 読取り無し 

1 8200, 8400,  
8700-2D 

6 1 : Aztec 読取り有り 
0 : Aztec 読取り無し 

1 8200, 8400,  
8700-2D 

5 - 4 Aztec 白黒反転 
00 : 通常 Aztec のみ読取り 
01 : 反転 Aztec のみ読取り 
10 : 通常/反転 Aztec 読取り 

00 8200, 8400,  
8700-2D 

3 1 : UCC Coupon 読取り有り 
0 : UCC Coupon 読取り無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

2 1 : Chinese 25 読取り有り 
0 : Chinese 25 読取り無し 

0 8200, 8400,  
8700-2D 

1 - 0 Code 11 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査 
00 : 無効 
01 : 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 
10 : 2 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 

00 2D, 
8300, 8700-LR のみ 
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付録 2 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ｽｷｬﾅは、さまざまな種類のﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読取ることができます。ここでは、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの種類ごとに関連するﾊﾟﾗﾒｰﾀを

記述します。 
 

CCD、ﾚｰｻﾞｰのｽｷｬﾅ 
 

CODABAR 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 7 1 : Codabar(NW7) 読取り有り 

0 : Codabar(NW7) 読取り無し 
1 CCD,Laser 

7 5 - 4 Codabar(NW7) ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
00 : abcd/abcd 
01 : abcd/tn*e 
10 : ABCD/ABCD 
11 : ABCD/TN*E 

00 CCD,Laser 

7 3 1 : Codabar(NW7) ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り 
0 : Codabar(NW7) ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し 

0 CCD,Laser 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ選択 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ文字なし、または送信されるﾃﾞｰﾀに含める文字のﾍﾟｱを 4 ﾊﾟﾀｰﾝから選択します。 
 abcd/abcd 
 abcd/tn*e 
 ABCD/ABCD 
 ABCD/TN*E 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信 
送信するﾃﾞｰﾀにｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ文字を含めるかどうか設定します。 
 

CODE 2 of 5 

INDUSTRIAL 25 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 4 1 : Industrial 25 読取り有り 

0 : Industrial 25 読取り無し 
1 CCD,Laser 

6 7 1 : Industrial 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Industrial 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD,Laser 

6 6 1 : Industrial 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Industrial 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

6 1 - 0 Industrial 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
00 : Industrial 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
01 : Interlieved 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
10 : Matrix 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
11 : 未定義 

00 CCD,Laser 

12 7 1 : Industrial 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 
0 : Industrial 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 

1 CCD,Laser 

12 6 - 0 Industrial 25 最大桁数/固定桁数 1 Max.64 CCD,Laser 
12 7 - 0 Industrial 25 最小桁数/固定桁数 2 Min.1 CCD,Laser 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査 
読取り時にﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査を行うかどうか設定します。 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄに誤りがあるﾊﾞｰｺｰﾄﾞは受け付けません。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ選択 
さまざまな種類の 2 of 5 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読取るのに適したｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを選択します。 
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 例えば、航空券は Industrial 2 of 5 を使用していますが、Interleaved 2 of 5 のｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝになっています。

このﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読取るには Industrial 2 of 5 のｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝを”Interleaved 2 of 5”に設定する必要があります。 

桁数設定 
2 of 5 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの脆弱な構造のため、ｼｮｰﾄｽｷｬﾝｴﾗｰを起こす可能性があります。ｼｮｰﾄｽｷｬﾝｴﾗｰを防ぐために、正しい

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの桁数の範囲を設定します。 
 “固定桁数”を選択した場合、最大 2 つの固定桁数を設定できます。 
 "最大桁数/最小桁数"を選択した場合、最大桁数と最小桁数を設定する必要があります。指定された範囲の長さ

のﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみを受け付けます。 

INTERLEAVED 25 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 3 1 : Interlieved 25 読取り有り 

0 : Interlieved 25 読取り無し 
1 CCD,Laser 

5 1 1 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD,Laser 

5 0 1 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

6 3 - 2 Interlieved 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
00 : Industrial 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
01 : Interlieved 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
10 : Matrix 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
11 : 未定義 

01 CCD,Laser 

14 7 1 : Interlieved 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 
0 : Interlieved 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 

1 CCD,Laser 

14 6 - 0 Interlieved 25 最大桁数/固定桁数 1 Max.64 CCD,Laser 
15 7 - 0 Interlieved 25 最小桁数/固定桁数 2 Min.1 CCD,Laser 

MATRIX 25 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 2 1 : Matrix 25 読取り有り 

0 : Matrix 25 読取り無し 
0 CCD,Laser 

6 5 1 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD,Laser 

6 4 1 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

7 7 - 6 Matrix 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
00 : Industrial 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
01 : Interlieved 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
10 : Matrix 25 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟﾊﾟﾀｰﾝ 
11 : 未定義 

10 CCD,Laser 

16 7 1 : Matrix 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 
0 : Matrix 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 

1 CCD,Laser 

 6 - 0 Matrix 25 最大桁数/固定桁数 1 Max.64 CCD,Laser 
17 7 - 0 Matrix 25 最小桁数/固定桁数 2 Min.1 CCD,Laser 

COOP 25 
Coop 25 は、8000/8200/8300/8400/8700 ｼﾘｰｽﾞでｻﾎﾟｰﾄされています。 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
2 3 1 : Coop 25 読取り有り 

0 : Coop 25 読取り無し 
0 CCD,Laser 

4 1 1 : Coop 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Coop 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD,Laser 

4 0 1 : Coop 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Coop 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 
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ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査 
読取り時にﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査を行うかどうか設定します。 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄに誤りがあるﾊﾞｰｺｰﾄﾞは受け付けません。 
※ ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査は、ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信したくないときに、ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを省くことができるように有効にす

る必要があります。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 
 

CODE 39 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 7 1 : Code 39 読取り有り 

0 : Code 39 読取り無し 
1 CCD,Laser 

5 7 1 : Code 39 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り 
0 : Code 39 ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し 

0 CCD,Laser 

5 6 1 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
0 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 

0 CCD,Laser 

5 5 1 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

5 4 1 : Code 39 ﾌﾙｱｽｷｰ 
0 : Code 39 標準 

0 CCD,Laser 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信 
送信するﾃﾞｰﾀにｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ文字を含めるかどうか設定します。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査 
読取り時にﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査を行うかどうか設定します。 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄに誤りがあるﾊﾞｰｺｰﾄﾞは受け付けません。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 

Code 39 ﾌﾙｱｽｷｰ 
すべての英数字、および特殊文字を含めた Code 39 ﾌﾙｱｽｷｰをｻﾎﾟｰﾄするかどうかを設定します。 
 

CODE 93 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 0 1 : Code 93 読取り有り 

0 : Code 93 読取り無し 
1 CCD,Laser 

 

CODE 128 / EAN 128 / ISBT 128 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
1 7 1 : Code 128 & EAN-128 読取り有り 

0 : Code 128 & EAN-128 読取り無し 
1 CCD,Laser 

22 7 - 6 ﾊﾞｲﾄ 1-ﾋﾞｯﾄ 7 が ON の場合 
00 : Code 128 & EAN-128 読取り 
(古いﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ互換) 
01 : EAN-128 のみ読取り 
10 : Code 128 のみ読取り 
11 : Code 128 & EAN-128 読取り 

00 CCD,Laser 

22 5 ﾊﾞｲﾄ 1-ﾋﾞｯﾄ 7 が ON の場合 
1 : EAN-128 ｺｰﾄﾞ ID 除去 
0 : EAN-128 ｺｰﾄﾞ ID 除去なし 
 (古いﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ互換) 

0 CCD,Laser 

22 4 1 : ISBT 128 読取り有り 
0 : ISBT 128 読取り無し 

1 CCD,Laser 
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ITALIAN / FRENCH PHARMACODE 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 6 1 : Italian Pharmacode 読取り有り 

0 : Italian Pharmacode 読取り無し 
0 CCD,Laser 

0 5 1 : CIP 39 読取り有り 
0 : CIP 39 読取り無し 

0 CCD,Laser 

5 3 1 : Italian Pharmacode ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Italian Pharmacode ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

0 CCD,Laser 

5 2 1 : CIP 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : CIP 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

0 CCD,Laser 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 
※ ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ文字送信設定は Code 39 と共通です。 
 

MSI 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
2 5 1 : MSI 読取り有り 

0 : MSI 読取り無し 
0 CCD,Laser 

9 7 - 6 MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄﾀｲﾌﾟ 
00 : ｼﾝｸﾞﾙ ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 
01 : ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 
10 : ﾓｼﾞｭﾗｽ 11 & 10 
11 : 未定義 

10 CCD,Laser 

9 5 - 4 MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
00 : ﾗｽﾄﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
01 : ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ両方送信有り 
10 : ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ両方送信無し 

01 CCD,Laser 

18 7 1 : MSI 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 
0 : MSI 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 

1 CCD,Laser 

18 6 - 0 MSI 最大桁数/固定桁数 1 Max.64 CCD,Laser 
19 7 - 0 MSI 最小桁数/固定桁数 2 Min.1 CCD,Laser 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査 
読取り時にﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査を行うかどうか設定します。 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄに誤りがあるﾊﾞｰｺｰﾄﾞは受け付けません。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 

桁数設定 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの脆弱な構造のため、ｼｮｰﾄｽｷｬﾝｴﾗｰを起こす可能性があります。ｼｮｰﾄｽｷｬﾝｴﾗｰを防ぐために、正しいﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞの桁数の範囲を設定します。 
 “固定桁数”を選択した場合、最大 2 つの固定桁数を設定できます。 
 "最大桁数/最小桁数"を選択した場合、最大桁数と最小桁数を設定する必要があります。指定された範囲の長さ

のﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみを受け付けます。 
 

ﾈｶﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
11 4 1 : ﾈｶﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取り有り 

0 : ﾈｶﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取り無し 
1 CCD,Laser 
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PLESSEY 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
2 4 1 : Plessey 読取り有り 

0 : Plessey 読取り無し 
0 CCD,Laser 

9 3 1 : Plessey ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : Plessey ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

9 2 1 : Plessey 標準 → UK Plessey 変換有り 
0 : Plessey 標準 → UK Plessey 変換無し 

1 CCD,Laser 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 

UK Plessey 変換 
読取りﾃﾞｰﾀの'A'から'X'の変換を行うかどうかを設定します。 
 

RSS 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
2 0 1 : RSS Limited 読取り有り 

0 : RSS Limited 読取り無し 
0 CCD,Laser 

3 6 1 : RSS-14 & RSS Expamded 読取り有り 
0 : RSS-14 & RSS Expamded 読取り無し 

0 CCD,Laser 

3 5 1 : RSS-14 ｺｰﾄﾞ ID 送信有り 
0 : RSS-14 ｺｰﾄﾞ ID 送信無し 

1 CCD,Laser 

3 4 1 : RSS-14 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信有り 
0 : RSS-14 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信無し 

1 CCD,Laser 

3 3 1 : RSS-14 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : RSS-14 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

3 2 1 : RSS Limited ｺｰﾄﾞ ID 送信有り 
0 : RSS Limited ｺｰﾄﾞ ID 送信無し 

1 CCD,Laser 

3 1 1 : RSS Limited ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信有り 
0 : RSS Limited ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信無し 

1 CCD,Laser 

3 0 1 : RSS Limited ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : RSS Limited ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

4 7 1 : RSS14 Expamded ｺｰﾄﾞ ID 送信有り 
0 : RSS14 Expamded ｺｰﾄﾞ ID 送信無し 

1 CCD,Laser 

ｺｰﾄﾞ ID 送信 
読取りﾃﾞｰﾀにｺｰﾄﾞ ID(“]e0”)を含めるかどうかを設定します。 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信 
読取りﾃﾞｰﾀにｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID(“01”)を含めるかどうかを設定します。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 
 

TELEPEN 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
2 2 1 : Telepen 読取り有り 

0 : Telepen 読取り無し 
0 CCD,Laser 

2 1 1 : ｵﾘｼﾞﾅﾙ Telepen (数字) 
0 : AIM Telepen (ﾌﾙｱｽｷｰ) 

0 CCD,Laser 

 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ Telepen(数字) 
Telepen のﾌﾙｱｽｷｰをｻﾎﾟｰﾄするかどうかを設定します。ﾃﾞﾌｫﾙﾄではｱｽｷｰをｻﾎﾟｰﾄします。 
 AIM Telepen(ﾌﾙｱｽｷｰ)はすべての英数字、および特殊文字をｻﾎﾟｰﾄします。 
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UPC / EAN 

EAN-8 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
1 3 1 : EAN-8 読取り有り 

0 : EAN-8 読取り無し 
1 CCD,Laser 

1 2 1 : EAN-8 Addon 2 読取り有り 
0 : EAN-8 Addon 2 読取り無し 

0 CCD,Laser 

1 1 1 : EAN-8 Addon 5 読取り有り 
0 : EAN-8 Addon 5 読取り無し 

0 CCD,Laser 

10 3 1 : EAN-8 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : EAN-8 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

11 7 1 : EAN-8 → EAN-13 変換有り 
0 : EAN-8 → EAN-13 変換無し 

0 CCD,Laser 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 

EAN-8 → EAN-13 変換 
読取った EAN-8 を EAN-13 に拡張するかどうかを設定します。有りの場合、以降の処理は EAN-13 の設定に従い

ます。 

EAN-13 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
1 0 1 : EAN-13 読取り有り 

0 : EAN-13 読取り無し 
1 CCD,Laser 

2 7 1 : EAN-13 Addon 2 読取り有り 
0 : EAN-13 Addon 2 読取り無し 

0 CCD,Laser 

2 6 1 : EAN-13 Addon 5 読取り有り 
0 : EAN-13 Addon 5 読取り無し 

0 CCD,Laser 

10 7 1 : ISBN 変換有り 
0 : ISBN 変換無し 

0 CCD,Laser 

10 6 1 : ISSN 変換有り 
0 : ISSN 変換無し 

0 CCD,Laser 

10 2 1 : EAN-13 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : EAN-13 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

EAN-13 → ISBN 変換 
978、979 で始まる EAN-13 を ISBN に変換するかどうかを設定します。 

EAN-13 → ISSN 変換 
977 で始まる EAN-13 を ISSN に変換するかどうかを設定します。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 

GTIN 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
11 5 1 : GTIN 読取り有り 

0 : GTIN 読取り無し 
0 CCD,Laser 

UPC-A 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
9 0 1 : UPC-A → EAN-13 変換有り 

0 : UPC-A → EAN-13 変換無し 
1 CCD,Laser 

10 4 1 : UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 
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10 0 1 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 
0 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 

1 CCD,Laser 

UPC-A → EAN-13 変換 
読取った UPC-A を EAN-13 に拡張するかどうかを設定します。有りの場合、以降の処理は EAN-13 の設定に従

います。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 

UPC-E 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
1 6 1 : UPC-E 読取り有り 

0 : UPC-E 読取り無し 
1 CCD,Laser 

1 5 1 : UPC-E Addon 2 読取り有り 
0 : UPC-E Addon 2 読取り無し 

0 CCD,Laser 

1 4 1 : UPC-E Addon 5 読取り有り 
0 : UPC-E Addon 5 読取り無し 

0 CCD,Laser 

4 6 1 : UPC-E1 & UPC-E0 有効 
0 : UPC-E0 のみ 

0 CCD,Laser 

9 1 1 : UPC-E → UPC-A 変換有り 
0 : UPC-E → UPC-A 変換無し 

0 CCD,Laser 

10 5 1 : UPC-E ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 
0 : UPC-E ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 

1 CCD,Laser 

10 1 1 : UPC-E ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 
0 : UPC-E ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 

0 CCD,Laser 

11 1 1 : UPC-E1 ﾄﾘﾌﾟﾙﾁｪｯｸ有り 
0 : UPC-E1 ﾄﾘﾌﾟﾙﾁｪｯｸ無し 

0 CCD,Laser 

UPC-E → UPC-A 変換 
読取った UPC-E を UPC-A に拡張するかどうかを設定します。有りの場合、以降の処理は EAN-13 の設定に従い

ます。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 

ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰを含めるかどうかを設定します。 

UPC-E1 ﾄﾘﾌﾟﾙﾁｪｯｸ 
UPC-E1 の読取り照合を適用するかどうかを設定します。有りの場合、有効な読取りとするのに、同じ UPC-E1
を３回読取ります。 
 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞが汚れているなど読取りにくい場合に便利です。 
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2 次元、(ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰのｽｷｬﾅ 
 

CODABAR 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 1 1 : Codabar(NW7) 読取り有り 

0 : Codabar(NW7) 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
7 3 1 : Codabar(NW7) ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信有り 

0 : Codabar(NW7) ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
34 7 1 : Codabar(NW7)桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Codabar(NW7)桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
0 2D, 

(Extra) Long range 
34 6 - 0 Codabar(NW7)最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 

(Extra) Long range 
35 7 - 0 Codabar(NW7)最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
0 2D, 

(Extra) Long range 

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ送信 
送信するﾃﾞｰﾀにｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ文字を含めるかどうか設定します。 

桁数設定 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読取りを固定桁数または最大桁数/最少桁数で制限することができます。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの長はﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを

含む文字数(人が読める文字)に関係します。 
 “固定桁数”を選択した場合、最大 2 つの固定桁数を設定できます。 
 "最大桁数/最小桁数"を選択した場合、最大桁数と最小桁数を設定する必要があります。指定された範囲の長さ

のﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみを受け付けます。 
※ 固定桁数の場合、桁数 1 は桁数 2 より大きい値に設定しなければなりません。でなければ、最大桁数/最少桁

数として動作します。桁数 1 が最小値、桁数 2 が最大値となります。どちらかの桁数指定でも、両方の値が

0 に設定されている場合、長さ制限がないことを意味します。 
 

CODE 2 of 5 

INDUSTRIAL 25 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
26 7 1 : Industrial 25 読取り有り 

0 : Industrial 25 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
32 7 1 : Industrial 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Industrial 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
0 2D, 

(Extra) Long range 
32 6 - 0 Industrial 25 最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 

(Extra) Long range 
33 7 - 0 Industrial 25 最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
0 2D, 

(Extra) Long range 

桁数設定 
2 of 5 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの脆弱な構造のため、ｼｮｰﾄｽｷｬﾝｴﾗｰを起こす可能性があります。ｼｮｰﾄｽｷｬﾝｴﾗｰを防ぐために、正しい

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの桁数の範囲を設定します。CodaBar を参照してください。 

INTERLEAVED 25 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 3 1 : Interlieved 25 読取り有り 

0 : Interlieved 25 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
5 0 1 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : Interlieved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
14 7 1 : Interlieved 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Interlieved 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
0 2D, 

(Extra) Long range 
14 6 - 0 Interlieved 25 最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 

(Extra) Long range 
15 7 - 0 Interlieved 25 最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
0 2D, 

(Extra) Long range 
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37 7 - 6 00 : Interleaved 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 
01 : Interleaved 25 USS ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
10 : Interleaved 25 OPCC ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 
11 : 未定義 

00 2D, 
(Extra) Long range 

39 4 1 : Interleaved 25 → EAN13 変換有り 
0 : Interleaved 25 → EAN13 変換無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

桁数設定 
2 of 5 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの脆弱な構造のため、ｼｮｰﾄｽｷｬﾝｴﾗｰを起こす可能性があります。ｼｮｰﾄｽｷｬﾝｴﾗｰを防ぐために、正しい

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの桁数の範囲を設定します。CodaBar を参照してください。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査 
読取り時にﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査を行うかどうか設定します。 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄに誤りがあるﾊﾞｰｺｰﾄﾞは受け付けません。 

EAN-13 変換 
読取った 14 文字の Interleaved 25 を EAN-13 に拡張するかどうかを設定します。有りの場合、以降の処理は

EAN-13 の設定に従います。 
 Interleaved 25 が先頭ｾﾞﾛ、有効な EAN-13 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを持っている必要があります。 
※ EAN-13 変換はﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無しでない限り有効にすることはできません。 
 

CODE39 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 7 1 : Code 39 読取り有り 

0 : Code 39 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
0 6 1 : Code 32(Italian Pharmacode)読取り有り 

0 : Code 32 読取り無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
5 6 1 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 

0 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
5 5 1 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : Code 39 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
5 4 1 : Code 39 ﾌﾙｱｽｷｰ 

0 : Code 39 標準 
0 2D, 

(Extra) Long range 
23 7 1 : Code 39 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Code 39 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
0 2D, 

(Extra) Long range 
23 6 - 0 Code 39 最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 

(Extra) Long range 
24 7 - 0 Code 39 最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
0 2D, 

(Extra) Long range 
26 5 1 : Trioptic Code 39 読取り有り 

0 : Trioptic Code 39 読取り無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査 
読取り時にﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査を行うかどうか設定します。 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄに誤りがあるﾊﾞｰｺｰﾄﾞは受け付けません。 
※ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査は、ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを送信したくないときに、ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを省くことができるように有効にす

る必要があります。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 

Code 39 ﾌﾙｱｽｷｰ 
すべての英数字、および特殊文字を含めた Code 39 ﾌﾙｱｽｷｰをｻﾎﾟｰﾄするかどうかを設定します。 

桁数設定 
Codabar を参照してください。 
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CODE 93 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 0 1 : Code 93 読取り有り 

0 : Code 93 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
28 7 1 : Code 93 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Code 93 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
0 2D, 

(Extra) Long range 
28 6 - 0 Code 93 最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 

(Extra) Long range 
29 7 - 0 Code 93 最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
0 2D, 

(Extra) Long range 

桁数設定 
Codabar を参照してください。 
 

CODE 128 

CODE 128 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
1 7 1 : Code 128 読取り有り 

0 : Code 128 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 

ISBT 128 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
26 6 1 : ISBT 128 読取り有り 

0 : ISBT 128 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 

UCC/EAN-128 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
26 4 1 : UCC/EAN-128 読取り有り 

0 : UCC/EAN-128 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
 

MSI 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
2 5 1 : MSI 読取り有り 

0 : MSI 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
9 7 - 6 MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄﾀｲﾌﾟ 

00 : ｼﾝｸﾞﾙ ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 
01 : ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾓｼﾞｭﾗｽ 10 
10 : ﾓｼﾞｭﾗｽ 11 & 10 
11 : 未定義 

01 2D, 
(Extra) Long range 

9 5 - 4 MSI ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
00 : ﾗｽﾄﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
01 : ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ両方送信有り 
10 : ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ両方送信無し 

00 2D, 
(Extra) Long range 

18 7 1 : MSI 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 
0 : MSI 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 

1 2D, 
(Extra) Long range 

18 6 - 0 MSI 最大桁数/固定桁数 1 Max.31 2D, 
(Extra) Long range 

19 7 - 0 MSI 最小桁数/固定桁数 2 Min.3 2D, 
(Extra) Long range 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査 
読取り時にﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査を行うかどうか設定します。 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄに誤りがあるﾊﾞｰｺｰﾄﾞは受け付けません。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 
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桁数設定 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの脆弱な構造のため、ｼｮｰﾄｽｷｬﾝｴﾗｰを起こす可能性があります。ｼｮｰﾄｽｷｬﾝｴﾗｰを防ぐために、正しいﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞの桁数の範囲を設定します。Codabar を参照してください。 
 

RSS 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
26 3 1 : RSS → UPC/EAN 変換有り 

0 : RSS → UPC/EAN 変換無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
26 2 1 : RSS Expamded 読取り有り 

0 : RSS Expamded 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
26 1 1 : RSS Limited 読取り有り 

0 : RSS Limited 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
26 0 1 : RSS-14 読取り有り 

0 : RSS-14 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 

RSS → UPC/EAN 変換 
RSS を UPC/EAN に変換するかどうかを設定します。有りの場合、 
(1) 先頭の "010"はﾊﾞｰｺｰﾄﾞから除去され、"0"が最初の数字としてｴﾝｺｰﾄﾞされます。RSS を EAN-13 に変換します。 
(2) ｾﾞﾛ 6 つを除く 2 つ以上の 0 で始まるﾊﾞｰｺｰﾄﾞは、この設定では先頭の”0010”を除去し、UPC-A と認識します。

ｼｽﾃﾑｷｬﾗｸﾀと国ｺｰﾄﾞを送信する UPC-A ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ設定は変換されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞに適用されます。 
ｼｽﾃﾑｷｬﾗｸﾀもﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄも除去されることに注意してください。 

 ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｺｰﾄﾞの一部としてとしてﾃﾞｺｰﾄﾞされない RSS-14 と RSS Limited にのみ適用されます。 
 

UPC / EAN 
UPC/EAN は以下のﾊﾞｰｺｰﾄﾞにｱﾄﾞｵﾝなし、ｱﾄﾞｵﾝ 2、ｱﾄﾞｵﾝ 5 を含みます。 
 UPC-E0 
 UPC-E1 
 UPC-A 
 EAN-8 
 EAN-13 
 Bookland EAN (ISBN) 
UPC / EAN に属するすべてのﾒﾝﾊﾞｰについて、25 ﾊﾞｲﾄのﾋﾞｯﾄ 0 は、ｱﾄﾞｵﾝなし、ｱﾄﾞｵﾝ 2、ｱﾄﾞｵﾝ 5 の共通設定と

なっています。それ以外のﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定は次の通りです。 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
9 1 1 : UPC-E0 → UPC-A 変換有り 

0 : UPC-E0 → UPC-A 変換無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
10 5 1 : UPC-E0 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : UPC-E0 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
10 4 1 : UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : UPC-A ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
10 1 1 : UPC-E0 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 

0 : UPC-E0 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
10 0 1 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 

0 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
11 7 1 : EAN-8 → EAN-13 変換有り 

0 : EAN-8 → EAN-13 変換無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
25 7 1 : UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信有り 

0 : UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
25 6 1 : UPC-E1 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : UPC-E1 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
25 3 1 : UPC-E1 → UPC-A 変換有り 

0 : UPC-E1 → UPC-A 変換無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
39 7 1 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ有効 

0 : UPC-A ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ無効 
1 2D, 

(Extra) Long range 
39 6 1 : UPC-E ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ有効 

0 : UPC-E ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ無効 
1 2D, 

(Extra) Long range 
39 5 1 : UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ有効 

0 : UPC-E1 ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ&国ｺｰﾄﾞ無効 
1 2D, 

(Extra) Long range 
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UPC-E0/ UPC-E1 → UPC-A 変換 
読取った UPC-E0/ UPC-E1 を UPC-A に拡張するかどうかを設定します。有りの場合、以降の処理は EAN-13 の

設定に従います。 

EAN-8 → EAN-13 変換 
読取った EAN-8 を EAN-13 に拡張するかどうかを設定します。有りの場合、以降の処理は EAN-13 の設定に従い

ます。 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 

ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰを含めるかどうかを設定します。 
 

UCC COUPON CODE 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
42 3 1 : UCC Coupon 読取り有り 

0 : UCC Coupon 読取り無し 
0 2D, 

(Extra) Long range 
 

共通設定 
 共通設定の 25 ﾊﾞｲﾄ – ﾋﾞｯﾄ 0 に 1 がｾｯﾄされると、表 I のﾊﾟﾗﾒｰﾀを個別に設定できます。 
 共通設定の 25 ﾊﾞｲﾄ – ﾋﾞｯﾄ 0 に 0 がｾｯﾄされると、 

表 2 のいずれかのﾋﾞｯﾄに 1 が設定されると、UPC/EAN のｱﾄﾞｵﾝ 2 と 5 のみが読取り可となります。(ｱﾄﾞｵﾝなし

は読取り不可) 
表 2 のすべてのﾋﾞｯﾄに 0 が設定されると、表 1 で読取り可となっているﾊﾞｰｺｰﾄﾞのｱﾄﾞｵﾝ無しのみが読取り可と

なります。 
 
設定         結果 
25 ﾊﾞｲﾄ – ﾋﾞｯﾄ 0  表 1 のﾊﾞｲﾄ-ﾋﾞｯﾄ  表 2 のﾊﾞｲﾄ-ﾋﾞｯﾄ  ｱﾄﾞｵﾝ無し ｱﾄﾞｵﾝ有り 
=1   =1   N/A   読取り可 読取り可 
=1   =0   N/A   読取り不可 読取り不可 
=0   N/A   いずれか 1  読取り不可(*) 読取り可(*) 
=0   =1   すべて 0   読取り可 読取り不可(*) 
=0   =0   すべて 0   読取り不可 読取り不可(*) 
※ (*)は UPC/EAN のすべてのﾊﾞｰｺｰﾄﾞで発生します。 

表1 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
1 6 1 : UPC-E0 読取り有り 

0 : UPC-E0 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
1 3 1 : EAN-8 読取り有り 

0 : EAN-8 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
1 0 1 : EAN-13 読取り有り 

0 : EAN-13 読取り無し 
1 2D, 

(Extra) Long range 
25 1 1 : Bookland EAN 読取り有り 

(ﾊﾞｲﾄ 1-ﾋﾞｯﾄ 0 が ON である必要があります) 
0 : Bookland EAN 読取り無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

27 7 1 : UPC-A 読取り有り 
0 : UPC-A 読取り無し 

1 2D, 
(Extra) Long range 

27 5 1 : UPC-E1 読取り有り 
0 : UPC-E1 読取り無し 

0 2D, 
(Extra) Long range 

(1) ﾊﾞｲﾄ 25 – ﾋﾞｯﾄ 0 に 1 かｾｯﾄされている場合、ｱﾄﾞｵﾝ無し、ｱﾄﾞｵﾝ 2、ｱﾄﾞｵﾝ 5 が読取り可となります。 
(2) ﾊﾞｲﾄ 25 – ﾋﾞｯﾄ 0 に 0 かｾｯﾄされている(表 2 にあるすべてのﾊﾞｲﾄ-ﾋﾞｯﾄも 0)場合、ｱﾄﾞｵﾝ無しのみが読取り可と

なります。 
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表2 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
1 5 or 

4 or 
3 or 
2 

1 : UPC と EAN で Addon 2 と 5 のみ読取り可 
(いずれかのﾋﾞｯﾄが ON) 
0 : UPC と EAN で Addon 2 と 5 のみ読取り不可 
(すべてのﾋﾞｯﾄが OFF) 

0 2D, 
(Extra) Long range 

2 7 - 6 0 2D, 
(Extra) Long range 

27 6 or 4 0 2D, 
(Extra) Long range 

 

CODE 11 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
25 2 1 : Code 11 読取り有り 

0 : Code 11 読取り無し 
1 2D, 

8300, 8700-LR のみ 
30 7 1 : Code 11 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Code 11 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
0 2D, 

8300, 8700-LR のみ 
30 6 - 0 Code 11 最大桁数/固定桁数 1 0 2D, 

8300, 8700-LR のみ 
31 7 - 0 Code 11 最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
0 2D, 

8300, 8700-LR のみ 
42 1 - 0 Code 11 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査 

00 : 無効 
01 : 1 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 
10 : 2 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ 

00 2D, 
8300, 8700-LR のみ 

桁数設定 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読取りを固定桁数または最大桁数/最少桁数で制限することができます。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの長はﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを

含む文字数(人が読める文字)に関係します。 
 “固定桁数”を選択した場合、最大 2 つの固定桁数を設定できます。 
 "最大桁数/最小桁数"を選択した場合、最大桁数と最小桁数を設定する必要があります。指定された範囲の長さ

のﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみを受け付けます。 
※ 固定桁数の場合、桁数 1 は桁数 2 より大きい値に設定しなければなりません。でなければ、最大桁数/最少桁

数として動作します。桁数 1 が最小値、桁数 2 が最大値となります。どちらかの桁数指定でも、両方の値が

0 に設定されている場合、長さ制限がないことを意味します。 
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2 次元ｽｷｬﾅ限定 
前述のﾊﾞｰｺｰﾄﾞに加えて、2 次元ｽｷｬﾅでは以下のﾊﾞｰｺｰﾄﾞもｻﾎﾟｰﾄしています。 
 

1 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

CHINESE 25 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
42 2 1 : Chinese 25 読取り有り 

0 : Chinese 25 読取り無し 
0 8200, 8400,  

8700-2D 

MATRIX 25 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
0 2 1 : Matrix 25 読取り有り 

0 : Matrix 25 読取り無し 
0 8200,8400, 

8700-2D 
6 5 1 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査有り 

0 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ検査無し 
0 8200, 8400, 

8700-2D 
6 4 1 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : Matrix 25 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
0 8200, 8400, 

8700-2D 
16 7 1 : Matrix 25 桁数ﾁｪｯｸ 最大桁数/最小桁数 

0 : Matrix 25 桁数ﾁｪｯｸ 固定桁数 
1 8200, 8400 

8700-2D 
16 6 - 0 Matrix 25 最大桁数/固定桁数 1 0 8200, 8400 

8700-2D 
17 7 - 0 Matrix 25 最小桁数/固定桁数 2 

桁数 1 > 桁数 2 となるよう設定してください 
0 8200, 8400 

8700-2D 

UPC/EAN – BOOKLAND ISBN ﾌｫｰﾏｯﾄ 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
41 6 UPC/EAN Bookland ISBN ﾌｫｰﾏｯﾄ 

1 : UPC/EAN – Bookland ISBN 13 
0 : UPC/EAN – Bookland ISBN 10 

0 8200, 8400,  
8700-2D 

1次元白黒反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
40 2 - 1 1 次元白黒反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

00 : 通常 1 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみ読取り 
01 : 反転 1 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみ読取り 
10 : 通常/反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取り 

00 8200, 8400,  
8700-2D 

POSTAL CODE 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
36 7 1 : US Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り 

0 : US Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し 
1 2D 

36 3 1 : US Planet 読取り有り 
0 : US Planet 読取り無し 

1 2D 

36 2 1 : US Postnet 読取り有り 
0 : US Postnet 読取り無し 

1 2D 

37 4 1 : JapanPostal 読取り有り 
0 : JapanPostal 読取り無し 

1 2D 

37 3 1 : Australian Postal 読取り有り 
0 : Australian Postal 読取り無し 

1 2D 

37 2 1 : Dutch Postal 読取り有り 
0 : Dutch Postal 読取り無し 

1 2D 

37 1 1 : UK Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ有効 
0 : UK Postal ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ無効 

1 2D 
 

37 0 1 : UK Postal 読取り有り 
0 : UK Postal 読取り無し 

1 2D 
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39 0 1 : USPS 4CB / One Code / Intelligent Mail 読取り有り 
0 : USPS 4CB / One Code / Intelligent Mail 読取り無し 

0 8200, 8400,  
8700-2D 

41 7 1 : UPU FICS 読取り有り 
0 : UPU FICS 読取り無し 

0 8200, 8400,  
8700-2D 

ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 
読取りﾃﾞｰﾀにﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを含めるかどうかを設定します。 
 

ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｺｰﾄﾞ 

CC-A/B/C 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
27 1 1 : ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-A/B 読取り有り 

0 : ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-A/B 読取り無し 
0 2D 

27 0 1 : ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-C 読取り有り 
0 : ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ CC-C 読取り無し 

0 2D 

TLC-39 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
25 4 1 : TCIF Linked Code 39 読取り有り 

0 : TCIF Linked Code 39 読取り無し 
1 2D 

UPC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
27 3 - 2 00 : UPC ﾘﾝｸしない 

01 : UPC 常にﾘﾝｸ 
10 : UPC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ自動識別 
11 : 未定義 

01 2D 

UPC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄﾓｰﾄﾞ選択 
UPC は送信時に 2 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞと 1 つのﾊﾞｰｺｰﾄﾞとしてﾘﾝｸすることができます。次の 3 つのｵﾌﾟｼｮﾝがあります。 
(1) UPC ﾘﾝｸしない 

2 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの有無に関係なく UPC を読取ります。 
(2) UPC 常にﾘﾝｸ 

UPC と 2 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ部の両方を読取ります。2 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ部がない場合、UPC は読取られません。 
(3) UPC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ自動識別 

2 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ部があれば、UPC と両方を読取ります。 
※ “UPC 常にﾘﾝｸ”が設定されている場合は、CC-A/B または CC-C のどちらかを有効にする必要があります。で

なければ、UPC があっても読取られません。 

UPC/EANｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｺｰﾄﾞのGS1-128ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
25 5 1 : UPC/EAN ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｺｰﾄﾞの GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ有効 

0 : UPC/EAN ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｺｰﾄﾞの GS1-128 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓｰﾄﾞ無効 
0 2D 
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2 次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

MAXICODE, DATA MATRIX, QR CODE 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
36 6 1 : Maxicode 読取り有り 

0 : Maxicode 読取り無し 
1 2D 

 
36 5 1 : Data Matrix 読取り有り 

0 : Data Matrix 読取り無し 
1 2D 

36 4 1 : QR Code 読取り有り 
0 : QR Code 読取り無し 

1 2D 

42 7 1 : MicroQR 読取り有り 
0 : MicroQR 読取り無し 

1 8200, 8400,  
8700-2D 

42 6 1 : Aztec 読取り有り 
0 : Aztec 読取り無し 

1 8200, 8400,  
8700-2D 

2次元白黒反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ, 左右反転ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
41 5 - 4 Data Matrix 白黒反転 

00 : 通常 Data Matrix のみ読取り 
01 : 反転 Data Matrix のみ読取り 
10 : 通常/反転 Data Matrix 読取り 

00 8200, 8400,  
8700-2D 

41 3 - 2 Data Matrix 左右反転 
00 : 通常 Data Matrix のみ読取り 
01 : 反転 Data Matrix のみ読取り 
10 : 通常/反転 Data Matrix 読取り 

00 8200, 8400,  
8700-2D 

41 1 - 0 QR Code 白黒反転 
00 : 通常 QR Code のみ読取り 
01 : 反転 QR Code のみ読取り 
10 : 通常/反転 QR Code 読取り 

00 8200, 8400,  
8700-2D 

42 5 - 4 Aztec 白黒反転 
00 : 通常 Aztec のみ読取り 
01 : 反転 Aztec のみ読取り 
10 : 通常/反転 Aztec 読取り 

00 8200, 8400,  
8700-2D 

PDF417 

ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
36 1 1 : MicroPDF417 読取り有り 

0 : MicroPDF417 読取り無し 
1 2D 

 
36 0 1 : PDF417 読取り有り 

0 : PDF417 読取り無し 
1 2D 

39 3 - 2 MacroPDF 送信/変換ﾓｰﾄﾞ 
00 : ﾊﾟｽｽﾙｰ 
01 : すべてのｼﾝﾎﾞﾙをﾊﾞｯﾌｧﾘﾝｸﾞ/ 完了時に送信 
02 : 特定の指示なし 

00 2D 

39 1 1 : MacroPDF ｴｽｹｰﾌﾟ文字有効 
0 : MacroPDF ｴｽｹｰﾌﾟ文字無効 

0 2D 
 

Macro PDF 送信/読取りﾓｰﾄﾞ 
MacorPDF は、MacroPDF417 または MicroPDF417 と呼ばれる 1 つのﾌｧｲﾙに複数の PDF ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを連結するため

の特別な機能です。 
MacroPDF ﾃﾞｺｰﾄﾞの処理方法を設定します。 
(1) すべてのｼﾝﾎﾞﾙをﾊﾞｯﾌｧﾘﾝｸﾞ/ 完了時に送信 

ｼｰｹﾝｽ全体がｽｷｬﾝされ、ﾃﾞｺｰﾄﾞされている場合にのみ MacorPDF ｼｰｹﾝｽ全体からすべてﾃﾞｺｰﾄﾞされたﾃﾞｰﾀを送

信します。ﾃﾞｺｰﾄﾞされたﾃﾞｰが上限の 50 ｼﾝﾎﾞﾙを超えた場合、ｼｰｹﾝｽ全体がｽｷｬﾝされませんされていないため

送信されません。 
 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾍｯﾀﾞの送信を無効にする必要があります。 
(2) 特定の指示なし 

ｼｰｹﾝｽにかかわらず、ﾃﾞｺｰﾄﾞされた MacroPDF からﾃﾞｰﾀを送信します。 
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 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾍｯﾀﾞの送信を有効にする必要があります。 
(3) ﾊﾟｽｽﾙｰ 

すべての MacroPDF を送信し、ﾃﾞｺｰﾄﾞすると、何も処理しません。このﾓｰﾄﾞではﾎｽﾄ側で MacroPDF ｼｰｹﾝｽを

測定、解析する必要があります。 

Macro PDF ｴｽｹｰﾌﾟ文字 
ｴｽｹｰﾌﾟ文字を送信するかどうかを設定します。送信ありの場合、特殊なﾃﾞｰﾀ配列を含む伝送を処理できるｼｽﾃﾑの

ｴｽｹｰﾌﾟ文字としてﾊﾞｯｸｽﾗｯｼｭ"\"を使用します。 
 MacroPDF 伝送のﾃﾞｰﾀ部分に影響を与えるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなﾗﾍﾞﾙ識別子(GLI)ﾌﾟﾛﾄｺﾙに従って特殊なﾃﾞｰﾀをﾌｫｰﾏｯﾄしま

す。ｺﾝﾄﾛｰﾙﾍｯﾀﾞは、常に GLI のﾌｫｰﾏｯﾄで送信されます。 
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付録 3 ｽｷｬﾅﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ここでは、ｽｷｬﾅのﾊﾟﾗﾒｰﾀについて説明します。 
 

ｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞ 
ScannerDesTbl 配列の 20 ﾊﾞｲﾄ目は処理に最も適したｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞを設定するために使用されます。ﾀｲﾑｱｳﾄも参照し

てください。 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
20 7 - 4 読取りﾓｰﾄﾞ(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 

0000 : ｵｰﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ 
0001 : ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
0010 : ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ 
0011 : ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓｰﾄﾞ 
0100 : ﾓｰﾒﾝﾀﾘﾓｰﾄﾞ 
0101 : ﾘﾋﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ 
0110 : ﾚｰｻﾞｰﾓｰﾄﾞ 
0111 : ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 
1000 : ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ 

0110 CCD,Laser 

20 7 - 4 読取りﾓｰﾄﾞ(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
1000 : ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ 
0111 : ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 
0110 : ﾚｰｻﾞｰﾓｰﾄﾞ 
0011 : ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓｰﾄﾞ 
0001 : ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
0000 : ｵｰﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ 
上記以外の値 : ﾚｰｻﾞｰﾓｰﾄﾞ 

0110 2D, 
(Extra) Long range 

 CCD、ﾚｰｻﾞｰは 9 種類のﾓｰﾄﾞをｻﾎﾟｰﾄしています。下記の比較表を参照してください。21 ﾊﾞｲﾄは必要に応じてﾀ

ｲﾑｱｳﾄを設定します。 
 (ｴｸｽﾄﾗ)ﾛﾝｸﾞﾚﾝｼﾞﾚｰｻﾞｰはﾚｰｻﾞｰﾓｰﾄﾞとｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞのみをｻﾎﾟｰﾄしています。ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞの場合、1 度ﾄﾘｶﾞｷｰを押

すと読み取りﾋﾞｰﾑを照射します。読み取りﾋﾞｰﾑはﾀｲﾑｱｳﾄが発生するかﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読取りのためにもう一度ﾄﾘｶﾞｷｰ

を押すまで消えません。38 ﾊﾞｲﾄは必要に応じてﾀｲﾑｱｳﾄを設定します。 
 

比較表 
ｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞ ｽｷｬﾝ開始 ｽｷｬﾝ終了 
 常時 ﾄﾘｶﾞｷｰを 

1 回押す 
ﾄﾘｶﾞｷｰを 
押し続け 

ﾄﾘｶﾞｷｰを 
2 回押す 

ﾄﾘｶﾞｷｰを

放す 
ﾄﾘｶﾞｷｰを 
1 回押す 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
読取り 

ﾀｲﾑｱｳﾄ 

ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ ○        
ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ ○        
ﾘﾋﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ ○        
ﾓｰﾒﾝﾀﾘﾓｰﾄﾞ   ○  ○    
ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓｰﾄﾞ  ○    ○   
ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ    ○   ○ ○ 
ﾚｰｻﾞｰﾓｰﾄﾞ   ○  ○  ○ ○ 
ｵｰﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ  ○     ○ ○ 
ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ  ○      ○ 

ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
常にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り状態となります。 

ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 
常にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り状態となります。同一のﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙでも連続して読み取るﾃｽﾄ用のﾓｰﾄﾞです。通常のｱﾌﾟﾘｹ

ｰｼｮﾝでは、使用しないでください。 

ﾘﾋﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ 
常にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り状態となります。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取った後、1 秒以内にﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、直前に読み取っ

たﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを再入力します。この機能は、同一ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを続けて入力するようなｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで非常に有効

です。 

    177  



 

ﾓｰﾒﾝﾀﾘﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押している間、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りを行い、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを離すと、読み取りを終了します。 

ｵﾙﾀｰﾈｲﾄﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取り状態となり、再度ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、読み取りを終了します。 

ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ 
1 度目のﾄﾘｶﾞで読み取りﾋﾞｰﾑを照射し、2 度目のﾄﾘｶﾞでﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取ります。的を絞ってから読み取りを行い

たい場合に有効です。但し、2 度目のﾄﾘｶﾞを一定時間内(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 1 秒)に押されなければ、 読取りﾋﾞｰﾑはﾘｾｯﾄされ

ます。1 度目のﾄﾘｶﾞと 2 度目のﾄﾘｶﾞ間隔は、ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 AIMING_TIMEOUT に 5 ﾐﾘ秒単位で指定します。 

ﾚｰｻﾞｰﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りを行い、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りに成功するか、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを離すと、読み取り

を終了します。 

ｵｰﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りを開始します。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りに成功するか、読み取りﾀｲﾑｱｳﾄ時間で

設定された時間が経過すると、読み取りを終了します。 

ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りを開始します。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りに成功すると、読み取りﾀｲﾑｱｳﾄを再ｶｳ

ﾝﾄし、読み取りを続けます。読み取りﾀｲﾑｱｳﾄ時間で設定された時間が経過すると、読み取りを終了します。 
 

読取り照合 
読取りの精度を設定するのに使用するﾊﾟﾗﾒｰﾀです。読取りの精度と速度を調節します。 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
11 3 - 2 00 : 読取り照合無し(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 

01 : 読取り照合 1 回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
10 : 読取り照合 2 回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 
11 : 読取り照合 3 回(ﾘｰﾀﾞﾎﾟｰﾄ 1) 

00 CCD,Laser 

 照合無し 
“読取り照合無し”に設定している場合、1 度ﾃﾞｺｰﾄﾞに成功すると、読取りｲﾍﾞﾝﾄが発生します。 

 照合 1 回、2 回 3 回 
“読取り照合 3 回”に設定している場合、4 回続けて同じﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読取りが成功すると読取りｲﾍﾞﾝﾄが発生しま

す。読取り精度が向上する一方、読取り速度が遅くなります。 
 

ﾀｲﾑｱｳﾄ 
特定のｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞの最大ｽｷｬﾝ時間を制限するためのﾊﾟﾗﾒｰﾀです。 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
21 7 - 0 読取りﾀｲﾑｱｳﾄ時間(秒単位, ｵｰﾄｵﾌ, ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ用) 

1～255、0 はﾀｲﾑｱｳﾄなし 
3 Sec CCD,Laser 

38 7 - 0 読取りﾀｲﾑｱｳﾄ時間(秒単位, ｵｰﾄｵﾌ, ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ用) 
1～255、0 はﾀｲﾑｱｳﾄなし 

3 Sec 2D, 
(Extra) Long range 

※ ｴｲﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞのｴｲﾐﾝｸﾞﾀｲﾑｱｳﾄの値は、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変数 AIMING_TIMEOUT で設定します。『2.1.3 ｼｽﾃﾑｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ変

数』を参照してください。 
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ﾕｰｻﾞｰ設定 
ﾊﾞｲﾄ ﾋﾞｯﾄ 説明 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 対象ｽｷｬﾅ 
40 7 - 6 00 : Far ﾌｫｰｶｽ 

01 : Near ﾌｫｰｶｽ 
10 : Smart ﾌｫｰｶｽ 

00 8500-2D 

40 5 1 : 照準ﾊﾟﾀｰﾝ ﾃﾞｺｰﾄﾞ有効 
0 : 照準ﾊﾟﾀｰﾝ ﾃﾞｺｰﾄﾞ無効 

1 2D 
 

40 4 1 : ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ ﾃﾞｺｰﾄﾞ有効 
0 : ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ ﾃﾞｺｰﾄﾞ無効 

1 2D 
 

40 3  1 : ﾋﾟｯｸﾘｽﾄ ﾓｰﾄﾞ有効 
0 : ﾋﾟｯｸﾘｽﾄ ﾓｰﾄﾞ無効 

0 8200, 8400,  
8700-2D 

※ ﾋﾟｯｸリストﾓｰﾄﾞでは、読取りﾋﾞｰﾑの中央下に並んでいるﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみをﾃﾞｺｰﾄﾞするします。 
40 0 1 : ｼｽﾃﾑｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ中、ﾘｰﾀﾞはｽﾘｰﾌﾟ状態 

0 : ｼｽﾃﾑｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ中、ﾘｰﾀﾞは電源 OFF 状態 
0 8200, 8400,  

8700-2D 
※ ｼｽﾃﾑｻｽﾍﾟﾝﾄﾞ中、ﾘｰﾀﾞは電源 OFF 状態にしておくと、ﾊﾞｯﾃﾘを節約できます。ただし、ﾚｼﾞｭｰﾑから再開後、使

用開始まで約 3 秒かかります。 
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